
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　オタクのガチ恋語りなんてゴミ以下だと僕も思う。

　チラシの裏でやってろよと思う。

　でも──読んで欲しい!!　お願いなので読んで下さい!!

　ちょっとだけ!!　ちょっとだけでいいから!!　３ページで終わるから!!

　ありがとう、読んでくれるね!?

　じゃあ、いきます!!




「アイドルに本気になってどうするんだよ」




　実を言うと僕も中学生の頃はそういうことを言う、斜に構えたタイプの人間だった。

　というか、そっちがきっと普通の感覚だろう。

　だから。

　だから、まさか自分がそのガチ恋勢になるなんて思ってもみなかったのだ。

　正直自分でもそれを自覚したときびっくりした……！

　え、僕、ガチ恋なのか!?　って。

　ここで言うガチ恋とはガチでアイドル・声優・キャラなどに恋している人で間違いない。

　というか、僕以外にもそういう人って結構いるのではないだろうか？

　ガチ恋まではいかなくても、推しがとにかく好きという人ならかなりの数いるんじゃないかと僕は思っている。

　そこの君はどうかな？

　うん、そうだね、推し、いるよね。

　じゃあ大丈夫、推しをこれからも全力で推していこうな！

　いない人！　推し、作っていこうなっ!!

　推しはいいぞ～～～～～～!!

　さて、本題。

　僕の推しのお話だ。

　僕──星せい地ち春はる永ながの推しは『たぶん、きっと、月の下』という音楽ユニット。

　そのボーカルの『derellaデレラ』に僕はガチ恋している。

　いや、ほんと。

　マジで好き………………。

　ガチで恋した５秒後はもうとっくにすぎていて、僕がガチ恋勢になってそろそろ１年の月日が経たつ──そして僕は『たぶん、きっと、月の下』のファン初期勢でもあるのだ（大事）。

『たぶん、きっと、月の下』──ファンからの愛称『たぶつき』との出会いを少し語らせて頂きたいと思う。

　出会いは、そう──中学２年の春休み。

　自分自身も音楽をやっていたので趣味で音楽動画をよく漁あさっていたのだが、その時偶然──いや、今となっては必然としか思えない運命の出会いをしてしまったのが『たぶつき』だった。

　検索したわけでもない、たまたま本当に何な故ぜか、まだ再生数が１００にも満たない動画に行きつくなんて、運命以外ありえないと思う！

　どうしても強調したくなるくらいの運命。

　ありがとう神！

　いや、神はderellaデレラなので感謝するなら過去の僕にだな。

　ありがとう、中学２年の僕!!

　閑話休題。

　変な脱線をして謎の自分語りをするのがガチ恋野郎のめんどくさいところだと僕も思うけど、どうか許して！

　でも聞いて！　次のページくらいで終わるから!!

『たぶつき』は最近流は行やりである覆面系アーティストで、derellaデレラもその正体は謎。

　わかっていることは声質からして若い女性ということだけ。

　それもまあ確定しているわけではないけど。

　そしてもう一人、作曲だったり編曲を全て担当しているコンポーザーの『hutハツト』がいるということだけ。

　音楽性は一言で言うとポップ。

　アップテンポな曲が多く、女の子目線の歌詞が多い。

　僕も最初は「ふ～～～～ん、流は行やり系の音楽かな……？　一応聴いてみるだけ聴いてみるか」と中学生特有の謎の上から目線で聴いてみたのだったが、意外なことにとても僕好みの音楽ですぐにハマってしまったのだった。

　それだけだったら別に僕もガチ恋することもなかったと思うのだけど──僕はその後、人生で初めての体験をすることになる。

　僕が語りたいのはそこだ。

　それは『たぶつき』がメジャーデビューする前に公開していた一曲『マシロ・ハート・ダイアリー』を初めて聴いたときだった。

　僕は不覚にも人生で初めて涙を流した。

　生まれるときに泣いただろうとか親に怒られて泣いたことあるだろうとか揚げ足を取ってもらって構わない。

　それ程に──僕の人生で一番驚いた、不意に流れた涙だったのだ。

　不覚にも、である。

　前述のように僕は当時、斜に構えた人間だったので「あの曲めっちゃ泣けるよね」と言っているのを「いや、いい曲やけど泣くことはないやろ」と心の中で密ひそかに関西弁ツッコミを入れているような人間だった。

　そんな僕が、だ。

　気付けばふと涙を流していたのだ……！

　正直その瞬間はパニックだった。

　勿もち論ろん初見（動画なので）だったので歌詞も全然追えてないし、メロディーもわかっていない。

　それなのに僕は泣いてしまった。

　ボロ泣きだった。

　文字通りボロボロと滂ぼう沱だの涙をこぼして「この曲めっちゃ泣けるやん………………………」とオタク特有の三点リーダー盛り盛りにしてすぐさまTwitterに呟つぶやいたことを今でも鮮明に覚えている。

　というか過去ツイに残ってるけど。

　いやでも、マジでいいんだよな～～～～～～。全人類聴いてくれねぇかなぁ……。

　曲、思い出しただけで泣けてきた…………。好き…………。

　とまあ、いきなり語り出してしまうくらいの曲に僕は出会ってしまったわけだ。

　その日が僕にとっての分ぶん水すい嶺れいだったと今になって思う。

　今までは好きな音楽だな、いい曲だな、コピーでもしようかなと思う程度だったが──僕はその日から恋に落ちていた。否いな、落ちていない。これが恋だと合致したのだ。

　合致恋ならぬガチ恋である。

　面白くしようとしてみたけど、いや、でも文字通りに僕は初めての恋をこの時感じたのは事実だ。

　自分でもおかしいと思った。

　その曲を聴いたあと、文字通り世界が一変したのだ。

　顔もわからない、年齢もわからない、正確には性別もわからない人のことがいつの間にか好きで好きでたまらなくなっていた。

　この歌を歌っている人が好きだ。この声も好きだ。この歌詞も大好きだ。この曲も大好きだ。

　というか、今までの曲も全部好きだな。いや、なにもかも好きだな。今、僕はderellaデレラのことがなによりも好きだ。

　溢あふれ出る好きという感情。

　ああ。

　こんなの絶対恋じゃん!?

　だから僕は──この感情がきっとガチの恋なんだなと思った。

　本気で僕は恋している。ガチで僕は恋をしている。

　derellaデレラのことは何一つわからないけど……それでもいい──僕は一生この人を応援したい、一生好きでいる。好き。大好き。

　そんな感情だけがずっと湧き上がってくる。

　そして、そんな感情のせいか僕は──いつか逢あってみたいな…………と、思うようになってしまっていた。

　これが恋じゃなければなんだと言うのだ。

　まさに恋。

　何度でも言う。僕はガチで恋をしている。

　この恋という気持ちに、僕は何をすればいいのだろうか？

　メジャーデビューしてderellaデレラと同じステージで歌いたい──とか。

　もしそんな運命的な出会いをしてしまったらderellaデレラと付き合うことになるんじゃ──とか。

　なんて馬鹿な妄想をしてしまう。

　自分でも馬鹿だとは思うけど、それでも僕は本気だ。

　それくらい僕はderellaデレラのことを好きになっているのだ。

　好きすぎる。

　とまあ、ここまで長々と書いてしまって約束の３ページを何ページも通り超してしまったけど、本当はあと１００ページくらいなら語れます。

　興味のある人がいたら！　僕に連絡くれたらいつでも続きを書きます！

　derellaデレラへのお気持ち表明は一応ここで終わりにしておくけど、しかし、この僕の感情に終わりはないだろう。

　それだけは最後に伝えておこうと思う。

　僕は一生derellaデレラのことを好きでいる。

『たぶつき』のことを永遠に好きでいる。

　derellaデレラ──大好きだよ～～～～～～～～～～～～～～!!




　最後まで読んでくれて本当にありがとうございます!!

　少しでもderellaデレラ・『たぶつき』に興味を持ってくれたら嬉うれしいです。




　同担は拒否だけど!!
















　他人の恋の話なんてあまり興味がないかもしれないけど、少しだけ聞いて欲しい。

　あたし──有あり真さだ手て毬まりは恋をしている。

　いや……正確にはずっと片思いを続けている。

　片思い──一人で勝手に思っているだけだ。

　何年も。何十年も──と、ならないようにはしたい。そろそろ十年にはなるけれど。

　そんなに好きならさっさと告白してしまえばいいと言われたことはある。

　でも、それは中々難しい。

　難しいというより、その選択肢があたしの中にはないからだ。

　これはあたし個人の問題で、あたし個人の価値観でしかないけど──まず、今の関係をあたしから壊すというのができない。

　告白をすれば、たとえ受けいれてもらっても、たとえ受け入れられなかったとしても、今の関係は終わってしまう。

　今まで通り仲良しの幼馴染でいてよ──なんてあたしにはできない。

　何な故ぜか振られる前提だけど……。

　まあ、単純にあたしが臆病なのだ。

　仮に受け入れてもらえるなら、たしかに関係は壊れない──幼おさな馴な染じみという関係は壊れてしまうだろうけど。

　まあ、それは恋人という上位の関係になれるなら問題ない。

　恋人という関係もいつか壊れるかもしれないなんて怖いことを言う人がいるかもしれないが、あたしはそれに「絶対ない」と強く答えるだろう。

　永久に仲良しでいられる自信があたしにはある。

　もし受け入れてもらえたなら結婚前提のお付き合いだとあたしは思っているくらいだ。

　自分でも思う。

　重い女だ……。

　それくらい好きだと思ってくれたら嬉うれしいかな……。

　そういう謎の自信はあるけれど、やっぱり告白を自分からすることはできない。

　関係が終わってしまうという問題以外にも色々理由はあるのだけど──その一つがあたしは自分の好意を相手に強制したくないとずっと思っている。

　これはたぶん育ちに起因する──身勝手な恋愛というのに若干抵抗があるのだ。

　あたしは、一生、母のように身勝手にはなれない。

　今はもう何も思ってはいない。

　でも、幼心に傷ついていたんだろう。

　そういう経験があったからだと思う。

　自分の好意を相手に伝えることは──成功しても失敗しても、多かれ少なかれお互いを制限、強制することだとあたしは思うようになった。

　そしてそれはたくさんの人に影響、波及していく。

　おこがましい話なのだけど、あたしは今まで３人に告白されたことがある。あたしなんかを好きになってくれたことは本当に嬉うれしかったし、いっぱい驚きはあったけど──前述の通りあたしは重い女で、自分でも馬鹿だなっと思うくらいの好きな人がいたから、全員丁重にお断りすることになった。

　告白されるということは、本当は嬉うれしいことなのに──あたしは、あたしに告白してくれた男の子を結局色々制限させることになってしまった。

　行動だったり、感情だったり。

　告白してくれた子はあたしがお断りしても、あたしのことを好きでいてくれる。

　たぶん他に好きな人ができるまで。

　もしくは気持ちが途切れるまで。

　断られたからすぐに好きじゃなくなる──なんてことはないだろうし。

　もしかするとそういう人もいたかもしれない。

　いや、そうじゃなかったからその男の子は言動を制限されてしまっていたのだと思う。

　好きなままだから──気まずい。怖い。だから話せない。近づかない。関わってもこない。

　それが申し訳ないなと、どうしても思ってしまう。

　あたし自身にも制限ができる。

　それが嫌だったということはないのだけど、やっぱり辛つらいし、悲しい。

　今まで通りじゃないからだ。

　それまでずっと仲が良かったのに──あたしが話し掛けても辛つらそうな顔をするだけだった。

　その気持ちがわからないわけじゃない。

　いや、痛いほどわかる。

　でも、それがやっぱり辛つらい。

　勿もち論ろん、今まで以上に仲良くしてくれる子もいるので一概には言えないけど。その子がたまたま特別で、たぶん──とても強い人だからだろう。尊敬する。

　あたしは正直強くない。

　だから。

　それをあたしが相手にしてしまうかもしれないと思うとすごく怖いのだ。

　そして嫌だ。

　あたしは自分の好きな人に辛つらい顔をして欲しくない。

　あたしのせいで悲しい気持ちになって欲しくない。

　一番はたぶん──あたしが話せなくなるのが辛つらい。

　まあ、だから何度も言うけどあたしが単に臆病なだけなのだろう。

　この話を友達にしたときにも言われた。

　手て毬まりは臆病すぎる、と。

　世界はもっと単純に動いているとその子は言っていた。実は意外とみんなそんなことはすぐ忘れて次の恋に行くのだと。

　そう言われるとそういう気もしてしまうけど、じゃあ、あたしの十年の恋心はどうなってしまうんだろうとあたしは思う。

　それがなくなるのも結局怖いのだ。

　それにあたしは重い女だから──絶対にあたしのことを好きになってもらいたい。

　というわけで、あたしの恋は何もないまま続いている。

　勝算は──現状ない。

　幼おさな馴な染じみで、仲が良くて、ずっと一緒にいた。

　それくらいだ。

　勿もち論ろん好きになってもらう努力は色々しているつもりだけど、今のところは効果がないようだ。

　それにあたしの片思いの相手は────今、恋（？）をしている。

　恋（？）と言っていいかは謎だけれど、本人が「僕、恋しちゃったんだ♡」と、言っていたので恋をしているのだろう。

　だからあたしはとうに失恋している──というわけでもない。

　あたしの片思いしている人の好きな人。




　その相手は──あたしなのだから。




　さぞ意味不明なことを言っていると思われているだろうけど、それ以外に言いようがない。

　あたしはあたしに負けている。

　でも。

　そのおかげであたしは密ひそかに好きを伝えることができていると思う。

　本当は自分から好意を伝えるのは、なしだと思っているけど……それだけは許して欲しいと思って──あたしは歌に、歌詞に、想おもいをのせている。

　さて、そろそろ情報解禁の時間だ。

　あたしの新曲の感想でも聞きにいこうかな。
















　夢の中でこれは夢だと確信するときがある──それが今だ。

　だって僕の身体からだが小さい。

　これは、きっと──

　小さい頃の夢。

　僕が歌を唄っている。

　観客は一人。小さな女の子──とても嬉うれしそうに笑っている。

　僕なんかの歌で。

　ただのお誕生日の歌なのに。





＊　＊　＊






「んんっ」

　寝ね惚ぼけ眼まなこを擦こすり、身体からだを起こす。僕は今、春の休みを満喫していた。あまりにも満喫しすぎて、どうやら居眠りしてしまったらしい。おかげでいい夢が見れたけど。

　本日は、３月33日。

　寝惚けているわけでもなく、僕の頭がおかしいわけではない。

　注釈させて頂くと、僕がイントロだけ聴いて号泣してしまう程大好きな曲『マシロ・ハート・ダイアリー』の歌詞にある「３月33日まであればよかったのに──」を引用させてもらっている。

　残念なことに僕のカレンダーは３月33日にはなってないので、僕がカレンダーに「３月33日」と書き直しているけど、普通に今日は４月２日だ。

　そのderellaデレラのイラスト入りカレンダーを眺めていると、デカデカと花丸がされている箇所があって、どうしてもそこに眼めがいく。そして自然と笑顔になってしまう──にっこり。

　花丸のついた「５月10日」は──derellaデレラの誕生日!!

　その日に何かあると予告されているので今からドキドキだ。

　恐らく新曲かアルバムの発表！

　それともう一つ──大事な日。

　その日は僕の幼おさな馴な染じみの誕生日でもある。

　もうすぐだからあんな夢を見たのかな？

　しかしまあ。

　３月33日まであればよかったのに……？

　なんて泣ける歌詞だ…………好きすぎる…………………………。

　ちなみに『マシロ・ハート・ダイアリー』は初めてderellaデレラが作詞を担当した曲だ。他の『たぶつき』の曲は主にhutハツトさんが担当している。

　この曲が初作詞だったのにこんな素敵な歌詞をかけるなんて神じゃなかろうか。

　いや、derellaデレラは神だった!!

　お祈りしよう──僕は壁に貼り巡らされたderellaデレラのポスターに向かって手を合わせた。

「ありがとう、derellaデレラ。この世に生まれてきてくれて。きっと来年の教科書には載ってるよ。derellaデレラは神だってね……」

　なんて。

　馬鹿なことをやっていると、床に置いてある僕のスマホからタイミング良く『マシロ・ハート・ダイアリー』のイントロが爆音で流れてきた。

　そう。

　僕は今、自室で優雅にクッションにもたれながら『たぶつき』爆音音楽鑑賞を行っている最中である。

　その途中あまりにもテンションリラックスしすぎて眠ってしまったようだけど（derellaデレラの声は癒いやし効果もあるんだよな～～～！）。

　ただ！　この曲のイントロだけでテンションマックス（たぶつきの曲は高揚効果もあるんだよな～～～！）。

　さすがに何億回と聴いている『マシロ・ハート・ダイアリー』なので、こうして普通に聴く分には涙しない。涙はしないのだが。

　僕はパンと手を叩たたき──

「キタァァァァァァァァ！」

　と叫びながら、床に放置されていたＵＯウルトラオレンジのサイリウムを手に取って折り、立ち上がる。

　これを隙があればやってしまう。好きだから!!

「うぉぉぉぉぉぉ!!」

　イントロから全開でＵＯをグルグルと回す僕。

　一人で。イントロなのに。別にそういう曲調の歌でもないけれど。

　高まってしまうから。

　でも、みんなは真ま似ねしちゃダメだよ。マナー違反だからね！

　僕は一人家でしてるだけだからセーフ！（というかderellaデレラはまだライブしたことないので！）

　いやでも──最高すぎる～～～～～～～～!!

　ちなみに今、僕はderellaデレラ♡Loveと背中に描かれた法はつ被ぴを着ている。ハッピー！

　勿もち論ろん自作だ。これでもう完全ライブ気分の僕。一人でもノリノリ。

　高校１年生、最高の春休みを満喫中。

「マシロ・ハート・ダイアリー～～～～♪　うおぉぉぉ、やっぱり最高だなぁぁぁ！」

　一人カラオケもやりたい放題である。

　爆音音楽鑑賞から察しがつくように現在家には僕しかいない。

　両親は不在。

　別に父親が地球防衛機構軍の大佐で忙しいとか母親がニュースキャスターで忙しいというわけではなく、父親は普通に会社員で、母親は僕が高校生になったと同時にパートに行くようになったので働きに行っているだけである。

　所いわ謂ゆるごく一般的な一人っ子の家庭というやつだ。

　家に誰もいなくて自由──というのは本当に最高だ。

　さすがにこの姿を親に見られると、色々な意味で心配されそうなので一人の時しかやっていない。ゆえに一人の時はこうして思いっきりやりたい放題しているというわけだけど。

　そんな僕も、もうすぐバイトに行かなければならないのでこの最高の時間はそろそろ終わりにしないといけない。

　と。

　スマホから通知音がこれまた爆音で鳴った。

　derellaデレラがTwitterを更新した時のみ流れる通知音。ガチ恋勢なら通知を取るなんて当たり前すぎる行為である。

　ガチ恋勢なのに取っていない人なんているのだろうか？

　さておき、僕は未まだ爆音鳴り響くスマホを急いで取り、瞬時にいいねとリツイートをしてから内容を読んだ。

　たぶつき【公式】@tabu_tuki《告知です！　今日は『マシロ・ハート・ダイアリー』の日ですね！　それを記念して新曲『春はるは永ながく。』が公開されました！　聴いてみてくださいね♡（derellaデレラ）》

「ふわぁぁぁぁぁぁぁああああああああ!?」

　思わずデカい声が出てしまった。ついでにスマホも落としてしまった。

　一瞬ショートしたが、なんとか復帰。

　僕はパンと両手を叩たたき──

「ヨッシャキタァァァァァァァアアアアア!!」高い声で「ウワヤッタァァァァァァアアアアアア!!」と、叫んだ。

　慌ててスマホをもう一度手に取る。動どう悸きがすごい。手もぷるぷる震えている。

　え、待って。

　し、新曲!?

　いや、新曲予測はしていたけど、まさかこのタイミングでくるなんて……神すぎる。

　つまりだ。

　このタイミングで披露する曲があるということは、５月10日の予告は……？

　まさか……？　いや、まさか……なんて考えが過よぎり、胸が躍る。ときめいてしまう。

　ふふふ。

　もっと好きになってしまうじゃん！

　いやいや、そんな妄想ばかりしてる場合ではない。

　早速新曲を聴かなければと思ったが、バイトの時間まであと１時間だった。

　普通に考えると、選択肢としては──

　①　ちょっとだけ聴いてテンションをあげてバイトに向かう。

　②　今は聴かずに帰ってきてからゆっくり堪たん能のうする。

　この二つだと思うけど、僕はどちらも選ばなかった。

　第三の選択肢!!

　僕は未まだスマホから爆音で流れる音楽を止めて、すぐさまバイト先に電話をする。

「お電話ありがとうございます。『喫茶ヤギヒツジ』です」

　ワンコールの後、優しいお姉さまの声がした。

　よし、当たりを引いた。僕の運は良いいみたい。

　いや、derellaデレラが導いてくれたんだな、きっと。

　ありがとうderellaデレラ好きだよ～!!

「あ、僕です。春はる永ながです」

「あぁハルくん？　どうしたの？」

「大変申し訳ないのですが、その、急用ができまして……」

「……ははん？　その唐突な感じ、さては『たぶつき』関係だな？」

　察しが良くてめちゃくちゃ助かる。日頃の言動の賜たま物ものかもしれない。

　いいぞ日頃の僕！

　声の主──由ゆ羽う希き羽は子ごさんは続けて言った。

「いいよいいよ。ハルくんが『たぶつき』に命かけてること知ってるし。それに今日暇だし、このまま私が頑張っちゃうよー」

「うぉぉぉぉ！　マジっすか！　ありがとうございます!!　この恩はまたきっとお返し致しますので……」

「あはは、いいっていいって。というか私の方が代わってもらった回数、10回は多いし。お互い様ってやつですよ」

「いやまあ、今回は急だったので……」

「大丈夫大丈夫。じゃ、何があるかは知らないけど楽しんで～！」

「ありがとうございます!!　じゃあまた明後日！」

「ほ～い！　じゃあまったねー！」

　と、由ゆ羽う希きさんは快活に言って先に電話を切った。

　僕は胸をなでおろす。

　優しくて理解のある先輩で本当によかった。

　僕はとても恵まれている──神に感謝しなくては。

　この場合の神もderellaデレラだけど。

　さて、これで今日一日ゆっくり新曲を堪たん能のうできるぞ!!

　ああ、もう滅め茶ちや苦く茶ちや嬉うれしいな……最高……derellaデレラ好き……なんて喜びを一人嚙かみしめていたらコンコンとノックする音が聞こえた。

　誰もいないはずの扉から──ではなくベランダドアの方から。

　そこに居たのは勿もち論ろんサンタさんとかではなく（わざわざノックをしてくれるサンタさんがいるなら逢あってみたいくらいだ。それがderellaデレラだったらもっといいな♪）。

　僕の幼おさな馴な染じみ──有あり真さだ手て毬まりだった。

　ベランダから現れる女の子なんてアニメの中でしかみないと思うだろうけど、現実にもいるのである。

　ちなみにここはマンションの５階なのだけど、上の階から降りてきたという危ない話ではなく、下の階からよじ登ってきたとかいう奇き天て烈れつな話でもなく、普通にベランダにある隔離壁の穴から来ているので安心して欲しい。

　僕と手て毬まりはお隣さんで、生まれた時からの幼おさな馴な染じみなのだ。

　手て毬まりはコンコンとノックしたあと、ドアを開けて僕の部屋に入ったと同時に、

「何この部屋!?　てか何その恰かつ好こう!?　なんで家でサイリウム持ってるの!?」

　と眼めを丸め、とても良いいリアクションで驚いてくれた。

　その顔が見たかったのだ。

　僕はふふんと得意げに笑う。

「春休みになったし、部屋をderellaデレラ一色にしてみた!!　そしてこれはderellaデレラ♡Love法はつ被ぴだ。手て毬まりも着てみる？」

「え、そういうのって自分しか着ないってやつじゃないの!?」

　わからないわからない！　と、とても困惑した顔で手て毬まりは言う。

　僕は更に得意げに答える。

「ふっ、手て毬まりだけ特別さ。他の人とは同担拒否だよ」

　ビシッとサイリウムを手て毬まりに向け、僕はキメ顔をつくる。

「と、特別!?　それって──」

「ん？　いや、僕、同担拒否は男限定だからね。ガチ恋勢とはそういうものさ。女の子のファンは増えて欲しいくらいだもん。女の子のファンが増えないと色々グッズ展開とかがね、狭くなる気がするし。僕、女の子の友達なんて手て毬まりとこまちゃんくらいしかいないし、それに手て毬まりにもderellaデレラの良さをもっと知って欲しいし」

「……そう。いや、うん……えっとじゃあ……羽織るだけなら……」

「着てくれるんだ！　やったー！」

　僕の幼おさな馴な染じみはノリがよかった。

　でも、そこが手て毬まりのとても良いいところだと思う。

　僕は着ていた法はつ被ぴ──ではなく、新品の予備法はつ被ぴを押し入れから取り出して手て毬まりに手渡す。

「なんでもう一つあるの!?」

「いや、こういうのは常に予備を用意しとかなくちゃ。何があるかわらないし、こうして布教用にもなるしね。よかったらあげるよ、それ」

「え、え、くれるの……？」

「うん！　手て毬まりはね、もっとderellaデレラを好きになってくれると僕は確信してるからね！　まあ羽織ってから決めてみても」

「う、うん」

　と頷うなずいてから、手て毬まりは恥ずかしそうに僕のあげた色違いの法はつ被ぴを羽織った。

　ちなみにピンク色だ。僕のは黄色。

「お、いい感じじゃん。似合ってる似合ってる！」

「そ、そう……？　めちゃくちゃ恥ずかしいんだけど……」

「わかるわかる。僕もこんなの一人で羽織って恥ずかしい奴だなと最初思ってたんだけど、これを常に着るようになってＱＯＬが爆上がりしたよね。常に気持ちがあがり、マイナス思考にならず、勉強とかも捗はかどる」

「…………ネコ型ロボットの道具よりすごいよね、それ」

「たしかに。アンキパンいらないもんな……！　つ、つまりderellaデレラはネコ型ロボットを超えているのかっ!!　令和のネコ型ロボットだよ、derellaデレラ！　で、どう？　テンションあがってきた？」

「う、う～ん……ま、まあ」

「だよなぁ～！　お揃そろいの法はつ被ぴで応援するとかめちゃくちゃテンションあがるよな～～～！　いやぁライブまじでしてくれないかな～～～！」

「お揃そろい……ね」

　手て毬まりが少し嬉うれしそうに微ほほ笑えむ。

　うんうん、わかるわかる。

　お揃そろいとか色違いで合わせて参戦するのが楽しいんだよね。

　よかった──手て毬まりも気に入ってくれたみたいだし、もしライブに行けることがあれば手て毬まりも誘うとしよう。

「というわけでプレゼントするから、いつかそれ着て一緒にライブ行こうな！」

「え!?　あ、う、うん！　…………てか、部屋ホントにすごいね。グッズだらけ」

「ふふん、いいだろぉ？　全然まだまだだけどね。これからも増やすぞぉ！　そのためにバイトもしてるしな!!」

　まあ、今日休んだんだけど。

　いや、でも今日は仕方ないのだ。お金には代えられない大切な瞬間があるのだ！

「まあ……ハルがderellaデレラ大好きなのは知ってるし……今更驚かないけどね。ふーん、へー、これ自作？　すご……」

　手て毬まりはそう言いながら僕の部屋を隅々まで感心したように見渡す。

　ご紹介が少し遅れたけど有あり真さだ手て毬まり──前述のように僕の幼おさな馴な染じみである。

　胡桃くるみ染色がとても似合うミディアムヘアーで、僕もそんな艶つや々つやになりたいと思う程綺き麗れいな髪。それと、幼おさな馴な染じみなので敢あえてこれは言及するのだけど顔がめちゃくちゃいい。

　嫉しつ妬としますよ、僕もそんな顔の女の子に生まれたかったなぁ！　って。

　あと、何な故ぜか春休みで何も用事なんてなかっただろうに（僕の部屋を訪ねてくるくらいだし）小こ綺ぎ麗れいな格好をしていた。

　僕なんて滅め茶ちや苦く茶ちやジャージに法はつ被ぴなんだけど。

　それ程にあらゆる意味で身なりが整っている。

　僕のあげたオタク丸出し法はつ被ぴを羽織ってもちゃんと綺き麗れいだ。

　そして小さい。

　身長差が僕と20㎝程あるので本当に妹のような存在だった。

　というか──家族ぐるみの付き合い、否いな、家族同然の付き合いをしているので本当の妹のような存在。

　詳しく言及すると手て毬まりのプライバシーを侵害する可能性があるので手短に話すと、手て毬まりは父子家庭。父親の有あり真さだ光ひかるさんも仕事が忙しく、家にいないことが多かったので小さいときはよく一緒にご飯を食べたりして長い時間を共に過ごしていた。

　その関係は今も変わっていなくて、こうして自由に僕の部屋を訪れてくる手て毬まり。

　まあ、僕も手て毬まりには自由にして欲しいという兄的感覚でいるので、僕の部屋のベランダドアは常に鍵を開けっぱなしだ。

　しかし──今、この瞬間は違う。

　自由にして欲しいとは思っている。本当に思ってはいるのだけど、今の僕にはどうしてもやらなければいけないことがあるのだ。

「ところで。楽しくお喋しやべりしてしまったあとだけど、何か用事？　折角来てくれたのに悪いんだけど、僕は今から人生よりも大切な用事があるんだけど……」

　僕がそう切り出すと、手て毬まりは不思議そうに僕を見る。

「人生よりも大切な用事？　なにそれ、そんなものがこの世に存在するんだ……」

「ふっ。僕は自分の人生より人の人生を大切にしているからな」

　かっこつけて言ってみたけどderellaデレラの人生の１ページと言える新曲を聴きたいだけだった。

　まあ推しの新曲程大切なものはないからね。

「なるほど……？　まあ、あたしは大した用事ってわけじゃないし。じゃあ、ハルの用事が終わるまでここで待たせてもらおっかな」

「いや、それは構わないけど」

　自由にして欲しいとさっき言った手前というわけではないけど、それならどうぞご自由に、だ。

「え、でも僕、今から『たぶつき』の新曲を堪たん能のうしまくるから……本当に何もしてあげられないけど」

「……そうなんだ。じゃあ、あたしも一緒に堪たん能のうしようかな」

「お？　いいね！　ヒュー！　じゃあ今から『たぶつき』新曲鑑賞会だ!!　あ、サイリウム要る？」

「……それはいらない」

「まあ、僕も最初は正座して聴くけどね」

　言って僕は正座する。そしてスマホから『たぶつき』の新曲を流した。

　さすがに爆音にはしないけど。





＊　＊　＊






「って本当にずっと無視か───────!?」

　三時間程経過したところで手て毬まりがそう大声で叫んだ。

「てかずっと同じ曲聴いて飽きないの!?」

　と、さらに手て毬まりは声を張る。

　手て毬まりの声は無駄に大きい。加えて声が高く、俗にいう可か愛わいいアニメ声なので、普通にびっくりする。まあ、その大きな声は手て毬まりの一番いい所だと僕は思うけど。

　明るく元気なとてもいい声。

　手て毬まりは途中から新曲鑑賞会に飽きてしまったようで、僕のベッドの上でスマホを見ながらゴロゴロしていたが、さすがに業ごうを煮やしての所業だろう。

　僕はというと巨大ビーズクッションの上で寝ころびながら眼を閉じ（さすがにずっと正座はできませんでした！）、永遠と『たぶつき』の新曲をループしながら堪たん能のうしていたわけだが──まあ、さすがにこの放置プレイはやりすぎてしまったかなと反省する。

　もっと感想を言い合うとかすればよかったかな。

　いやいや、でもね。

「手て毬まりさん──飽きるわけないじゃないですか。神曲ですよ？　永遠に聴けます」

「ん……。ま、まあ、うん。いい曲だとあたしも思うけど……」

「ごめんごめん、僕が悪かったよ。新曲聴いたら、感想とか言い合いたいよね、わかるわかる。いや、僕もそうしたかったけど、あまりにも良すぎて聴き入っちゃってたよ」

　僕は流れる音楽を止め、ビーズクッションから起き上がり、手て毬まりを見つめる。

　同時に手て毬まりも身体からだを起こし、僕の方をみた。

「な、なによ」

「いやさ──滅め茶ちや苦く茶ちやいいじゃないですか、新曲」

「えっと、まあ、それは、うん」

　先程大声を出したからか手て毬まりの頰は紅潮していたので、僕が手て毬まりを褒めたみたいになってしまった。違う違う、僕が褒めたのはderellaデレラなので勘違いしちゃだめですよ!!

「その、ハル的にはどこがよかったの？」

「それなんですよ、手て毬まりさん」

　僕はよくぞ聴いてくれましたと言わんばかりに「いやね」と言って、一息つく。

　そして早口で捲まくし立てた。

「derellaデレラの声は本当にいい。クールなんだけど優しさに満みち溢あふれた声。今回の新曲にも滅め茶ちや苦く茶ちやマッチしてるよね。いや、今までの曲全部にマッチしまくってるんだけどさ。『たぶつき』の曲ってderellaデレラが歌うためだけに出来上がってるよね。カラオケで僕なんかが唄っちゃだめなんじゃ!?　っていつも思うよ。いや、好きだから唄うんだけど。で、まあ、今回の新曲もまさにそれだよね。derellaデレラのためだけの曲。作曲のhutハツトさんもわかってるよねー。春ソングと言えばしっとり聴かせる系が多いけど、いつも通りファンを熱くさせるノリのいい曲に仕上がってて。そしてやっぱり歌詞もいい。僕が今回すごくイイなと思ったのは春ソングだけど、桜とか直接的な表現を使わずに春をすごく感じる詩に仕上がってるわけ。あと四月のイメージがある春ソングは出会いと別れを彷ほう彿ふつさせがちだけど、それもなくて永遠の春をテーマにしてるこの歌詞を書いたderellaデレラ天才なんじゃないのだろうか。あとね──」

「ちょ、ちょっと待って───────!?」

「ん？」

「ど、どれくらい褒めれば気が済むわけ!?」

「いやいや、かなり興が乗ってきていたので小説にしたらあと10ページくらいは語れたけど」

「小説のページ数にすることで余計わかりづらいんだけど!?」

　それにそんなに一人で語ってたら読者離れるよと手て毬まりは言う。

　たしかに。

　僕としては１ページ分も語っていないと思うし、まだまだ語り足りない気持ちだったけど聞く人のことも考えなくちゃ。手て毬まりが僕の語りに妙にうまい相あい槌づちを打っていたから文字通り調子に乗ってしまった。

「まあ、僕の感想はまだ１％くらいしか語れてないけど、おおよそこんな感じ！　手て毬まりはどうだった!?　『たぶつき』の新曲!?」

「あれでまだ１％だったの!?」

「正確には０・８％って感じかな。それより手て毬まりはどう!?　どうどう!?」

　僕が眼めを輝かせて食い気味に問うと、手て毬まりは「こっわ！」と若干たじろいでいた。

「いや、えっと、うん──いい曲だな～って聴いてたよ。その……ハルみたいに熱く語れないけど、あたしも好きな曲。たくさんの人に聴いてもらいたいなって思った、かな」

　と、少し伏し目がちに答えてくれる手て毬まり。

　僕の感想の膨大さに感想を言い難にくくしちゃったかな？

　まあいい。僕は深く何度も頷うなずく。

「だよな～～～!!　わかるわかる。全人類に聴いて欲しいよな～～～！　今から全人類向けで放送されないかな」

「……それがYouTubeなんじゃ？」

　ご指摘通りだった。

　いやでも、全人類同時視聴とかしたいじゃん～～～!!

「来ないかな、宇宙からの敵とか。そしてこの『たぶつき』の新曲を全人類で唄うことによって伝説の力が発動して敵をやっつけるとかになればいいのに。そしたら全人類聴くよ」

「発想が恐ろしいんだけど!?」

　まあでも──と、手て毬まりは続ける。

「そんな歌になればたぶんderellaデレラも本望だろうね」

　僕のとんでも発言に手て毬まりは笑顔で答えてくれた。

　理解のある幼おさな馴な染じみで嬉うれしくなる。また調子があがってきた。

「しかし今回の曲、歌詞も曲も勿もち論ろん最高だけど、それに完璧にマッチしているタイトルがいいよな～～～！」

　僕がそう言うと手て毬まりがぴくっと反応した。

　おやおや？　その反応は？

「……タイトル、うん、いいよね。あたしも好き」

　僕にっこり。ちゃんと手て毬まりもタイトルの良さに気付いていたわけだな。

　でも、言いそびれていたと。ういやつういやつ。

「僕は永遠の春って想像もつかなかったんだけど、なるほどって感じでderellaデレラの世界観にすごく入り込めたよ。これが永遠の春なのかってね。いや、永遠の春、春はるは永ながく──」

　と、僕はそこまで言ってようやく気が付いた。

　あまりにも歌詞に真剣オタクになっていたのでタイトルの一番の良さに気付くのが遅れていた。なんてことだ。大失態！　万死に値するレベル！

　いや、でも、まって。そんなことあるだろうか？

　偶然に違いない。偶然なんだけど──

「いやいやいやいやいや!?　このタイトル、僕じゃん!!」

　自分でも意味不明なことを言っていると思ったが、それしか言いようがなかった。

　なので、もう一回言っちゃお。僕じゃん!?

「あー。ホントだね。『春はるは永ながく。』──漢字が春はる永ながだね」

「うぉぉぉぉぉぉ!?　マジか!?　え!?　ライブとかで『じゃあ『春はるは永ながく。』略して春はる永なが歌います！』とかって言っちゃったりする!?」

「なんで略すの!?」

　そんな歌手見たことないわ、と手て毬まりは呆あきれた。

　僕も見たことないし、さすがにそれはないと思ったけど。

「じゃあ『春はるは永ながく。』春はる永ながくんと歌いますってなるかな!?」

「特定の個人といきなり歌いはじめると思ってるの!?」

　元気に全部ツッコミを入れてくれる手て毬まり。別に僕はボケたつもりはないのだけど……全部本気なんだな、これが!!

「本気の方が怖いんだけど」

「僕の心を読まないで」

「いや……顔を見たら何を考えてるのかくらいは察しがつく」

「うぐぅ……」

　まあ、幼おさな馴な染じみだしね。

　僕もまあ手て毬まりのことは大体理解しているつもりだ。

「いやでも、これ……私信じゃない……？　私信すぎない？　僕、自分の名前が春はる永ながで本当によかったと生まれてきて初めて思ったよ」

　ありがとう、お父さんお母さん。

　一生この名前を誇っていくね。

「ま、あたしもハルの名前、すごくいい名前だと思うよ。よかったね、春はる永ながくん♪」

　と、手て毬まりはおどけたように言う。

　この場合きっと揶揄からかわれているのだろうが、今の僕は無敵だった。もっとその名前で呼んで欲しい。

　いや？　僕は妙案を思いつく。

「手て毬まり、悪いんだけど、今後僕のことは『春はるは永ながく』と呼んでくれ」

「なんでハルがそっちに寄るの!?」

　呼ぶかーっ！　と、拒否られた。

　ダメか。そうか。

　まあ、僕はハルと呼ばれるのも好きなのでそれはいいということにしよう。

　自分の名前はお気に入り。

「しかしでも、こんな私信貰もらっちゃったらもっと好きになっちゃうよな……」

「私信ではない──と思うけど」

「はあ……。この感謝の意を一度でいいから直接逢あって伝えたいよ。derellaデレラに逢あえないものかなぁ……」

「……逢あえるわけないじゃん」

　手て毬まりは小さく溜ため息いきを吐つく。

　僕も嘆息。

　そうなんだよな……derellaデレラは顔出ししてないし。

　顔もわからないなら逢あえる確率は──０に近いだろう。

　でも逢あいたいよなぁ……僕が心の中でそう願ったとき、また爆音でTwitterの通知音がポンポンと鳴る。

　僕はまたも即時にスマホを手に取り、即リツイートといいねを押してからツイートの中身を確認した。




　たぶつき【公式】@tabu_tuki《緊急告知！　５月10日に『たぶん、きっと、月の下』初配信ライブが決定!!　詳細は→tabu_tuki.com/》

　たぶつき【公式】@tabu_tuki《新曲『春はるは永ながく。』はどうですか？　好きになってくれたら嬉うれしいです！　そして配信ライブが決定しました!!　やったー！　よかったら遊びに来てくださいね♡（derellaデレラ）》




　？？？

　????????????

　死んだ。




　噓うそ、死なない！　絶対死なない!!

「ぎゃああああああああああああああああああああああああ!!　でれ、でれえええええええ！」

　と、僕が突然立ち上がって発狂していると手て毬まりがビクっと驚いていた。

「な、何!?　どうしたの……？」

「て、て、て、手て毬まりさん……逢あえる……逢あえるぅぅぅうう！」

　はあはあと息の荒い僕。

　動どう悸きが、心臓が──そんな僕を見て手て毬まりは少し心配そうに言う。

「……え、大丈夫？　えっと、逢あえる？」

「た、た、た、た、たぶ、たぶ、たぶつきが配信ライブするんだって……………………」

「急にテンション下げないで!?　でも、そうなんだ、よかったね」

「うん……生きててよかった…………」

　ついには涙を流す僕。

　非常にテンションがおかしい。

「え!?　泣かないで!?　うん……そこまで喜んでくれる人がいたら、たぶん、たぶつきの人も嬉うれしいと思うよ……？」

「そうかな……？　この今の気持ちをderellaデレラに届けたいよ……」

「あはは、届いたらいいね。その……ハルも一人で喜び嚙かみしめたいだろうし、そろそろあたしは帰ろうかな。ハルの面白い感想も聞けて楽しかったよ。あ、法はつ被ぴありがと。貰もらってくね。じゃあね」

「え、あ、おう」

　僕の感情が忙しくなっている間に、手て毬まりはベッドから降りて手をふりふりしながらベランダから帰っていった。

　というか、あれ？　何か用事があったんじゃなかったのだろうか？

　まあ大した用事じゃないって言ってたし、何かあればまた来るだろう。

　家、横だし。

　それに法はつ被ぴも気に入ってくれたようでなによりだ。

　ともあれ、『たぶつき』の新曲はマジでよかった。

　そして初配信ライブの決定。これで感情がおかしくならない方がおかしいと僕は思う。

　配信ライブ──か。

　勿もち論ろん現地ライブを所望しているけど、derellaデレラは顔出ししないを公言してるし配信になるのは仕方ないのだけど、どんなライブになるのだろうか？

　まあ、今はライブがある──それだけに感謝。

　次の５月10日。

　人生で一番大切な日になると僕は確信する。

　カレンダーの花丸に僕は初ライブと書き足す。

　ふむ。僕の中で５月10日と言えばずっと手て毬まりの誕生日だったので、カレンダーにはもう書くことがなくなったのだが、偶然にも色々重なってしまったな。

　もうこの日、世界平和デーとかにならないかな？

　これはどっちも盛大にお祝いしなきゃな。

　それにしてもライブかあ（まだ思いを馳はせたいのだ！）。

　すでに結構な人気になりつつある『たぶつき』だけど、もっと羽ばたいて欲しい……いや、でもこれ以上人気になると──なんて葛かつ藤とうも生まれたりする。

　まあ！

　それでも変わらないのは僕の好き、否、大好きという気持ちだけ。

　新曲の私信もあったし。

　いや、別に私信じゃなくてもいい。

　さすがに私信だと僕も本気で思ってるわけではない。いや、噓うそです、私信であってくれ！　とは本気で思ってるけど。

　それでもこの新曲は本当に好きな曲だった。新曲、毎回神しん曲きよくだ。

　今日手て毬まりが一緒に居たからさすがに泣かなかったけど（ライブ告知は不意打ちだからノーカンで！）、一人で聴いていたら確実にまた泣いてしまっていただろう。

　…………。

「うん。泣いちゃうか」

　僕は一人そう呟つぶやいて、もう一度スマホから新曲『春はるは永ながく。』を流した。




　当然。

　ボロ泣きしてしまった。
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　あたしは自室に戻ってすぐベッドに飛び込み、枕に顔を埋うずめて無駄に足をバタつかせた。

「ぁぁぁぁぁぁああああああ」

　と、声にならない声をあげてしまう。

　バッと顔をあげ、ベッドに置いてあった手鏡で自分の顔を確認する。

　メイクよし、ばっちりだ──じゃなくて。

　ニヤけてなかったか!?　嬉うれしすぎて泣いてないか!?

　手で頰をぺちぺち叩たたいてみる。眼めも赤くなっていないか確認する。

　う、うん……大丈夫かな……？

　なんとか堪こらえたと思うけど、さすがにあそこまでベタ褒めされると我慢しようとしていても、どうしても顔が緩んでしまう。

　それにあたしの意図にも気付いてくれたようだし。

　気付いてくれなくてもよかったけど、気付いてくれたらやっぱり嬉うれしい。

　そう──あれは私信だ。

　というか。

「はぁぁぁあああ」

　あたしは深く息をつく。

　逢いたいとか無茶言わないで欲しい。

　だってderellaデレラは──あたし、有あり真さだ手て毬まりなのだから。

　derellaデレラの正体は誰にも言えない。そういう魔法を魔法使い──じゃなくてパパからかけてもらった。だからderellaデレラというわけでもないけど。

　名付けはあたしだけど、単純に元々シンデレラが好きだったというのもある。勿もち論ろん、魔法をかけてもらったから──本当のシンデレラにはまだなれない、シン・デレラじゃない。

　だからderellaデレラという意味もある（そもそも正体をばらしちゃいけないのはシンデレラのお話じゃない）。

　ちょっとメルヘンチックに言ってしまったけど、単純にそういう契約なのだ。

　あたしが未成年だということもあるし、流は行やりだというのもある。あたし自身がそう望んだということもある（あたしなんかが顔を出して唄うのは恥ずかしいので……）。

　誰にも言ってはいけない秘密。

　あたしと、パパだけが知る秘密だ（厳密には業界の人はたくさん知ってはいるけど）。

　そしてもう一つ大きな秘密がある。

　これは誰にも言っていない、あたしだけの秘密。

「ああ、もう……」

　と、あたしはもう一度顔を枕に埋めた。




　ハルにいっぱい褒められてめっちゃ嬉うれしかった……。




　まさかあんなに褒められるとは思ってもみなかった。

　ハルのことだから、すぐに聴いて感想でも言ってくれるかなと期待して部屋を訪ねちゃったりしたわけだけど（あたしの大したことない、けど大切な用事はこれだった）、予想以上の熱量にびっくりしてしまった。

　あと、泣くとは思わなかった。

　正直焦あせった。

　ライブ告知も、予約投稿にしてハルが喜んでくれる姿を見てみたいなという軽い気持ちだったのだけど、まさか泣いて喜んでくれるとは……！

　ライブの日を自分の一番大事な日にしたのはあたしのちょっとした我わが儘ままでもあるのだけど、ハルのおかげで素直にライブ頑張ろうと思えたし、絶対いいライブにしたいなと思う！

　最高のライブができたら、また、ハルも褒めてくれるかな……？

　そのあと、ハルがお誕生日を祝ってくれて、いつもみたいにハルの『ハッピーバースデー』を聴けたら──それがあたしの一番の誕生日プレゼントになる。

　…………。

　プレゼントで思い出したけど、最初の法はつ被ぴプレゼントからの放置プレイはさすがに予想外すぎだった！

　思い出して、あたしはふふっと笑う。

　あの時はツッコまずにはいられなかったけど。

　あたしは未まだ羽織っていた法はつ被ぴを脱ぎ、ぎゅっと抱きしめた。

　えへへ、法はつ被ぴ。お揃そろいだって。ハッピーだね。

　なんてまた顔が緩んでしまった。

　一人だから許されるけど、傍はたからみたらかなりヤバい人間じゃないか、あたし。

　そうです……これがあたしのもう一つの大きな秘密。

　お察しの通り、片思いの相手──あたしはハルのことが好きだ。

　うそ、大好きだ。

　好きの位がどのくらいかと言えばハルがderellaデレラを好きでいるのと同じくらい好きだと思う。

　いや、負けてないと思う。

　それに年数が、年季が違う。

　ハルなんてderellaデレラを好きになってたぶんまだ１年ちょっとだ。

　あたしは、あたしの恋はもう10年は続いてるんだから。

　ハルの好き度が１００ならあたしは１００×10で１０００だ！

　そういう意味では絶対あたしの方が好き度は高いはずだ！

　って……あたしはなにを張り合ってるんだ……。

　ま、まあ、それくらいあたしはハルのことが好き！

　いつから好きだったのかはっきりと思い出せないくらいずっとこの思いは続いている。

　最初は本当に優しいお兄ちゃんのように思っていた。

　ハルは本当に優しいお兄ちゃんだった。

　あたしの家庭はちょっと複雑で（今時よくある話だろうけど。母が不倫をしてパパと離婚した。それだけの話ではある）小さい時はずっとハルの家──星せい地ち家にお世話になっていた。

　ハルのご両親も本当に優しくて、あたしを家族同然に迎え入れてくれた。

　いや、たぶん家族以上にあたしを受け入れてくれていた。

　無論、パパがあたしを放置していた瞬間は一度もない。

　母も──最後以外はあたしを捨ててはいなかったと思う。そう思いたいのか、昔のことだから忘れてるのか、よくわからないけど。

　そういう事情があったにせよ、いや、おそらくなかったにせよ星せい地ち家はあたしを家族の一人として見てくれていた。

　ハルもずっとそうだった。

　だから最初は幼おさな馴な染じみというより本当にお兄ちゃんだと思っていた。

　思っていたのだけど。

　もうホント……いつからか好きになってしまっていたんだ。

　その思いは強くなるばかり。

　でも。

　でもだ。

　あたしはこんなにハルのことが好きなのに──ハルのことが大好きだっていうのに!!

「はぁぁあああ」

　また深い溜ため息いきが出てしまう。

　そうです。

　何な故ぜかハルは──derellaデレラを好きになっていた。

　いや、ホント何な故ぜだ……。

　最初それを知った時、卒倒しそうになった。

　嬉うれしいという気持ちもあったけど、それ以上にあらゆる意味で驚きしかなかった。

　勿もち論ろんあたしは何も言ってないし、あたしだと絶対バレないように動いている。

　だから、何も知らないはずなのに──いつの間にかderellaデレラに出会ってderellaデレラを好きになっていた。

　ハルが『たぶつき』のことを早い段階で知っていたことにも驚いたけど（ハルの言動から興味を持ったのは本当に偶然。偶然怖すぎる！　神様はあたしのこと嫌いなんじゃない？　嬉うれしかったけど……！）自分の好きな人がいつの間にかファンを超えて、ガチ恋勢になっていたことにも、だ。

　喜んでいいのか、悲しんでいいのか本当に謎だ。

　だって──derellaデレラは本当のあたしじゃないから。

　derellaデレラはderellaデレラで、偶像なのだ。

　この世にいるけど、この世にはいない。

　あたしであって──あたしじゃない。

　勿もち論ろん言う気はない。

　絶対ない。

　約束や契約というよりも、これはあたしの問題でもある。

　あたしは──ハルにあたしを好きになってほしいからだ。

「はあ……」

　自然と溜ため息いきが出てしまう。漏れてしまう。

　謎の三角関係だ。

　ハルが好きなあたし。

　derellaデレラが好きなハル。

　あたしはderellaデレラ。




　もうホントに……どうしてこんなことになっちゃったんだろう……。




　でも頑張る!!

　絶対にハルに──有真手毬を好きになってもらうんだから。
















「えぇー！　ホント別によかったのに！　あっ、あそこのケーキ屋だ!!　何かな何かなー♪　ケーキ屋の♪　ケーキは何かな♪　あ、プリンだぁ!!　しかもお高いデザートプリンのやつぅ！　更に２個とも!?　めっちゃ嬉うれしい、ありがとぉー♪　今日と明日に分けて楽しむねっ」

　とても幸せそうな笑顔の由ゆ羽う希きさん。

　僕はホっと一安心する。

『たぶつき』新曲発表＆ライブ告知から２日後──つまりは４月４日。

　わざわざ『たぶつき』新曲発表＆ライブ告知の２日後と強調したのはわざとである。どうしても強調したかったのだ……新曲が嬉うれしすぎて!!　ライブ告知が嬉うれしすぎて!!

　ん～！　derellaデレラ好き!!

　閑話休題。

　一昨日バイトを急きゆう遽きよ代わってもらったお礼に何かと思い、バイトに入る前、僕はデザートを買って由ゆ羽う希きさんにお渡ししたのだが、予想外に喜んで貰もらえたようだった。

　僕としては１０００円そこらで一昨日のバイトを代わって貰もらえるなら願ったり叶かなったりである。

　スイパラ２回分くらいなら余裕でご馳ち走そうしたいくらいだったのだが、優しい由ゆ羽う希きさんにお礼を申し出た所「別にいらないよー」と言われたので、せめてものお礼という形で勝手に買っていったのだが、喜んで貰もらえたのなら本当によかった。

　それ程に一昨日のバイト代打は僕にとってありがたかったのだ。

「やっぱり今食べよ♪　いただきま～す」

　由ゆ羽う希きさんは自由だった。

　一応バイト中なんだけど……。まあ、幸せそうに食べているので僕は何も言えない。

　今はお客さんもあまりいないし……僕が動けば大丈夫だろう。

　マスターにさえ見つからなければ──否いな、見つかっても大丈夫だけど。

　僕のバイト先『喫茶ヤギヒツジ』は小さな喫茶店である。

　家の近所にあるお店なのだが、僕は小さい頃からここでの食事が大好きで（オムライスがめちゃくちゃ美お味いしいのだ!!）よく家族で訪れていた場所だった。

　昔はマスターとマスターの奥さんと二人で経営していたのだけど、マスターの奥さんが働けなくなってしまい、その枠に由ゆ羽う希きさんと僕ともう一人、釜かまの倉くらさんというおばさん（僕はあまり接点がない。朝のホールを担当してくれている人なので）が入って回している。

　基本はマスターともう一人という体制でお昼以降は僕と由ゆ羽う希きさんが交代勤務なのだが、本日は土曜日。ちなみに金曜日が定休日。

　実は土日になると時間帯にもよるが人がそこそこ来るお店なので、こうして僕と由ゆ羽う希きさんと二人でホールと補助。マスターが料理全般を担当するという感じになっている。

　しかし、今日は土曜日だけど雨。

　雨の日は暇だった。

　厨ちゆう房ぼうを見ればマスターもすっかり休憩モード。……お歳としだしね。ゆっくりして欲しい。

　というわけで、僕もタイムカードを押して早々に暇になってしまったわけだが。

「ふんごふんほふんご？」

「いやいや、プリン食べ終わってから話してくださいよ。てか、もう一つも由ゆ羽う希きさんのですって」

「んぐ。……めっちゃ私の言ったことわかってるじゃん！　すごいなハル君」

「……まあ、１年くらい一緒にいたら由ゆ羽う希きさんが言いそうなことくらい大体わかりますよ」

「はえー、ふんごらはんごらふんごら？」

「そうなんですderellaデレラと結婚するのは僕です!!」

「ふんごふんごふんごふんごーっ！」

　ゴリラ語かな？

　そんなこと聞いてないわ！　って言ったのはわかったけど。

　まあ、由ゆ羽う希きさんは人を揶揄からかうのが趣味なところもあるので、適当に受け流す。

　由ゆ羽う希きさん──由ゆ羽う希き羽は子ごさんは３歳年上の私立鳥とり追おい大学の１年生。

　小豆色が特徴的なショートボブ。

　性格は見ての通り自由で人当たりがよく、この喫茶店の人気者だ──特に男性客に。

　というのも由ゆ羽う希きさん、有り体に言えば美人だし、何より俗っぽい言い回しになるが爆乳である。しかもそのたわわボディを見せびらかすように常に胸元を開けているので男性のリピート客がめちゃくちゃ多いのだった。

　おそらく、由ゆ羽う希きさん目当てで来るお客さんのおかげで経営が成り立っている気がする。

　知らないけど。

　僕自身も眼のやり場に困るので一度指摘したことがあるのだが「ふっ。私は何も恥ずかしくないからね。大体谷間見られて恥ずかしいかい？　水着着れんだろ？　私の谷間を見てみんなが元気になるのなら私はいくらでも谷間を見せよう。寧むしろ見せていると言っていい！　元気になって。なんならハル君には全貌を見せてもいいよ」と言われたので、僕は「derellaデレラ以外に興味ありません！」と断った。

　性欲皆無かよと言われてしまいがちな昨今だけど、面と向かって「おっぱい見せるよ！」なんて実際言われた日には本気で引くと覚えておいて欲しい。

　というかderellaデレラにもし僕が誘惑に負けた人間だと知られたら絶対嫌われるじゃんという思考が先に来たのは事実だ。

　まあ、derellaデレラに知られることは絶対ないんだけど……。

　そういう感じで冗談も言い合えるし、気が合うので由ゆ羽う希きさんとはバイト仲間として結構仲良しだったりするのだ。

「そうそうderellaデレラだよ。derellaデレラちゃん。ハル君が休んだ日、『たぶつき』の新曲とライブ発表してたんじゃーん！　そりゃハル君なら休むよね～」

　と、由ゆ羽う希きさんはいつの間にかプリンを完食して口を開いた。

　僕はすぐに食いつく。

「いやぁ、聴きました!?　新曲!?」

「うん、聴いた聴いた。よかったねぇ」

「神でしたっ!!」

　僕がキメ顔をする理由は一つもなかったけど、僕はキメ顔でそう断言した。

　本当は熱く存分に語り合いたいところだが、先日の失敗もあるし、何より一応バイト中なので語るのは後日にしようと思い、その一言だけで終わらせる。

　そう──仲がいい理由のもう一つ。

　数少ない、僕の理解者でもあるのだ。

　由ゆ羽う希きさんは特段『たぶつき』のファンというわけではないのだが、音楽が好きでフェスなどによく参戦しているらしい。

　広く浅く色々なアーティストを知っていて『たぶつき』も気になってはいるらしいので僕の話をよく聞いてくれる。

「『春はるは永ながく。』ってタイトルもめっちゃよくないですか!?　聞いてくださいよ、略すと僕なんですけど。私信かと思っちゃいました」

　それを聞いた由ゆ羽う希きさんがお腹なかを押さえるほどに爆笑した。

「あははははは、ホントだ!!　草生える！　いや、でもそれを私信と思うハルくんヤバいわ。うん、面白い！　さすが一番のファンを名乗るだけはあるねぇ。普通そこまで言えないよ」

「僕が絶対一番のファンなので！　それに一番のファンを名乗るのは無料ですからね!!」

　みんなも推しの一番のファン名乗ってけ～!!

　それがモチベーションにもなったりするのだ。

　どうも、derellaデレラのNo.1ファンは僕です。

「私もそこまでハマれる人がいたらいいんだけど、結局広く浅くになっちゃうんだよなぁ」

「……う～ん、それはそれでいいと思いますけどね。推しとはまた違うと思いますし。色々なアーティストをちゃんと好きってことですし。僕は推し以外が人気だったりしたら無駄に嫉しつ妬ととかしちゃいますもん。derellaデレラの方がええわい！　とかすぐ思っちゃいます」

「へぇ～そうなんだ。それはたしかに大変だね」

　ふむふむ、と軽く頷うなずく由ゆ羽う希きさん。

「あ～、でもそうか。他チームにいい選手が居てもて囃はやされてるとき、ウチの球団にもええ選手いっぱいおるわい！　って私も思うもんね。そういうことか」

「きっとそんな感じです!!」

　……元気よく返したものの、その感覚は僕にはあまりわからなかったが。

　由ゆ羽う希きさんは大の虎党なのだ。

　そういう所も男性客に人気がある理由だったりする。

「なるほどなるほど。まあ、たしかに私信だって思うのもわかる気がしてきたよ。私も応援してる選手が『俺、羽は子ごマニアなんですよね』とか言ってたら『お、私か？』って思うかもしれないもん」

「でしょ!?　いや～さすが由ゆ羽う希きさん、わかってくださる！」

「まぁそんな経験は一度もないし、そんな経験があれば私も『羽は子ご』って名前ちょっとは好きになれたかもしれないけどね」

「……僕はめちゃくちゃ可か愛わいい名前だと思いますけどね」

「あはは、ありがと。ごめんごめん、悪い癖で卑屈になっちゃった。気を使わせちゃったね」

「いえ、由ゆ羽う希きさんって名前も綺き麗れいですが、『羽は子ご』さんも僕は本当に好きですよ」

　と、僕はフォローする。

　由ゆ羽う希きさんが自分の名前を好きじゃない理由は聞いているから（だから僕は由ゆ羽う希きさんと呼んでいる）これ以上は掘り下げにくいけど、個人的には本当に綺き麗れいな名前だと思っているので。

　でも、名前というのは難しい。

　先日僕が親に感謝したように、それが無理だという人はいる。それがたとえ親からの初めてのプレゼントだとしても。たとえ名付けにどんな理由があるとはいえ。

　少し話が重くなりそうだったので僕は話題を変えた。

「ところで由ゆ羽う希きさんって推しに逢あいに行ったりします？」

「んん？　ああ、観戦とかじゃなくて直接ってことかにゃん？」

　由ゆ羽う希きさんは僕が空気を換えようとしたのをちゃんと察知したらしく、無駄に茶目っ気たっぷりに猫の仕草までしてそう言った。

　僕はそれに──合わせる!!

「そうにゃん。私信のこともあって僕はこの気持ちを直接伝えたいと思うようになってしまったにゃん……だからどうにか逢あえないかな～って思ってるにゃん」

「あ～。にゃるほどね。私はバンドも個人を推すって感じじゃにゃいし、選手も誰か一人を応援してるってタイプじゃにゃいからサイン会とか握手会って言ったことないにゃ～。ってかderellaデレラちゃんって顔出しＮＧにゃんよねぇ」

　にゃんよねぇって。大分怪しい猫語ですにゃ～！

　しかし由ゆ羽う希きさんは、自分でも怪しいと思っているからだろう──半笑いで怪しい猫語を続ける。

「まにゃあ、そういう人は業界の人とにゃんとか友達ににゃって、紹介とかしてもらうしかないにゃんよな～」

　にゃんてやり取り──失礼、なんてやり取りをしているといつの間にかお客さんが来ているようだった。「あの～～～！」と店の入り口から大きい声がする。

　完全に職務放棄をしていた。

　慌てて僕が「すみません、いらっしゃいませ」と応対に入る。

　と、そこに居たのは。

「ここ猫カフェになったんですか？　それとも猫メイド喫茶？　猫耳しなくて大丈夫？」

　満面の笑みの手て毬まりだった。

　手て毬まりも僕と同じく近所だということでよくこのお店に訪れる常連客の一人。昔は家族と手て毬まりと一緒に本当によく来ていた。

　というか。

　滅め茶ちや苦く茶ちや聞かれていた。

　この笑顔も別に喜んでいるわけではないことは自明の理……ここは謝罪一択！　こういうときの手て毬まりは執しつ拗ように責めてくるので解決はいち早くがベスト！

「ごめんごめん……その、デザート一品奢おごるので怒らないでください」

「え？　別に怒ってなかったよ。なんか猫語で喋しやべってる変な店員さんだなぁって思ってただけだし。でもそういうことならラッキー♪　優しい店員さんありがと」

「はいはい……じゃあ空いてる席にどうぞ」

　僕がそう案内すると手て毬まりはカウンター席に座った。

　……。

　まじか。

　別に今日はたくさん空いているのでどこに座ろうと問題ないけど、手て毬まりにはいつも座るお決まりのテーブル席がある。

　何な故ぜ今日に限ってカウンター席に……。

　眼の前じゃん。

「えっと、そこでいいのですか？」

「なにか問題でも？　空いてる席にどうぞって言ったじゃん」

　僕の疑問に手て毬まりは頰を膨らまし不服そうに答える。

　やっぱりまだお怒りなのかもしれない……。

「いや、いつもの席が空いてるのにそこに座ったから……」

「今日はここでお喋しやべりの店員さんとあたしもお喋しやべりしようかな～って」

「ふむ」

　なるほど。

　このお店はアットホームが売りなので（ホントだよ）店員とお客さんのお喋しやべりは基本禁止されていない（ホントだよ）。マスターはシャイだから表にあまり出てこないけど昔からそういうお店だった。裏では隠れメイド喫茶（由ゆ羽う希きさんがいる日限定）と呼ばれているくらいだし。

　なので、そういうことなら丁度いい。

「そういうことね。僕も手て毬まりが美お味いしそうに食べている姿を見るのが好きだから、僕としてもありがたいよ」

「な!?　別にいつも普通に食べてるでしょ!?」

　手て毬まりは顔を真っ赤にして照れた。

　手て毬まりはわりと照れ屋さんなところがある。

　別に照れさせるつもりはなかったけど、手て毬まりの照れ顔を見られて僕の気分がよくなった。このまま「照れてる照れてる」とイジリたいところだが怒られそうなのでそれは止めておく。

　代わりに事実陳列罪で訴えられるかもしれないけど、僕は更に面白い事実を告げた。

「うん。いつも美お味いしそうに食べてるよ。マスターも手て毬まりの食べっぷりは昔からお気に入りって言ってたし！　マスターも手て毬まりの食べてる姿だけは確認するって!!」

「ふぇ!?　う、う、あ～～～オムライスオムライス！　あとデザートも忘れないでね!!」

「かしこまりました」

　拗すねた手て毬まりに笑顔でそう返し、僕は放棄していた職務を全うするためオーダーを通す。

　オムライスなどの軽食は基本マスターが全部担当するので、あとは特にやることがない。

　これでお給料貰もらって大丈夫かと思うこともあるけど、お店がやっていけているのでまあ大丈夫なんだろうと思うように僕はしている。

　そのうち色々任せられるかもしれないしね。

「ずっと気になってたんだけど、ハル君がシフト入ってるときにわりと来るよね？　もしかして彼女ちゃん？」

　と、突然由ゆ羽う希きさんがニヤニヤしながら僕に話し掛けてきた。

　……揶揄からかう気満々だ。

「いやいや、違いますって」

　同意を求めるよう手て毬まりの方を見れば、めちゃくちゃ不機嫌そうな顔をしている。

　…………。

　いや、不満になるところあったか!?

　いつぞや僕と一緒に買い物に行ったとき店員さんに「彼氏さんですか？」って聞かれて「ち、違いますっ！」ってすぐ否定してたのに!?

「ありゃりゃ？　違う感じかな？　なんかすごい仲良しそうだし……あ、妹さん？」

　実際僕の中では大切な妹という気持ちが強いし「そうですね」と肯定しようとした。

　瞬間、僕の脳内に溢あふれ出だした存在する記憶。

　中学生になってすぐの頃──「ハルって妹と仲良いよな。俺んとこはめちゃくちゃ仲悪いから羨うらやましいわ」「ん？　まあ、そうかな。可か愛わいい妹だし」「誰が可か愛わいい妹じゃー！　あたしをそんな扱いするなーっ！」「いや、えぇ!?　姉か!?」「……ハルのアホゥ！」という会話。

　小学生の時──「もうこれからはずっと家族だから」と手て毬まりと約束した記憶。

　この間、０・01秒！

　僕は肯定せず──

「手て毬まりとは永遠の家族です」

　パチコーンと僕は答えた。

　どうやら正解だったようで（？）手て毬まりは口に含んでいた水を噴き出していた。ギャグ漫画くらいでしかみないことしてるな、僕の幼おさな馴な染じみ。

　手て毬まりはまだケホケホとむせている。大丈夫かな？

「なによそれ!?」

「なによそれも言葉通りだよ。約束したじゃん」

「う……それはその……」

「まあ、妹みたいなものです」

「……すぐ妹扱いする」

「いやいや、絶対姉じゃないでしょ」

　僕がそう言うと由ゆ羽う希きさんは「ふむむ？」と言いながら小首を傾かしげ、考えるようなポーズを見せる。

　流石さすがに伝わりづらかったかな？

「いや、幼おさな馴な染じみなんですよ。家が横で」

「幼おさな馴な染じみ！　実在したんだ!!　私は伝説の存在か何かかと思ってたよ」

　由ゆ羽う希きさんは「まあ！」と驚嘆していた。

　たしかに。

　僕は現に幼おさな馴な染じみがいるので何とも言えないけど、幼おさな馴な染じみがいるんですよって言ってる人に実際僕も会ったことがないので否定もできない。

　僕と手て毬まりが伝説の生き証人なのかもしれないな！

「ふむふむ、なるほどね。手て毬まりちゃん。手て毬まりちゃんは幼おさな馴な染じみ。ふむふむ」

　と、ようやく由ゆ羽う希きさんは僕たちのことを理解したらしく何度か頷うなずき、僕を見てにやりと笑う。しかし僕には何も言わずカウンターから出て「手て毬まりちゃん、私のことは気軽に由ゆ羽う希きって呼んで頂ちよう戴だいね」と微ほほ笑えみながら挨拶し、手て毬まりが噴き出してしまった水の代わりを届けていた。

　おっと、それは僕の仕事なのに。

　なんて思っていると、由ゆ羽う希きさんが何やら僕には聞こえないように手て毬まりに耳打ちをしていた。

　…………。

　え、いきなり何……怖い。

　僕に聞こえないよう、一体何の話を……。

　様子を見ていると、手て毬まりがやたらあたふたしているくらいでどんな会話をしているのか全く想像がつかないのだけど……。

　さすがに聞き耳を立てるのはダメだろうし、何の話ですかと横よこ槍やりを入れるのも野や暮ぼだろうし。

　それと、由ゆ羽う希きさんが僕の方をちらちら見ては何度もウインクしてくるのがめちゃくちゃ気になる……。

「ということだから♪」

「はぅ……あ、ありがとうございます……！」

　手て毬まりが何な故ぜか由ゆ羽う希きさんにお礼を言っていた。

　そこだけははっきりと聞こえたけど──一体なんの話で手て毬まりはお礼することになったんだ!?

　以前から店員と客ということで面識はあれど、ほぼ初対面みたいなものなのに!?

　テーブルを綺き麗れいにしたお礼か!?　それとも水を持って行ったことか!?　それなら僕がやって手て毬まりに僕がお礼をしてもらいたかったな!?

　違うだろうけど。

「へっへっへ。手て毬まりちゃん可か愛わいいから友達になってきたぜ。ＬＩＮＥも交換したぜ」

　カウンターの中に戻ってきた由ゆ羽う希きさんが嬉うれしそうに、そう僕に告げた。

　本当にここ、メイド喫茶みたいだな……。自由な職場だ。

　普通は店員と客の立場が逆だろうけど。

「なんの話してたんですか？」

　気になるし、話の流れとしても問題なさそうだったので聞いてみる。

「私が胸元を何な故ぜ開けてるかの話だよ♪」

「たしかに説明してあげた方がいい話ですね!!」

　いやでも、手て毬まりはそれを聞いてありがたかったのかな……？

　絶対違うと思うけど……。

「うそうそ。でも説明しとこうかな♪　手て毬まりちゃん、ということで私の胸たくさん見て？」

「なんでですか!?」

　手て毬まりが急に（しかも雑に）由ゆ羽う希きさんから話を振られて引き気味に驚いていた。

「いやぁ胸大きいとさ、どうしても視線感じるでしょ？　隠してても隠してなくても。もうそれなら逆に１回見といてもらおうと。こういうのって１回見たら満足しちゃうもんなんだよね。あぁ、あの子の胸１回見たわって。もうええわって。手て毬まりちゃんも大きいし、そういうのわからない？」

「ぜ、全然わかりませんが!?」

　言って手て毬まりは恥ずかしそうに両手で胸を隠す。

　そうなのだ。

　幼おさな馴な染じみということもあり、ずっと見てきた（語弊があるけどずっと一緒にいたという意味だよ。ずっと手て毬まりの胸を見てきたとかそういう変態みたいな話ではないです）ので特別に感じたことはないけど、手て毬まりも視線を集める方に属するだろう。

　幼おさな馴な染じみゆえ、言及するのも変なのでこれは言及を避けていたが。

　そういう意味ではなるほど──由ゆ羽う希きさんの言う１回見たら満足するだろ理論はわからなくもなかった。いやまあ、僕が手て毬まりの裸を見たのは８歳くらいの時に遡るけど（当たり前だがその時は小さかった）。

　それに、由ゆ羽う希きさんの胸も実際見慣れてしまっているし（再度語弊があるけど見てはない）、由ゆ羽う希きさん理論は正しいのかもしれない。

「というわけで、ほら、触って！　柔らかいよ、ぷにぷにだよ。触るとサービスするよ？」

「めちゃくちゃ怖いんですがーっ!?　触るとサービス料とか取るタイプのお店!?」

　女子同士がイチャイチャしていた。

　今まで知らなかったけど由ゆ羽う希きさん、女の子にセクハラをするタイプの人間だったようだ。

「ふふ、私はおっぱいを触ってなんて一言も言ってないよ。ほら、私の眼球触って」

「猟奇的ーっ!?　もっと怖いんですが!?」

「おっきくて柔らかいよ？　さあ両手で揉もみ揉もみと」

「おっぱいみたいに言わないで欲しいんですがっ!?」

　そこまでやって由ゆ羽う希きさんは満足したらしく「あはは！」と快活に笑った。

「手て毬まりちゃん、なんでもツッコんでくれて面白いー！　私、めちゃくちゃ気にいっちゃった」

「う……！」

　由ゆ羽う希きさん、人を揶揄からかうの好きだからなぁ。

　手て毬まりも手て毬まりでよくツッコんでくれるからなぁ。僕も手て毬まりがツッコんでくれることを期待している節はある。

　なんて。

　くだらないやり取りをしている間に注文のオムライスが出来上がったようだった。

　マスターから完成の声が掛る。

　さすがに職務放棄がすぎている気がするので僕は意味もなく全力で手て毬まりにオムライスを配膳した。営業スマイルもばっちり決めて「どうぞごゆっくり」と丁重にもてなす。

　言われるまでもなくごゆっくりはしていただろうけど。

「な、なんだか食べにくくなったじゃない……。いただきます」

　そう言って、手て毬まりもご丁寧にちゃんと両手を合わせてからオムライスを口にした。

　うん、これこれ！　と言わんばかりの幸せそうな食べっぷりの手て毬まり。
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「なるほど。これはたしかに近くで眺めていたくなる食べっぷりだ！」

　由ゆ羽う希きさんが手て毬まりを見て、興奮気味に声を弾ませた。

「でしょ？」

　と、僕は感慨深げに首肯する。本当にいつ見てもいい眺めなのだ。

　手て毬まりはというと。

　また恥ずかしそうに顔を真っ赤にしていた。

　それでもオムライスを幸せそうに頰張っている。

　由ゆ羽う希きさんじゃないけど、たしかにサービスをあげたくなる食べっぷりだよな。

　次回ご来店時もこの幸せそうな顔が近くで見られるならデザートくらいサービスしようと僕は思うのだった。

　勿もち論ろん、自腹で。
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　あたしは自室に戻ってすぐベッドに飛び込み、意味もなくゴロゴロと転がった。

「ぅぅぅぅぅぅうううううう」

　と、声にならない声をあげてしまう。

「永遠の家族って……永遠の家族ってぇぇぇぇえええ………………！」

　言って、自分で悶もん絶ぜつした。

　ちょっと、ほんのちょっぴりプロポーズか何かかと思っちゃった……。

　でも、あんなプロポーズもありだなぁ、ハルらしくて温かい言葉だ。えへへ。

　なんて未来の妄想をしてしまった……。

　恥ずかしいな、あたし……。

　まあ、そのあとすぐ、その幻想は打ち壊されたわけだけど。

　やっぱりハルはあたしのことを妹としか思っていないのかな──と、どうしても思ってしまう。

　あの時からずっと妹扱いされてはいたけど。

　それは本当に嬉うれしいし、感謝してることでもある反面──あたしを異性として全くみていないということでもあって、もどかしい。

　実際のところ、仲のいい幼おさな馴な染じみと扱われるより勝機無さそうだし……！

　妹──かあ。

　とはいえ、異性として見てもらうために、どうすればいいのかなんて全然わからないけど。

　一人の女の子として見てもらうため、か。

　当面の課題かな。

　それよりこないだからあたし、ツッコんでばっかりなんだけど。

　ハルにツッコミ女と思われてるんじゃないだろうか……とても心配だ。

　というか、この辺が一人の女の子として見てもらえない要因かな……!?

　あたしも好きでツッコんでるわけじゃ──いや、性格的にどうしてもツッコんでしまうので今更どうしようもないけど、ツッコミ女と思われるのは結構辛つらい。

　なんだったら妹扱いされるより辛つらい……！

　これも今後どうにかしていこう。

　できるとは自分でもあまり思わないけど……。

　というか、ハルも昔からあたしがツッコんでくれることを期待している節がある。ツッコミ待ちなところがある。難しいところだ……。

　それよりも。

　ハルのバイト先の先輩──由ゆ羽う希きさんがいい人で本当によかった。

　今朝の自分が愚かしい、恥ずかしい。呪い殺したくなる。

　以下回想。

　コンビニにお菓子を買いに出たとき、たまたま、本当にたまたまハルを見かけた（別にいつでも探しているわけじゃないよ）。

　やったぁ──じゃなくて！　こんな時間に珍しい、何してるのかなと思って目で追うと──ハルが朝から用事があるとは思えない百貨店に入っていった。

　さすがに怪しいなと思って、あたしはコンビニの中でハルが出てくるのを待った。ハルはすぐに出てきたのだが、その手にはハルが意味もなく買うとは思えないケーキ屋さんの箱（美味しいところのやつだ！）。

　あたしは直感した。

　ハルがこの後行く場所はバイト先しかない。バイト先には美人の先輩（しかもスタイルがいい）がいるということ。

　絶対プレゼントじゃん!?

　あれだけderellaデレラ！　derellaデレラ～!!　って言ってるのに、実は隠れてもう付き合ってるとか!?

　え、嫌だ嫌だ……。

　ということであたしは居ても立っても居られなくなって……ハルのバイト中に探りを入れに行ったというわけだったのだ……。

　回想終了。

　いや、ホントにあたし馬鹿だな……。

　あぁもう、こんな嫉妬丸出しで恥ずかしい……。

　でも、行ったら猫語でお喋しやべりしてるなんて嫉妬するなという方が無理あると思うんだけど？

　……自分を正当化してもあまり意味はないけど。

　あたしだってハルと猫語で一緒にお喋しやべりしたいにゃん！

　じゃなくて（じゃなくもない）、まあその心配は杞き憂ゆうに終わったわけだけど。

　由ゆ羽う希きさんはとても察しのよい人だった。

　今日は絶対顔に出してない自信があった。ハルにもよく言われるけど、あたしは何でも顔にすぐ出るらしい。だから今日は絶対に顔に出さないと誓って──幸運なことに猫語会話のせいでイイ感じに笑顔は作れていたと思う。嬉うれしい笑顔ではないけど。

　それなのに由ゆ羽う希きさんは──

「ふふ、手て毬まりちゃん──ハル君のこと好きでしょ？」「いやぁお姉さんそういうのは目め敏ざといのでわかっちゃうなぁ」「あ、もしかして今日は何か心配で来たり？」「やっぱりぃ～。ういうい。大丈夫、私は年下くんには興味ないから安心して」「ふふ、頑張って。応援してるよ」「そうだＬＩＮＥ交換しようよ。なにかあれば相談乗るよ！」「いいっていいって。私、恋する乙女マニアなの。応援したくなっちゃうんだよねぇ。はい、じゃあまた連絡するね。ということで♪」

　こういうやり取りだった。

　その時、あたしはめちゃくちゃ安あん堵どした。

　こんなにも安心するんだと自分でも少し驚いたくらいだ。

　もう心臓がずっと嫌な鳴り方をしていたけど、その言葉を聞いてからすっと鳴り止やんだのが自分でも本当によくわかった。

　それくらいあたしは──生きた心地がしていなかったのだろう。

　しかも、敵かもしれないと思っていた人が、突然味方だよと言ってくれたのだ。お礼も言いたくなる。

　ホントに、本当に由ゆ羽う希きさんが優しい人でよかった。

「てか……あたしわかりやすいのかな……」

　と、今更若干不安になってきた。

　顔には出していなかったはずだけど、言動……だろうか？

　由ゆ羽う希きさんが特別察しのよい人なのか、あたしがわかりやすいのか判別がつかない。

　これは問題である。あたしの想おもいをハルに知られてはいけない。

　秘密の魔法だ。

　あたしは──ハルにあたしを好きになってもらわなくちゃいけないのだ。

　これは前にも言ったけど、あたしの重い想おもいでハルを強制したくないからなのだけど……。

　それと、ハルは優しい。

　これはずっと一緒にいたあたしが絶対を保証する。

　それが──あたしが告白をしないもう一つの理由でもある。

　何度も言う。ハルは優しい。

　だから。

　これは妄想じゃなく確信していることなんだけど──あたしが、もしハルに付き合って欲しいと言ったら困った顔をして「……手て毬まりとならいいよ（超絶イケボ）」と言ってくれるに違いない。たとえハルの一番好きがあたしじゃなくても。あたしを傷つけないように。あたしを泣かせないために。ハルはあたしに優しくする。

　それは──とても辛つらい。

　絶対に無理だ。嫌だ。

　だからあたしから告白する日は──たぶん、ない。

　告白待ちというと卑ひ怯きようかもしれないが、あたしはあたしでハルに好きになってもらえるよう、告白したくなるほど好きになってもらえるよう努力をするしかないのだ。

　まあもう何年もその努力は空振りに終わっているわけだけど。

　でも、あたしのこの想おもいだけはたとえハルが鈍い人間でも気付かれたくない。いや、気付かれてはいけない。気を付けなきゃ。

　そんなことを考えていたらＬＩＮＥが届いた。

　由ゆ羽う希きさんからだ。

『おつおつ～！　今日は楽しかったね！　また来てね♪　手て毬まりちゃん、今日お店に来たの、ハル君がなんかプレゼント持ってきてたからでしょ～？　あれね、一昨日私がバイト代わったからそのお礼だよ、気にしちゃダメだかんね～！』

　…………。

　察しが良すぎる！

　これはあたしがわかりやすいとかじゃないのでは……？

　安あん堵どしたけどちょっと由ゆ羽う希きさんのことが怖くなったあたし。

　と。

　何か返事しないとと思っていたら続けてまた由ゆ羽う希きさんからＬＩＮＥが届く。

『あ、でもハル君今恋してるみたいだよ～！　善は急げだー！』

　…………。

「えええ──────!?」

　あたしは恥ずかし気もなく大きい声で叫んでいた。

　よかった、一人の自室で。

　外でも確実に叫んでいたので大恥をかいていたとこだった……。

　あたしは即返事をする。

『今日はありがとうございました！　えっと、ハルが恋してるって……誰にですか……？』

　と送る。

　すると、すぐに返ってきた。

『危機管理～!!』と書かれた可か愛わいい女の子のスタンプのみだった。

「どういう意味!?」

　結局スタンプにはスタンプで返事することしかできず、話はそこで終わってしまった。

　いや、え、誰に……!?

　derellaデレラ──だよね……？
















　４月９日──さすがにしつこいと思われてるに違いないけど、僕は何度でも伝える！

　僕にはその義務がある！

　本日はあの素晴らしい新曲＆ライブ発表から１週間後（←超大事）の春休み明け。

　１学期の開始。

　つまりは高校２年生最初の一大イベントが行われる日。

　そう、クラス替えである。

　僕が校舎３階──２年の教室がある廊下に着いたときにはすでにお祭り騒ぎだった。喜んでいる人がほとんどだったが、中には泣いてる人もいた。

　友達と違うクラスになったからだろうけど、大丈夫だろうか……可哀想かわいそうに……。

　２年からは完全に理数系と文系に分かれる我が私し立りつ初はつ雀すずめ学がく園えんは全部で６クラス。

　ちなみにだが、僕は勿もち論ろん文系だ！

　数学は意味がわからない。

　たまに数学的考えは大人になってから重要だと言う人がいるけど、いや、別に数学的考えなんかせず僕は生きていくと断言しよう。

　とはいえ、学習指導要領の餌え食じきなので数学もやらなくちゃいけないのだけど……。

　３クラスずつ理系と文系に分かれるためよっぽど運が悪くない限り、大抵は友達と同じクラスになれるのであまり心配していなかったけど、泣いている人を見ると自分もちょっと心配になってきた。さすがに２年になって新しい友達を作るというのも容易ではないだろうし（すでにある程度グループが出来上がってるわけだし）さて……。

　教室を見て回っていると──廊下を激走してる女の子が僕の前で急に立ち止まり、笑顔で声を掛けてきた。

「あ、ハルっち、おはっち～！　久しぶりに同じクラスになったよ！」

「おぉ、こまちゃん！　一緒なんだ！　よろしく！」

「手て毬まりっちも一緒だよ！　またよろしくね、じゃあの～！」

　と、こまちゃんはニコっと笑って、すぐまた激走で廊下を駆けていく。

　およそ帰宅部とは思えないスピードだった。

　こまちゃん──僕と手て毬まりの中学からの友達である。手て毬まりも一緒だとこまちゃんは言ってたし、僕は胸をなでおろす。

　とりあえず、僕も泣かなくて済みました。

　そんな安あん堵どの気持ちで歩を進めていると、ようやく２‐５の教室に貼り出された紙の中に自分の名前を発見した。

　他に誰か知っている名前は──

　と。

　うおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉ、よかったぁっ！

　初はつ己みの名前を発見した!!

　洋よう初はつ己み。

　僕より身長が少し高く、髪は茜あかね色いろアップバングショート。見た目にはかなり気を使っているイケイケ男子。僕も初はつ己みを見習って外見に気を使うようになったくらいだ。

　そして、高校に入ってできた親友。

　話せる友達は他にも沢山いるけど、親友と言って差さし障さわりないのは初はつ己みくらいだろう。なので、大体僕は初はつ己みとつるんでいる。

　というのも、初はつ己みは僕にとっての大先輩。

　そう──初はつ己みもガチ恋勢。

　僕と一緒。否いな、僕よりずっと長い間ガチ恋している。

　ガチ恋の相手はアイドルグループ『DDRREEAAMMダブルドリーム』の愛あい良ら詩し依いちゃん。その詩し依いちゃんのおっかけをする熱狂っぷり。

　古今東西イベントがあれば何ど処こへでも──というやつだ。

　そのせいもあって僕に『DDRREEAAMMダブルドリーム』をしつこく布教してくるが、生あい憎にく僕は『たぶつき』一筋なので『DDRREEAAMMダブルドリーム』には全く興味がありません！

　興味はないけど、チケットを取るのも手伝ったりしているし、ライブ等は誘われたら一緒に行くし、まあ、行けばライブは楽しかったりする。

　……いや、derellaデレラを裏切ってる訳じゃないよ！　誰でも他のライブに行ったりするよね!?

　僕は推しが増えたりは絶対しないから!!　推しＤＤを許すな!!　誰でも大好き!?　怖いよ！

　箱は許す!!　二次元も──許す!!

　とまあ、裏切っていないことをはっきり宣言できたので話を戻すと──アイドル現場のヲタ芸やファンとしてのあり方みたいなものは大体初はつ己みに習ったと言っても過言ではない。

　そんな趣味仲間でもあるのだ。

　とりあえず初はつ己みが一緒で良かった。

　他に誰かいるかなと見ていると、よく喋しやべる友達は初はつ己み以外離れてしまったようだ。

　手て毬まりと、先程のこまちゃんの名前も発見した。

　手て毬まりとこまちゃんと同じクラスになるのは──中学２年の時以来かな。久しぶりに同じクラスだ。なんとなく嬉うれしい気持ちになる。

　あとは──有名人の圓まどかさんの名前も目に入る。

　あの圓まどかさんと一緒……ふむ……。

　一抹の不安を感じながら教室に入ると、初はつ己みが窓側の一番後ろの席に居たので、僕はすぐに声を掛けた。

「ハロー初はつ己み！　一緒のクラスでよかったー！」

「おぉ、春はる永ながキュン！　俺も嬉うれしいっ!!」

　僕が駆け寄ると、席に座っていた初はつ己みは立ち上がり──僕らは抱き合った。朝から抱き合って喜んだわけだが、まあ過剰な喜びようだった気もする。

　それくらい仲が良いいのです！

　そして初はつ己みは開口一番「聞いてくれ！　『DDRREEAAMMダブルドリーム』の新曲が来月発売だ!!　キタなキタなキタな！」と言ったので、僕は対抗して「ふっ！　『たぶつき』は丁度１週間前に新曲発表だったんだぜッ！　それにラ・イ・ブだぁぁぁっ!!」と張り合った。

　張り合う意味は特になかった。

　しかし！　僕らはこういう関係なのだ！

「いや、それ見たとき絶対春はる永ながキュン絶頂してるだろうなって一人で笑ったわ。よかったな、初ライブ」

「ありがと～～～!!　いやもうホント絶頂して一瞬死にかけた。あ、嬉うれ死しみたいな」

「わかるわかる。俺も毎回ライブ告知の時、絶頂するし。その度に生を感じるね。なんなら次の新曲のリリイベのことで今からドキドキしてる」

「リリイベ……!!」

　僕はその単語を聞いて率直に「いいなぁ」と思った。

　リリイベ──リリースイベントのことだけど、僕には縁がない話だ。

「高頻度でイベント最前参加してないと顔忘れられそうだしな！」

「あぁ～……!!」

『たぶつき』は顔出しＮＧなので基本そういうイベントはない。残念で仕方ないけど、納得はできる。納得はできるけど、欲は出てしまう。

　だからだと思う。

　僕はふと初はつ己みに聞いてしまっていた。

「なあ、推しに逢あうにはどうすればいいと思う？」

　こんなことをふと、本当に無意識のうちに口から出していた。

　それを聞いた初はつ己みはにやりとした。

「お？　春はる永ながキュンもこっち側の世界についに来た……ってコト!?」

「急に小さくてかわいいごっこしないで。いやいや『DDRREEAAMMダブルドリーム』の子じゃないからね。なんだか僕はこないだから、無性にderellaデレラに逢あいたくなってしまってね……」

「やはり擬態型じゃなかったか。まあ、春はる永ながキュンが急に推し変したとか言い出したら俺は正気を疑うとこだった。あの春はる永ながキュンが!?　浮うわ気き者には死を……制裁を……天罰を……」

「ふっ。僕が浮うわ気きをする時はderellaデレラに浮うわ気きしろと命令された時だけだ！」

「かっこよく決めてるけど、その性癖のderellaデレラは嫌だな……。俺の脳が破壊されちゃうからやめてくれ……」

　まあ、そんなことは絶対ないんだけど。

　ちなみに、まだ僕らは抱き合ったまま話している。流石さすがにそろそろ周りから怪しいと思われかねないので、僕はおもむろに初はつ己みから離れた。

「というわけで僕はderellaデレラに逢あいたいんだよ。どうすりゃいいかねぇ」

「ガチ恋極まってきたねぇ！　よろしい！　でもなあ……逢あうとなれば出待ち一択だが、これはやってはいけない。マナー違反もいいところだ。なんなら犯罪だ。いくら春はる永ながキュンといえども、俺はそれをしているのを目撃したら通報するぞ。いいか？　絶対するなよ。絶対に、だ」

「やるでしょ？　みたいな振りで何な故ぜ言ってるのかわからないけど、僕は推しに迷惑だけはかけたくないからそれだけは絶対にしないぞい！　そんなことをしているやつをみたら僕も通報するね」

　あと急に声掛けたり、腕摑つかんだりするやつ。

　僕はそういう人を絶対許さないのだ！

　絶対するなよ！　僕が許さないからな!!

「そもそもderellaデレラ、顔出ししてないから出待ちしてもきっと一生出会えない。あの子がderellaデレラ？　この子がderellaデレラ？　って一生僕はその場にいるに違いないね。まあ、妄想できてありかもしれないけど」

「……それ、わりと深いし面白い遊びだな。う～ん……とは言え、逢あうって普通に無理だからなぁ。握手会だのあれば逢あえるんだけど、まぁそれもないだろうし」

「ですよねぇ……。いや、なんかリリイベ羨ましくてつい聞いてしまっただけだよ。ごめんごめん」

「ふむ。しかし、そういうことならマドカルちゃんにちょっと聞いてみたらどうだろう？」

　と初はつ己みは言って、視線で僕の眼を誘導した。

　誘導された僕の目線の先には勿もち論ろんマドカルちゃん──圓まどか歌か留る多たさんが、一人で教室の机に座って本を読んでいた。

　間違っていない。文字通り教室の机の上にである。

　しかも教室のど真ん中の席だ。

　いや、僕はあまり今風の座り方（？）とかに詳しくないけど、一人でいる時って大抵は椅子に座るものなんじゃないだろうか？　誰かとお喋しやべりするときに限り、他人の机の上に座って、その机の持ち主の男子をドキドキさせるものなんじゃないだろうか……。

　全然ドキドキしない。変わった人だ……。

　さておきマドカルちゃん。

　マドカルちゃんとは初はつ己みが言っているだけで、僕は普通に圓まどかさんと呼んでいる。

　初はつ己みは圓まどかさんと同じ中学だったので仲もそこそこ良いいみたい。

　僕はと言えば、特別交友があるというわけじゃないけど手て毬まりの友達だし、何より学校で一番の有名人なのでさすがに知っている。

　圓まどかさん──圓まどか歌か留る多たと言えばお母さんも有名人。

　加えて雑誌『KADOMATU』の専属モデル。

　雑誌『KADOMATU』は名の通り和を推した雑誌で、その和コンセプトに完璧に一致した存在が圓まどかさんだろう。髪は綺き麗れいな黒のセミロング姫カット。身長も女子にしては高め。スタイルも抜群。

　お淑しとやかさや華やかさも抜群で、流石さすがモデルさんと言った感じだ。

　モデルをするくらいなのだから当たり前と言えば当たり前なのだが。

　とまあ、それくらいの美人がいたら学校でも有名になるのは当然のことだと思うし、誰でもちょっとお近づきになりたいと思うだろう。

　でも──僕は彼女のことが少し苦手だった。

　そんなことを初はつ己みに言うこともできず、僕はなす術すべなく手を繫つないで連行される。

　ちなみに手は恋人繫つなぎだ。何な故ぜ！

「マドカルちゃん、マドカルちゃん」

「何かしら？　キモオタちゃん」

　初はつ己みが馴なれ馴なれしく声を掛けると、仲がいいのか疑わしくなる程とても辛しん辣らつなお言葉が圓まどかさんから返ってきた。一応呼びかけたら本を読むのをやめて、こちらを向いて話してくれるあたり嫌われているわけではないようだけど。

　初はつ己みのあだ名なのかな？

「マドカルちゃん、芸能人としてこっちのガチ恋くんにもちょっとアドバイスをしてやってくれよぉ」

「嫌です。死ね」

　圓まどかさんは僕を見て、真顔で僕に死ねと言った。

　そうなのだ。僕が苦手な理由はこれなのだ。

「僕は死ぬわけにはいかない……何な故ぜなら僕はderellaデレラをこれからもずっと応援しなきゃいけないからだ!!」

　僕は真面目に返答する。

　十中八九、こういう返しをするから嫌われてるんだと思うけど。

　そもそも初対面の時から圓まどかさんは僕に対して何な故ぜか当たりが強かったからなぁ……。

　僕は思い出す。

　高校１年生も半ばを過ぎた頃、偶然手て毬まりと一緒に帰ることになった時のこと。

　なにせ家は隣だし帰り道も一緒である。待ち合わせたりして帰ることはめっきり無くなっていたけど、タイミングが合えば僕たちは一緒に帰っていた。

　その時、手て毬まりと一緒にいたのが圓まどかさんだった。

　手て毬まりと圓まどかさんはとても仲が良く、よく一緒に帰っているみたい。

　手て毬まりからも色々話に聞いていたし、有名人だったので存在は知ってはいたけど、当時僕は話したことは一度もなかった。

　その頃から勿もち論ろん僕はderellaデレラ一筋、たとえ同じ学年にモデルの子がいたとしても一切興味がなかったわけだ。

　とはいえ、一緒に帰ることになったわけだから挨拶くらいはしないと──そう思い、

「どもども。手て毬まりの幼おさな馴な染じみの星せい地ち春はる永ながです。よろしくね」

　軽く挨拶を試みる。

　すると圓まどかさんは凄すごむようにこう言った。

「は？　死んでほしいんですが。あ、圓まどか歌か留る多たです。よろしくはしないですけど」

　僕は面めん食くらうと同時に、ちゃんと名乗りはするんだと思った。

　ちゃんと挨拶できて偉い！

　じゃなくて。

　僕は彼女に何かしたことあったか……？

「えっと……僕、何か悪いことしました……？」

「ええ。とても。女の敵ね」

「……なるほど、目の敵ってことですね。でも僕は無敵ですよ！」

　あまりにも重い空気だったので僕は和むかなと思い、こんな返しをした。

　案の定──場は更に凍ったけど。

　圓まどかさんは冷ややかな眼で僕を見てから、

「あらそう。油断大敵ね。わたしはあなたの恋敵だから」

　と、不敵に笑う。

　面白さで彼女の圧勝だった。あまりにも完敗してしまったので手て毬まりに助けを求める目配せをしてみたが、手て毬まりは苦笑いしているだけだった。

　そのあと三人で仲良く（？）帰ったのだが、それ以降も僕と喋しやべるときは何な故ぜか圧が強い圓まどかさん。手て毬まりにそれとなく何か悪いことしたかを尋ねてみたら「あ、う～ん……かるたんは男の人苦手みたいだから」と言っていた。

　まあ、それなら僕にあまり非はなさそうだしいいかと思い、極力喋しやべりかけないようにしようとしていたわけだったのだが……。

　そして今に至る。

「そう。じゃあ──死ななくてもいいけど、今すぐ応援しに行って頂戴。ずっと応援するんでしょ？　勿もつ体たいないよ。今、この一瞬でも、応援した方がいいと思うの」

「ぐ……僕は常に応援の念を飛ばしているのさ。僕、実は進化人類だからね。そんなこともできる。きっとこの思いはderellaデレラに届いてる」

「あらそう。じゃあ逢あわなくてもいいじゃない」

「…………」

　完敗した。というか僕らの話、聞いてたんだ。

　しかし、ここで負けては男が廃る！

「いや、圓まどかさん──」

　僕が反撃しようとした時、異様に大きい声が教室に響いた。

「かるたんおはよぉぉおお！　よかったぁぁぁあああ、かるたんとまた一緒のクラスでっ！　ハルもおはよっ！　久しぶりに一緒のクラスだね！」

　異様に大きい声の主──手て毬まりはとても嬉うれしそうに圓まどかさんに抱きついていた。

　手て毬まりは圓まどかさんにぴったりくっつき笑顔で頰ずりする。

　その手て毬まりの行為に圓まどかさんも本当に嬉うれしそうに笑った。

　さすがモデルをしているだけはあるという、絵になる笑顔。

　先程まで僕に冷たい視線を送っていた女の子とは到底思えない──それくらい圓まどかさんも嬉うれしそうだった。

「てまりんんんん！　おっそい！」

「ごめんねぇ……！　今日も朝辛つらくて……」

　そうなのだ。

　手て毬まりは朝が弱い。昔はよく朝起こしに行ったなぁと僕は感慨に耽ふける。

　普通逆なのでは──と思ったこともあったけど、手て毬まりの朝ぐずぐずしているところは何気に面白いので役得ではあった。

　中学になった頃から手て毬まりが恥ずかしいから来ないで（思春期ってやつだなと僕はすぐ理解した）とお願いされたので、久しく朝起こしに行ったりはしてないけど。

「てまりんが遅いからわたし、変な男に絡からまれちゃった」

「えええ、大丈夫!?　変な男通報した!?」

「うんん、まだ。今しようと思ったとこ」

　そう言って、圓まどかさんはスカートのポケットから本当にスマホを取り出していた。

「おいおいおい、マドカルちゃん本気で通報とかしないでね!?　マドカルちゃんは芸能人だから真実味がありすぎるんだよ……絶対俺ら補導されるから……マジでやめてくれぇ……」

「え!?　変な男ってハルと初はつ己みくん!?　だ、大丈夫だよ！　二人ともちょっと変わってるけど、イイ人だよ！」

「……そう。てまりんがそう言うなら仕方ない。でも春はる永ながだけはあとでわたしのマネージャーに『実はあいつ時空犯罪者だから』と報告しておくから」

「マネージャーはタイムパトロールの人なのか!?」

　柄にもなくツッコんでしまった。

「そうですが何か？」

「タイムマシンは存在したんだ……！」

　そう──こんな感じで何な故ぜか僕だけに厳しい。そして謎に呼び捨て。

　でも、手て毬まりにはすこぶる優しいのだ。猫ねこ可か愛わいがりとは正にこのことと言わんばかりに甘い。

　今もずっと手て毬まりの頭を撫なでている。

「えっと……ハルは昔からあたしと一緒にいるから未来の人じゃないけど……！」

「あらそう。てまりんが言うなら間違いない。訂正して報告するね。犯罪者だって」

「なんで!?　大丈夫！　ハルはこれで意外と常識人だから！」

「むむ。てまりんが言うなら、まあ報告は見送ることにしようかな。あ、そうだ！　代わりにてまりんを要チェック人物として報告しておくね。てまりんも一緒にモデルになろ」

「ええっ!?　あたし!?　いや無理無理!!　スタイル全然よくないもん！」

「モデルって言う程スタイル関係ないよ。わたしもスタイルはどちらかと言えばよくないし。胸が大きすぎるから。というかモデルは可か愛わいければ大丈夫。てまりんは可か愛わいい」

「うむ。俺も可か愛わいいと思うぞ。手て毬まりちゃんは」

「僕も可か愛わいいと思うよ、手て毬まりは」

　いつの間にか、みんなで一斉に手て毬まりを褒める会になっていた。

　手て毬まりはというと──勿もち論ろん。

「いやいやいやいや!?　何!?　こわっ!?　てか一体なんの話してるの!?」

　めちゃくちゃ照れていた。

　顔も真っ赤を通り越して真紅。

　きっと、こういう所がみんなに可か愛わいいと思われるところだと僕も思う。

　本当に妹のような存在だと改めて思う。みんなの妹──という感じかもしれない。

「いや、実は推しにどうしたら逢あえるかって春はる永ながキュンの悩みを芸能人であるマドカルちゃんに相談してたとこだよ」

　と、初はつ己みが華麗に話を元に戻した。

　僕の親友は司会進行に向いているのかもしれない。そういえば愛あい良ら詩し依いちゃんへのフラスタ幹事とか率先してやっているし、リーダーに向いているのだろう。

「へー、そうなんだ」

　手て毬まりは手て毬まりで上の空だった。

　絶対今の初はつ己みの言葉は頭に入っていない。

　僕はわかるぞ。さっき褒められすぎて頭の回転力が落ちているのだ。

　僕の幼おさな馴な染じみはとてもわかりやすい！

「そう。どうしたら春はる永ながが推しを諦めるかの話をしていたの」

「へー、そうなんだ……え!?　諦めるの!?」

「いや、待って。僕は絶対死んでも諦めないぞ!!」

　どさくさに紛れてなんてことを言うんだ圓まどかさん。

「あらそう？　じゃあちょっとはっきり言わせてもらうけど」

　圓まどかさんの顔は変わらない。

　僕への視線はずっと冷たいままだった。そんな表情のまま圓まどかさんは──




「春はる永ながはどうしたいの？　付き合いたいの？」




　と強く言った。

　その言葉はとても意味深で──僕の心に何な故ぜか強く刺さる。

　圓まどかさんは小首を傾かしげる素振りを見せ、話を続けた。

「というか、そもそもderellaデレラって本当に女の子なの？　その辺は謎──男の子かもしれないんでしょ？　春はる永ながは男の子でもいいの？」

　僕はこれに即答する。

　明確な答えがある。

「僕はderellaデレラが好きなんだ！　性別は全く関係ない!!」

「……ふーん、そう」

　圓まどかさんはつまらないという顔をした。

　その顔で圓まどかさんは僕を見詰め、じゃあ──と、更に問う。

「逢あうことに意味があるの？　春はる永ながは応援していると言っていたし、それで──それだけでいいんじゃぁないの？　逢あうことは応援になるの？　わたしには理解できないのだけど、本気で恋してるって言ってるだけじゃぁないの？　そういう自分に酔ってるだけじゃぁないの？」

　そこで圓まどかさんは一旦ふぅと息を吐き、見下げたように──

「逢ってどうしたいわけ？」

　と平へい坦たんな口調で言った。

「……いや、えっと、それは──」

　その圓まどかさんの言葉に、僕は即答できなかった。




　逢あって──僕はどうしたかったんだ？




　単純に逢あいたかっただけ？

　本当に付き合いたかったのか？

　さっき、ふと僕は逢あいたいなと願ったけど──僕にはそれに対する答えが、ちゃんとした僕の応えを、今、持っていないことに気付く。

「たしかに、逢あうことが……応援になるわけじゃないとは思うし、付き合いたい……とかじゃないんだけど、やっぱり僕は本当に好きだし、好きだから逢あいたいって気持ちになるんだと思うけど……」

　僕はしどろもどろの返答しかできない。

「わたしなら逢あいたいだけの人には逢あいたくないかな。逢あってもつまらないでしょ」

「…………」

　いつもなら完敗した、言い負かされた──と思うところだけど。

　そういうわけじゃなく、本当に言葉に詰まって何も言い返せなかった。

　きっと、言いたいことはたくさんある。言わなきゃいけないことがある。

　でも、それが出てこない。

　圓まどかさんの言っていることは正しい──正論だ。

　逢あいたいだけの人なんてつまらないし逢あいたくないだろう。

　僕もちゃんとあるはずなんだ。逢あいたい理由が。でも、それが見つからない。

　逢あって──僕は何を求めていたんだ……？

　そんな何も言えない僕を見兼ねてか、僕の代わりに初はつ己みが反論してくれた。

「いやいや、たしかに、マドカルちゃんの言ってることはよぉくわかる。ほぼ正解に近い気もする。ただ俺らは自分に酔ってないし──俺は本気で愛あい良ら詩し依いちゃんと結婚したいと思っているよ。結婚したい人を応援するという矛盾は自分でもわかっている。わかっているけど逢あいたいし、応援するんだよなぁ」

「へー。普通にキモチ悪い。それに、わたしにはやっぱり理解できないかな。というわけで、わたしからあげられるアドバイスはない。あるとすれば死んで転生して推しの子どもになることくらい？　そういうのみんな願ってるんでしょ？」

「ぐ……！」

　初はつ己みも言い負かされていた。

　なんかすまん……！

　心の中で謝罪した後、僕はハッと思い出した──実際、初はつ己みが僕に「どうせ金持ちの実業家とかといつか結婚するんだよな。悔しい……悔しいから転生して子どもになりてぇ……！」と言ったことがあったことを。

　おそらく初はつ己みもそれを思い出し、反論できなくなってしまったのだろう。

　つまり──死ぬことを推奨されてしまったわけだけど……。

　最初からこの答えになることを予見して僕に死ねと言っていたなら、圓まどかさんに勝つ未来はこないだろうな……なんて僕は思った。

　と。

　男二人が沈黙したのを嘲あざ笑わらうかのように、ホームルームを始めるチャイムが丁度鳴る。

「さあ、てまりん行こう行こう。わたしの席の前がてまりんだよ」

「え!?　あ、うん!!」

　と、手て毬まりは圓まどかさんに頷うなずいてから、ちらっと僕の方を見た。

「えっと、あ、あたしは逢あいたいって気持ちはわかるよ。憧れの人には逢あってみたいって思うし……、あと初はつ己みくんもキモチ悪くはないよ」

「「お、おう！　そうだよな！」」

　手て毬まりの慰めの言葉に、男子二人が全く同じ反応をしてしまった。

　まあ、どう見てもめちゃくちゃ凹へこんでる男子二人だもんな。慰めたくもなるだろう。

　ありがとう、手て毬まり──少しだけ救われた。

　きっと初はつ己みも救われてるだろう。

　手て毬まりは圓まどかさんに「ほら、そんなアホ二人放っておきなさい」と言わんばかりに強引に連れられ、自分たちの席へと移動していった。

　というか今更だけど、圓まどかさんの席ここじゃないんだ……。

　何な故ぜここに座っていたんだ……。

　初はつ己みもポンと僕の肩を軽く叩たたいてから自分の席へと戻っていく。

　その肩を叩たたきたくなる初はつ己みの気持ちが、僕にはよくわかる。そうだよな、お互い強く生きていこうな。まだ死ぬわけにはいかないのだ。

　そういえば。

　朝、初はつ己みにすぐ声を掛けにいったので自分の席を確認するのを忘れていたなと思い、僕は黒板に張ってある座席表を確認しに教壇まで移動する。




　僕の席は──教室のど真ん中の席だった。




　…………。

　さっきまで圓まどかさんが座っていた机の席が僕の席だった。

　僕は違う意味でドキドキしてきた。仮に初はつ己みに声を掛けずにこの席に辿たどり着ついていたら僕は一体なんて話し掛けたのだろう……？

　そして僕は一体何を言われたのだろう。

　たぶん、きっと、「死ね」だと思う僕だった。

　ちなみに。

　僕の席の後ろが手て毬まりで、その後ろが圓まどかさんだ。

　命拾いしたな、僕。





＊　＊　＊






　始業式が終わりＨＲの時間に、いきなりTwitterの通知が来た。

　さすがに爆音だと怒られるのでマナーモードではあるけど、ちゃんと振動でキャッチ!!

　僕は即、リツイートといいねを押してから内容を確認する。

　たぶつき【公式】@tabu_tuki《今日もこれから練習です！　生配信ライブももうすぐですし、頑張りますーっ！　みんな、逢あいにきてくださいね♡（derellaデレラ）》

　!?

　うおぉぉぉ！　逢あいにいくよー！　てか、珍しい！　こんな時間にツイートなんて！

　凹へこんだ僕を癒いやしてくれる──やはりderellaデレラは神!!

　なんて、一人ニヤニヤしていると後ろから小声で声が掛る。

「ちょっとハル、うぉぉぉって声、抑えきれてないんだけど……」

　僕は振り返り、小声で「え!?　まじ!?」と反応すると手て毬まりはコクコクと頷うなずいた。

　周りの様子を確認すると特に奇異の眼めを向けられている訳ではなかったので、ギリギリセーフと言ったところだろうか。

　クラス替えで初対面の人もたくさんいるし、いきなりヤバい奴認定されるのはとても悲しいので抑えていかなければ……！

　まあ、若干手遅れ感はあるけど。

　ともあれ、これ以上ヤバい奴認定されないよう注意してくれた手て毬まりにお礼を言っておかないと。あまり振り向きながら会話してると、それはそれでヤバい奴認定を先生からされそうなのでＬＩＮＥを送る。

『ありがとう、危うく新クラスで《小さくうぉぉぉと叫ぶヤバい奴》認定されるとこだった！　以後気を付けまする！』

　そう僕が送ると、手て毬まりからすぐ返ってきた。

『《小さくうぉぉぉと叫ぶヤバい奴》って何、こわっ!?　でもホントに！　ハルがヤバい奴認定されたらあたしも嫌だし』

　ふむ。

『……まあ、僕としてはderellaデレラ大好きのヤバい奴認定ならありだけど』

『それも怖いわ！』『derellaデレラ大好きのすごい人になりなさい』

『たしかに』『derellaデレラ大好きの小さくうぉぉぉと叫ぶすごい人に僕はなる！』

『気に入るな！』という返事と「ぷくーっ」と描かれた可か愛わいいスタンプが手て毬まりから送られてきた。

　僕は「エビッ♡」と描かれたスタンプを返す。

　手て毬まりからの返事はなし。まあ、大体いつもこんな感じである。

　derellaデレラ大好きのヤバいやつ、か。

　むぅ──と、僕は先ほどから頭を悩ませていたことに改めて思いを巡らせる。

　逢あってどうしたいのか。

　ずっと考えているけど、自分でも驚く程に答えが出てこない。

　漠然と逢あいたいという気持ちが強くなったのはたしかだし、色々お話ししたいという気持ちは勿もち論ろんある。存在を近くで感じたいというのもある。

　でも、きっと、それは答えじゃない。

　それはわかるのに──正解だけが出てこない感覚。

　じゃあ、僕は本当に逢あってどうしたかったのだろう？

　何度も何度も頭の中で自問する──けど、答えは出なかった。

　嘆息。

　とりあえず、帰って『たぶつき』の曲を聴こう。

　何か答えが見つかるかもしれない。
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　あたしは学校から帰ったあと、着替えもせず、すぐにベッドに飛び込んだ。

「ㇵァァァァァァァァ！」

　と、小さく叫びながら顔を両手で覆った。鏡を見なくても自分の顔がにやけているのが想像できる。口角があがりっぱなしだ。

　落ち着くために息を吐く。

　うん。

　今日は嬉うれしいことがいっぱいあった。

　かるたんと一緒のクラスになれたこと。こまとも一緒のクラスになれたこと。

　そして、久しぶりにハルとも一緒のクラスになれたことだ。あと席も近くて嬉うれしい～～～！

　中学２年以来の同じクラス。

　同じクラスで得をするということもそうないだろうけど、やっぱり好きな人の近くにはずっといたい。それに授業にも集中できそう。ハルにダメなあたしを見られたくないと思ったり、できるあたしを見てもらいたかったり。

　それに高校２年と言えば、一大イベント修学旅行もある。

　こういうイベントを一緒に過ごすことができるのは本当に嬉うれしい。もしかすると一緒に行動なんてできちゃうかもしれないわけだし。

　体育祭だって、文化祭だって、同じ空間で、同じことを共有できる。

　それを大好きな友達と。大好きな人と一緒にできる。

　それがあたしはたまらなく嬉うれしいのだ。

　そしてもう一つ──ああ、思い出すだけでまたニヤけてしまう。

「でも言った。絶対言った」

　あたしは独り言をおまじないのように呟つぶやく。

　言った。絶対。言った。聞いた。言った。絶対──

「可か愛わいいって言った」

　わあああああああああ！

　ハルがあたしを可か愛わいいってたしかに言った！

　えええええええええええええええええ!?

　なんで!?　あたし可か愛わいいの!?　めっっっっっっちゃ嬉うれしいっっっ！

　はあはあと呼吸が荒くなる。

　一人で何してんだ、あたし。

　いやでも、これはわりと大事件だ。大事件なんてものじゃない。迷宮入りの難事件だ（？）。

　だって──今の今まで生きてきてハルがあたしを可か愛わいいと言ったことは一度もなかったんだもん。幼おさな馴な染じみあるあるの「僕は手て毬まりちゃんと結婚するー！」みたいなイベントは一切なかった！

　もしかして罠わな？

　いや、ハルの性格から噓うそは言わない。あたしならあそこで絶対に「べ、別にあたしはかっこいいなんて思ってないもん！」とハルに言うだろうけど。

　実際言ったことあるな、この台詞せりふ……。

　噓うそだよ、ごめんね、ハルはかっこいい。

　優しいし、面白いし、声もいいし、歌も上う手まいし、最近あんまりギター弾いてるところを見ないけどギターも上う手まいし、顔もいいし、背も高いし、勉強はあんまりできないけど真面目にやってるし、気が利きくし、運動神経も実はいいし、ちょっとおバカだけど可か愛わいいし、『たぶつき』を好きでいてくれるし、derellaデレラのことをずっと好きでいてくれるし、あたしのことを面倒みてくれるし、あたしが作った不ま味ずい料理もおいしいって言ってくれるし、あたしが泣いてたら絶対駆けつけてくれるし、あたしが──

　って、あたしは一体何を言ってるんだ……。

　小説にしてあと１ページはハルの好きなところを述べられるけど、そう思うとハルの熱量に負けてるなとちょっと悔しくなった。

　うーん。

　浮かれすぎて頭がおかしくなっている。

　いやでも、本当におかしくなる。

　……あたし、ハルから見て可か愛わいいんだ。

　えへへ。

　あの話の流れから、外見ってことかな……？

　う、嬉うれしい……。

　別に自分の容姿に自信なんて全然ないし、なんなら友達にめちゃくちゃ美人な子がいるからどうしても自分と比較してしまう。

　あんな顔に生まれたらハルもあたしを一瞬で好きになってくれるのかな、とか。

　それでもハルはあたしを可か愛わいいと言ってくれた。

　あたしはそれだけで、本当に嬉うれしかったのだ。

　それだけで自信になる。

　自分自身顔で勝負してるわけじゃないし、ハルに好きになってもらうためにそれは勿もち論ろん外見にも気をつけてるけど、可か愛わいいと思ってくれているのと、そうでないと思っているのでは雲うん泥でいの差さがあると思う。

　第一関門突破という感じだ。

　そりゃぁ、可か愛わいいと思ってくれてる方が好きになって貰もらえると思うもの。男の人の判断基準はわからないけど、可か愛わいいと思ってもらうにこしたことはないはずだ。

　よかった──あたしだって結構色々な努力はしているのだ。

　だからちょっとだけ。ほんのちょっとだけ報われた気がした。

　うん。

　これからも頑張れる！　と、思うあたし。

　ハルのために──と、思うと心配なことも今日はあったのだった。

　あのハルが珍しく凹へこんでいた。

　ちょっとでも元気になるかなっと思ってderellaデレラを介して元気づけるというちょっと卑ひ怯きような手段を使ってしまったけど、帰りの様子を見ていると絶大な効果があったとは言えない。

　うーん、心配だ。

　何度も言うけど、ハルはいい意味で頭の中がハッピーに支配されている。悪い意味ではあまり深く考えないタイプなので、あまり落ち込んでいるような姿を見たことがない。

　それはあたしに対して兄として──みたいなところもあったのかもしれないけど。

　それに兄としてだろう──ずっとあたしを救ってくれていた。

　あの日からずっと。

　だから、あたしも、こういう時はハルの力になりたいと思う。

　思うけど。

　今までにない現状にあたしもどうアプローチしていいかわからない。

　こまに相談しても、茶化されるだけのような気がするし……かるたんも……。

　相談──と。

　そこであたしは先日のことを思い出す。

「なにかあれば相談乗るよ！」と言ってくれた由ゆ羽う希きさんのことを。

　初めてお話しした日以来連絡は取ってないけど、結局『ハル君今恋してるみたいだよ』の真相も聞けず仕舞いだし、相談……乗ってくれるかなと思い、連絡してみる。

　この時間なら──まだバイトじゃないだろうし。

『こんにちは！　お時間大丈夫ですか？』

　とＬＩＮＥにメッセージを送ると３秒でスタンプが返ってきた。がってんしている可か愛わいい女の子のスタンプ。続けてメッセージも届く。

『やっほー！　だいじょうぶいぶい！』『なになに!?』『ハル君今恋してるみたいだよの真相がやっと聞きたくなった!?』

　…………。

　やはり揶揄からかわれていたのだろうか……。

『それもあるんですけど……じゃあ先に真相聞いてもいいですか……？』

『いやいや真相も何もハル君の好きな相手だよ』『それはね』『手て毬まりちゃん』




　……？

　え!?




　えええ!?　しかも由ゆ羽う希きさんはそこで止めたから、あたしが返事をしなくちゃいけなくなってしまった！　あわあわ！

『は、知ってると思うけど《たぶん、きっと、月の下》っていうユニットのderellaデレラちゃんって子だよ！』

　っ～～～～～～！　絶対揶揄からかわれてる……！

　あたしが返事する前にまた由ゆ羽う希きさんからメッセージが届く。

『ごめんごめん！　怒らないで！　いやもう手て毬まりちゃん可か愛わいいから、お姉さんどうしても手て毬まりちゃん色々な顔してるだろうな～って妄想したくて！』『ずっと真相知りたくてモヤモヤしてるんだろうなとか考えたらお姉さんもドキドキしちゃってた』『ホント意地悪してごめんね！　なんでも言うこと聞くから許して！　またお店来たとき奢おごるよ！』と、また可か愛わいい女の子が「ごべんなさいでちた」と泣いてるスタンプが送られてきた。

　清すが々すがしくて逆に笑ってしまった。

　悪い人じゃないんだろうなってわかるし、最初から揶揄からかわれてるんだろうなとちょっと思っていたのであたし自身全く気にしてない。

　でも折角なので、なんでも言うことを聞いてもらうことにしよう。

『全然怒ってないですよ！』『モヤモヤはしてましたけど……』『あの、じゃあちょっと相談に乗って欲しいんですけど……男の子が凹へこんでるときってどうしてあげるのが一番ですか？』

『え!?　ハル君凹へこんでるの!?』『そんなことあるんだ草生える！　まじかー今日弄いじろ』『あ、噓うそ噓うそ！』『うんっとね、それはね、めちゃくちゃ簡単だよ！』『どしたん？　話聞こか？　って話聞いてあげるのが一番!!』『ワンチャンあるで！』

　……それって男の人がよく使うという手法では？

　いや、でも、単純に──そうなのかもしれない。

　言い方はどうかと思うけど。

　でもまだちょっと不安だ。その不安を乗せて、あたしはメッセージを返す。

『それだけで大丈夫ですか……？』

『大丈夫だよ。どんな人でも話って聞いて欲しいと思うんだよね』『手て毬まりちゃんも今そうじゃなかった？』『別に下心があっても、話を聞いてあげればいいんだよ』『恋心にも下心だよ』『話すと解決することはたくさんある』『そしたらそれは下心でもない、本当に心の支えだよ』『他た愛わいない話でもいいんだよ』『それが愛になるかもしれないよ？』『話してると悩んでるの馬鹿になることあるし』『面と向かってじゃなくてもいい』『きっとそれだけで何かは絶対変わるから』

　と、めちゃくちゃ連続でメッセージが送られてきた。

　ちなみにこの間30秒程。めっちゃ早い。

　それにしても、締めるとこはきっちり締めるというか──やっぱり年上のお姉さんなんだなと感じた。あたしの悩みもちゃんと聞いてくれている。

　とてもありがたかった。由ゆ羽う希きさんに相談してよかった。

『そうですよね！　ハルに話聞いてみます！』『由ゆ羽う希きさんに相談してよかったです。ありがとうございます！』

『ワンチャンあるで！』と、犬がバウワウと吠ほえてるスタンプが由ゆ羽う希きさんから送られてくる。

　あたしも、ありがとー♡と描かれたスタンプを返した。

　すぐに由ゆ羽う希きさんから『てかハル君ホントめっちゃderellaデレラちゃん馬鹿だよねー草』と可か愛わいい女の子が「急なＩＱ低下……!?」と嘆いてるスタンプが来た。

　……本当にハルはどこでもそういう人間だと思われてるんだと思うと、嬉うれしくもあるけど申し訳なくもある。一応その責任の一端を担になっているので……。

　あたしは『ハルがご迷惑おかけしてすみません！　うるさかったら無視していいですからね！』と返信すると『いや、めっちゃおもろいからいつも楽しく話聞いてるよ！　derellaデレラちゃんに勝つのは大変だと思うけど頑張ってね！』と可か愛わいい女の子が「たのしみです!!」と踊っているスタンプがきた。

　楽しまれている……!?

　いやでも、素直に応援は嬉うれしい。

　あたしはぺこっとしてるスタンプで返す。

　よし。

　明日、ハルに話を聞いてみよう。

　ちょっとでも元気になって貰もらえるならそれがいい。

　と、丁度いいタイミングでスマホのアラームが鳴る。そろそろレッスンに行かなきゃいけない時間だ。先にズルしてTwitterに練習中みたいな投稿してしまったし、頑張らねば！

　derellaデレラとしても頑張らなきゃ！
















　結局、昨日からずっと答えは出ていない。

　僕は圓まどかさんに言われた言葉がずっと引っかかったままだった。




「春はる永ながはどうしたいの？　付き合いたいの？」

「逢あってどうしたいわけ？」




　という言葉に。

　もう一度、自分自身のことを改めて考え直す。

　星せい地ち春はる永ながはどうしたかったのだろうか──と。

　僕は……愚かにも、たしかに自分がメジャーデビューして、付き合ったりできるんじゃ!?　なんて妄想をしていた。

　これはたしかに──愚かにも、だ。

　最近derellaデレラにお熱すぎてギターの練習もサボりがちだし。

　妄想。現実的ではない。それはわかっているはずだ。

　しかしどうなんだろう。それは誰でもするような妄想じゃないかとも思う。たとえば、僕は現在身近に好きな人はいないけど、身近に好きな人がいる人だってそういう妄想をするものなんじゃないだろうか。

　付き合いたいという妄想が、告白に繫つながるんじゃないだろうか。

　なんて考えてしまう。

　だから、付き合いたいと思うこと自体はたとえバカな妄想だったとしても問題ない──いや、きっとそこじゃないんだ。僕が引っかかっている場所は。

　一体僕は何に引っかかっているんだ？

　なんてことを今日もずっと考えていたら学校が終わっていた。

　もう放課後だ──自分の席から辺りを見渡せば、みんな帰宅や部活への準備を始めている。

　僕は少し冷静になるため、ふうと息を吐いた。

　そして、まだやるのかと思われようとも僕はやる──本日はあの神曲発表・神ライブの告知から８日後の４月10日。

　つまり僕は昨日も含めて二日にわたり、圓まどかさんに言われた言葉について考えていたわけだ。

　全く答えは出ないけど。

　初はつ己みは特に気にしていなかったようで「俺はキモオタちゃんだからな！　今のスタイルを貫く！」と言っていた。

　僕も言われたからと言って自分自身のスタイルは絶対変えないしderellaデレラ大好き人間として一生を過ごすつもりだけど……何かがずっと引っかかってしまっているのだった。

　嘆息。

　ここで一人考え込んでも仕方ないし、そろそろ僕も帰ろう。

　ボーっとしてると圓まどかさんにまた時空犯罪者扱いされるかもしれないし──と、ちらりと圓まどかさんの所在を確認するとどうやらもう帰ったようだった。お仕事だろうか。

　今日はバイトも休みだし、僕もさっさと帰って『たぶつき』の新曲、否いな、神曲を聴いて心を落ち着かせよう。

　そう思いながら、帰宅準備をしていると声が掛かった。

「ねぇハル、どうしたの？　何かあった？」

　見れば──何な故ぜか心配そうに僕を見詰める手て毬まりが僕の横に立っていた。

「え？　どうしたって？」

「いや、今日は元気ないな～って思って」

「そう？　僕は普通に元気だけど」

「……そうはあんまり見えないんだけど──やっぱり昨日のこと、気にしてる……？」

「ん。いや、その──」

　僕は答えに困窮してしまう。

　そこまで顔に出ていたのかと不思議にも思った。

　たしかに昨日のことが今も尾を引いている。

　僕にしては珍しく思い悩んでいると言えよう。

　とはいえ、嫌なことがあったとかの話でもないし、自分でもわからない謎の引っかかりだ。

　それをとても心配そうに声を掛けてくれた手て毬まりに、どう話せばいいのか困ってしまったのだ。

「いや～何かあったでしょ？　いつもね、もっと謎の幸福感に包まれた顔してるもん。どうしたハルっち～？」

　と、軽い空気を纏まとった人が手て毬まりの背中からひょこっと現れた。

「いや、私っちもなんか気になってたし、丁度その話してるみたいだったから首を突っ込んだ次第です。邪魔なら去るよ！」

　こまちゃんはてへっと言った感じに舌を出した。

　こまちゃん──昨日は紹介がそこそこになってしまったが、フルネームは結ゆい南なこま。

　羊よう羹かん色のショートツインテで手て毬まりと同じくらいの身長で可か愛わいらしい女の子。

　一人称が謎の「私っち」でお喋しやべりが上手。僕のことも「ハルっち」と呼ぶし、○○っちが好きなのかもしれない。

　先日の挨拶からも察することができると思うけど、かなり自由奔放で愉快な性格だ。

　手て毬まりの親友で、僕とも仲良くしてくれている中学からの唯一の知り合い。今更だけど、地味に僕の中学のときの男友達はこの学校にはいない。

　というのも、高校デビューがしたかったとか、友達がいなかったという悲しい過去があるとかではなく、何な故ぜか僕の友達だった子はめちゃくちゃ頭が良いい人ばっかりで、みんな有名進学校に行ってしまった。その時は、みんな頭が良くて僕も友達として鼻が高いという感じだったけど、今思えば勉強を教えてもらえばよかったとも思う。

　ある意味悲しい過去だ。

　まあ最初友達はいなかったけど、この高校では初はつ己みと出会えたし、それに手て毬まりとも一緒だし、勿もち論ろんこまちゃんとも一緒なので僕はこの高校に来られてよかったなと思っている。

　ともあれ。

　こまちゃんのおかげで軽い空気になったので、僕は軽く返答する。

「いや、別に邪魔じゃないよ。ね、手て毬まり」

「うん。てか、こまも気になるくらいの深刻そうな顔してるんだよ、ハル」

「そうだ。いつもみたく、もっと幸福そうな顔をしないとだぞ、ハルっち」

　幸福そうな顔って。

　僕、いつもそんな顔してるのか……？

「え、というか、今、僕、どんな顔してる？」

「メールに『チケットをご用意できませんでした』って書かれてたときみたいな顔だねぇ」

　こまちゃんがとても残念そうにそう言う。

「それはかなり深刻なやつだ……！」

　絶対顔面蒼そう白はくじゃん。リセール通知即登録するやつ。

「そう──めっちゃ深刻そうなやつだ。いやさ、私っちも昨日元気そうだったのにって思って手て毬まりっちに『なんかあったんか？』って聞いたら、手て毬まりっちが死ぬ程心配してたから気になってたんだよね。ね！　手て毬まりっち！」

「べ、別に!?　ハルがいつもの幸せそうな顔で元気じゃないとあたしも調子狂うし!?」

　手て毬まりがツンデレみたいな台詞せりふを言って、ツンデレみたいにふんとそっぽを向く。

　リアルツンデレ幼おさな馴な染じみがここに……！

　てか、そこまで心配してくれてたのか。それは申し訳ないな！

「まあ、僕としては今日も手て毬まりが元気そうでなによりだけど」

「なっ!?　て、てかあたしの話じゃなくてハルの話なんだけど!?　その……あたしたちでよかったら話、聞くけど……」

「ん～～～～～」

　と、僕は再度悩む。

　そこまで心配して頂くような話ではない気がするし。

　でも、二人とも心配してくれたことは素直に嬉うれしいし、手て毬まりが僕のことを言うなら本当にいつもと違ったのかもしれない──僕の知らない、僕のわからない、僕の異変。

　幼おさな馴な染じみだもんな。

　まあ、こまちゃんですら異変に気付くくらいだし（初はつ己みは何も言わなかったけど）。

　そういえば今までも、自分自身の馴な染じみない部分は手て毬まりの方がよくわかっていたりしたし、手て毬まりなら僕が何に引っかかってるかわかるかもしれない。

　別に隠すような悩みでもないし──それに口にすれば解決するかもと思い、僕は悩みを打ち明けてみることにする。

「……いやね、手て毬まりは知ってると思うけど、昨日圓まどかさんに『推しと付き合いたいの？　逢あってどうするの？』って聞かれて悩んでたんだよね。改めてそう問われたら、あれ、僕ってどうしたかったのかな？　って」

　僕が神妙な顔で話し始めたものだから、さぞ重い話でもすると思っていたのだろう──こまちゃんが一瞬ぽかんとしてからすぐ声をあげて笑い始めた。

「あはは、なにそれ！　それはウケる！」

　と、こまちゃん。

　手て毬まりはというと、

「うん……」

　僕と同じくらい真剣な面持ちで、何な故ぜかすごく真面目に僕の話を聞いてくれていた。

　僕としては「それだけ!?　いつものことじゃない！」なんて言ってツッコむ話なのかと思っていたので意外と言えば意外だ。

　しかし、僕もわりと真剣な悩みと言えば悩みになってしまっていたので（僕はそこまで悩むタイプの人間ではない！）手て毬まりのちゃんと向き合ってくれている姿勢に救われる。

　だから僕は真面目に話を続けた。

「いやね、僕も単純に推しと付き合いてー！　なんて言っちゃうようなキャラだったとは思うけど──」

「いや、ずっと言ってたやん！」

　こまちゃんに笑顔でばしんと肩を叩たたかれた。

　そうか、言ってたか。言ってたな。

　僕はそういう人間だった！

「言ってましたね。いや、だからこそ悩んだんだよ。自分で言ってる時は何も思ってなかったけど、他人にそれを本気で問われたとき──何か引っかかるなって思っちゃったんだよ」

「うんうん」

　と、手て毬まりがタイミングよく相あい槌づちを打ってくれる。

　いつも僕が語るから、僕の話に合わせるのが上う手まい──僕も喋しやべりに調子が出てきた。

「あとなんか、推しと誰かが付き合うとかって、なんていうか普通にショックじゃん？　みたいにも思えてきて。それがたとえ僕でも違うくない？　って……色々考えたり」

「あ～、それはよくわかる。自分が～とかの妄想はしないけど、私っちも好きな芸能人の文春記事とかわりとショックだもんな～」

　こまちゃんが感慨深そうに漏らす。

　そしてそれは同意見だ。

「それな！　derellaデレラの記事とか出たら僕ホントに死んじゃう！」

「関係ないけど、推しぴの配信でいきなり元カノの話されたときはびびっちゃったよね。やっぱ居るよね～って。膝枕が好きだったって言ってたな～」

「…………」

　なんかすごい話なんだけど……。

　リアリティある。

　僕、そんな話を配信でderellaデレラからされたら赤スパ投げて「その話やめて下さいっ！」って言っちゃうかも。厄介勢だと思われたら嫌だから流石さすがにそれはしないけど。

　まあ深入りしづらい話題だったので僕は自分の話を続けることにする。

「だから僕は付き合いたいのかと真剣に──真面目に聞かれたとき、僕にその資格があるかとかも考えたし、自分は本当はどうしたかったんだろうな～ってめちゃくちゃ悩んじゃったんだよ。推しとは？　ただ推したい？　推せばいいだけ？　でもこの逢あいたいって気持ちは？　好きって気持ちは？　じゃあ──僕はderellaデレラに逢あってどうしたかったんだって」

「そうだったんだ……」

　と、手て毬まりは再度うんうんと頷うなずき、僕の悩みにまっすぐ耳を傾けてくれる。

「ふむ。ん～、でも実際芸能人と付き合うなんて絶対無理じゃない？　それなら身近な人と付き合っちゃえばその気持ちはクリアになって推し活動に専念できるんじゃない？　身近にきっといい人いるよ。ね、手て毬まりっち」

「え!?　あ、えーっと、うん……たぶん」

　こまちゃんも僕の話が真剣だとようやく気付いてくれたようで、少し考えこむ素振りを見せてからこんな解決策を提示してくれた。

　でも、僕はそれに反論する。

「いや、こまちゃんの言う通り無理というのもわかってるんだよ。心の奥の何処かでは。でも更に奥では好きだから付き合いたい、結婚したいとかって気持ち、きっとあるんだろうな……というのもあるんだよね。それに僕、derellaデレラが好きなのに──他の誰かと付き合うとかって浮うわ気きじゃんって思うし。正直、推し大好きとか言ってるのに恋人いるとか引くし。はあん、君の推しへの気持ちってその程度なんだって。二度と推しの話をしないで……ってね。だから……derellaデレラ以外僕にはなくて──」

　僕は熱く語る。

　そうなのだ。

　話してみて自分の気持ちが氷解したというか、二律背反なんだということを理解する。自分の中で矛盾が生じているから悩んでいる──そんな感覚。

　付き合いたいのかと問われ──付き合いたいし、付き合いたくなかったんだ。

　だから答えがなかった。

「僕はderellaデレラが大好きで、世界で一番好きなんだ。好き。大好き」

　僕は続ける。

「でも──その好きがどういう好きかわからなかった。推しなのか。恋なのか。愛なのか」

　推しとの関係というやつだろうか？

　何も考えてないときはderellaデレラ好き好き愛してるーって言えるけど。

　改めて自分と推しとの関係を考えたとき、果たして僕はどうしたかったのだろう？

　推しを推し続けるのが正解？　それともやっぱり逢あうための努力をするべき？　推しに──好きになってもらう努力をすべき？

　なんて考えたんだ。

　そうしたら正解がちょっとわからなくなってしまって、珍しく──いや、きっと人生で初めてこんなに悩んでしまったんだと思う。

　好きの限界突破。

　ずっと自分はガチ恋と言い続けていた。

　でもようやくここで理解する。

　ようやく──ようやく答えに少し近づいた気がする。

　推しだけでも。恋でも。愛でもない。

　やっぱり、僕はガチ恋なんだと。

　そして、この気持ちが、本当のガチ恋──なんだろうか、と。

　逢あいたいし、付き合いたい。

　でも逢あうのは怖いし、付き合いたくない。だって相手は推しで。僕は一般人で。付き合えないのは理わ解かってる。おこがましいにも程がある。

　でも。

　どうしようもなく大好きで──。

　絶対嫌われたくなくて──。

　だから誰のものにもなって欲しくない。そう思ってしまう。それでも推しの幸せは願っている。

　だって推しだから。僕らは推し続けるしかない。

　これからも、それに変わりはない。

　そして──そこに、自分が世界で推しを一番愛していると断言したいのだ。

　否。

　愛していると断言するのだ。

　だから同担拒否もしてしまうのだろう。

　一生好きで、世界の誰より、世界で一番愛してる。[image: BigLove]。

　そう──僕は、やっぱりderellaデレラにガチ恋してる。

　……めちゃくちゃめんどくさい巨大感情だな、これ。

　でもきっと、これが一番正解に近い──

「え、じゃあさ、ハルっちはderellaデレラっちの中身が実はおじさんでも好き？」

「んん!?」

　急にこまちゃんが話をぶっこんできた。さすがこまちゃんと言えよう。自由奔放。

　しかしその答えは──その答えだけは僕にはあるのだ！

「いやいや、derellaデレラはおじさんじゃないよ!?」

　と、僕が答える前に何な故ぜか手て毬まりが慌てて弁解してくれた。

　日頃から手て毬まりに「derellaデレラはめちゃくちゃ可か愛わいい女の子なんだよな～～～！　歌詞から溢あふれとる。滲にじみ出でとる。そして──ええ子なんや」と、僕が自説を力説し、唱え続けた効果が今出たのだろうか。

　僕もそれに激しく同意するぞ！

　まあでも──

「ふっ。これは昨日も言ったけど、僕は仮にderellaデレラが男の子でも仮におじさんでも好きと断言できるね!!」

　僕は豪語した。

「僕はderellaデレラという『存在』が好きだから。僕はもしかすると今、男の子にガチ恋してるかもしれないし、おじさんにガチ恋してるかもしれない。それでも全然かまわない!!」

　僕は熱く続ける。

「でもね、『たぶつき』公式Twitter見てくださいよ。ツイートにはいつも可か愛わいい♡がついてるんですよ。おじさんじゃないのは明らか!!」

「いやぁ～？　おじさんでも♡くらいつけるんじゃないかな～～～？　また、逢あいたいな♡ナンチャッテ!!　とか言って」

「む」

　こまちゃんがにやりとして僕に反論した。

　derellaデレラはそんなおじさん構文使わないと僕も反論したいとこだが、まあそれはいい。

　僕は更に続けた。

「ふむ。まあ、その可能性は否定できないよね。でもね、仮におじさんが可か愛わいい♡をつけたツイートをしていても好き！　逆に可か愛わいい♡」

「なるほど、ハルっちはおっさん♡だったら好きと。おっさん♡」と、こまちゃんが可か愛わいく言うと「それは違うくない!?」とすぐ手て毬まりがツッコんだ。

　まあ、そう言われたいおっさん♡は多いかもだけど、その話は置いといて──

「それに！　僕はderellaデレラの顔も知らない。それでも僕はこんなにも大好きなんだ！　仮におじさんだったとしても、いや、容姿や性別で愛が変わるなんて断じてない。というか、derellaデレラは可か愛わいい！　断言する!!　これは──僕は知っている！」

　どーん！　と、僕はそう言って、スクールバッグからポストカードを２枚取り出す。

　いつでもderellaデレラを感じられるようにちゃんと学校にも持ってきているのだ。

　偉いな、僕！

　僕はそれを二人に手渡し「これが最高に可か愛わいいderellaデレラ様ですよ」とキメ顔で言う。

「イラストじゃねーかっっっ!?!?!?」

　と感嘆符疑問符が三つくらいつく勢いで、手て毬まりに即ツッコまれた。

　手て毬まりにしては珍しく、ツッコミというか半分怒りに近い感じではあったけど、ちゃんと僕のボケに対して素早くツッコんでくれたので安心する。

　ボケというか、まあこのイラスト見せたかっただけなんだけど。

「いや、でもめちゃくちゃ可か愛わいいでしょ？」

　僕はしたり顔で言う。

　いや、本当にこのイラストめちゃくちゃ可か愛わいいのだ。

　derellaデレラって絶対こんな感じ！　というイメージをちゃんとデフォルメして表してくれてると思う！

「……ま、まあね。あまりにも可か愛わいいイラストだから、たぶんderellaデレラもイラストレーターの人にめちゃくちゃ感謝してるんじゃないかな……」

　伏し目がちに手て毬まりが答える。

　先程あまりにも大きい声でツッコんだものだから今更恥ずかしくなったのか顔を赤くし、照れたご様子。

　そんな手て毬まりの様子を見てか、こまちゃんがにんまりとして言う。

「ふ～ん、私っちはあんまりderellaデレラっちに詳しくないけど、こういうのって似せて描いてるもんなんだよね？　なんか手て毬まりっちにちょっと似てない？　巨乳なとことか」

「巨乳だけで判断すんなーっ!?　こまもあたしとそんなに変わらないでしょ!?」

　手て毬まりが急に吠ほえた。

「え？　いや、この胡桃くるみ染色でミディアムな編み込んでる髪形も一緒じゃん」

「わりとどこにでもいるでしょ、この髪形!?　髪色は──まあ、たまたま!!」

「あ、ほら、今のポーズとこのイラストのポーズ一緒だし」

「たまたまじゃーっ!?　ほら、これで変わったでしょ!?」

「それにほら、手て毬まりっちもこのイラストみたいに空飛べるじゃん」

「────飛べるか～～～っ!?　あたしが空飛べたらderellaデレラより有名人になってるわっ!?　もう絶対あたしから離れてるよね!?」

「う～ん、でも巨乳だし」

「巨乳から離れて!?」

「あと、可か愛わいいとこも似てる」

「……ん!?」

　そこで手て毬まりのツッコミは終わりを見せた。

　まあまあ手て毬まりさんたら、また顔を赤らめちゃって。

　きっとこまちゃん的には手て毬まりで急に遊びたくなったんだと思う。めっちゃニコニコしてるし。

　わかるよ、その気持ち。僕もよくやる。ちゃんとツッコミくれるからなぁ。

　しかしイケメンな終わらせ方だな。僕も見習わなきゃ。

　てか、またこまちゃんが手て毬まりを弄いじりはじめていた。

　よし、僕も参戦しようかなと思ったとき、手て毬まりが僕の方をじっと見詰めた。こまちゃんから逃れるため──では、どうやらないらしい。

「ねぇ、ハル」

「ん？」

「あたしは別に推しと好きな人って別々でいいかなって思う人間だけど──ハルは、それはできないんだよね？」

「まあ、それはね。僕は世界で一番derellaデレラが好きって言ってるし、実際そうだし、他の誰かと付き合うなんて──きっと、その子に対して不誠実だし」

「……そっか。うん、でも、あたしもそのハルの気持ち好きだよ。好きって──色々な感情だし。好きに正解なんてない。誰かの好きは誰かを傷つけるかもしれないし」

　手て毬まりの言葉が──なんだかすごいderellaデレラの歌詞っぽい言い回しだなと思った。

　あれ、そんな曲もしかしてあったっけ──と、錯覚してしまいそうなくらい。いや、僕はderellaデレラの歌詞に真剣オタクなのでそんな歌詞がないことは知っているのだけど。

　手て毬まりは続ける。

「好きって難しいよね。たぶん、ハルもderellaデレラに好きな気持ちをどうにか知って欲しいんだよね。大好きだから」

「そうなんだよな……そう」

　ん？

　今とても、手て毬まりが大事なことを言ったような。僕のアタマに引っかかる。

　圓まどかさんに言われたときのように──手て毬まりの言葉が強く何な故ぜか心に残った。

「手て毬まり、もう一回今の台詞せりふ言って!!」

「え？　好きな気持ちをどうにか知ってほしい……？」

「…………あ～～～～～!!　それだよ、それ!!」

　僕の大声に手て毬まりとこまちゃんが同時に身体からだをびくつかせる程に驚いていた。

　申し訳ないが、まあ、それは気にせず僕は話を続ける。

「ずっと引っかかってるな～って部分の答えがわかった！　そうなんだよ！　付き合いたいとかってのは、過程をぶっ飛ばしてるじゃん!?　いきなり付き合えるとかないじゃん!?」

「う、うん、まあね」

　と、手て毬まりが首肯で僕に同意してくれる。

「まず、好きって気持ちを相手に知って貰もらわなきゃ何も始まらないんだよ！　でも、それよりもっと知ってもらわなきゃいけないものがあったんだ！　僕はそこをずっと見落としていた。逢あって──どうしたいかの答えもそこにあったんだよ!!」

　そうなのだ。ようやく得心がいった。

　見落としていたもの。

　それは──自分自身だ。

　出会ってもいないのに付き合うとかおこがましいにも程がある。出会っていたとしてもかなりおこがましいけど。

　そう。

　derellaデレラに、僕がderellaデレラのことを大好きだってことを知って貰もらわなきゃ──ダメじゃないか。

　僕の引っかかり──『僕は常に応援の念を飛ばしているのさ。僕、実は進化人類だからね』なんて言うくらいには盲目的に僕の想おもいは届いていると思っていた。

　グッズも買うし、ＣＤは店舗特典分全部買うし、毎日音楽は聴いてるし、毎日ポスターに話しかけるし、Twitterは即リツイートするし、いいねもするし、いつも好きだと叫んでいる。

　これほど命を懸けてるんだからderellaデレラに愛が届いてるだろう──と、勝手に、愚かにも僕は思い込んでいた。

　本当に愚かしい。届くわけないじゃん!!

　自分で自分のことを馬鹿だと思ってはいたけど、ここまで馬鹿だったとは。

　でも、ようやく理解できた。




「僕はずっと──認知が欲しかったんだ」




　初はつ己みとかは現場があって、握手会もあって応援していることを伝えることができる。

　なんなら初はつ己みは顔も覚えてもらっているようだし、ライブとかでも普通に手を振ってもらっている──気がする。

　そうだ。僕はそれが前から羨ましかったのだった。

　そしてここ最近の私信だったり、新曲が神曲だったりで、自分の中で盛り上がってしまって『逢あいたい』って気持ちになっていったんだ。

　ようやく全部繫つながった。

　逢あって──どうしたいか。

　僕はずっと──derellaデレラのことをこんなにも大好きな人間がこの世に存在するってことをderellaデレラに知って欲しかったんだよな！

　derellaデレラのことこんなにも大好きなファンが居るんだよって認知して欲しかったんだ。

　ああー……なんかすごいすっきりした。

　僕の脳アタマん中に刺さっていた針が抜けたようだよ。

「…………まあ、derellaデレラからの認知ある人なんていないだろうし、derellaデレラから認知貰もらえたら、derellaデレラの一番のファンって言えるかもね」

　と、手て毬まりが若干苦笑いしながらそんなことを言った。

　やはりか。

　derellaデレラからの認知を貰もらえたらワンチャンあるか。犬になっちゃうか、僕。

「それは私っちもわかるよぉ、認知してもらえたら嬉うれしいしねぇ。私っちもネッサで『暴れ星獣ちゃん～！　いつもありがとう～！』って言ってもらえたとき嬉うれしかったし」

「こまちゃんそんな名前で活動してるんだ……」

　かっけぇ！　僕、普通にハルだわ……目立つ名前に変えようかな……。

　てか、こまちゃん！

　ネッサ──ネットサイン会とかにも参加してるんだ！　同類だったか……！

「まあ、そういうことで僕の悩みは解決した！　僕はまず認知が欲しい！　ありがとう二人とも話聞いてくれて！　特に手て毬まりの一言は大きかった！」

「そっか。ハルの悩みが解決できたのなら、あたしはそれで」

「いやあ、本当よかったよ。すっきりすっきり！　何かお礼しなくちゃね」

「えぇ、悪いねぇ。私っちはじゃあ巨大レインボーわたあめがええなぁ」

「え!?　あ、あたしはお礼とか別にいらないけど……」

　ふむ、手て毬まりは謙虚というか、欲がないというか。

　僕のことを心配してわざわざ話を聞きに来てくれたわけだし、ホントにちゃんとお礼をしたいという気持ちだったけど（勿もち論ろん、こまちゃんも僕なんかの悩みに最後までちゃんと答えてくれたのでお礼したい）どうしたものか。

　と、僕の中に名案が浮かび上がる。

　今、これ以上ないお礼ができるじゃぁないか。最高のお礼ができるじゃぁないか!!

　僕は──

「じゃあ、さっきお渡ししたそのderellaデレラのポストカードをお礼にプレゼントしちゃいます!!　僕の宝物!!　レアだよ!!」

　キメ顔で言う。

　すると。

「「別にいらない」」

　呆あきれ顔がおの二人にハモって拒否られた。

　…………。

　なんで!?
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　ちゃんと二人ともイラストポスカ、頂きました。

　あと、こまリクエストの巨大レインボーわたあめもホントに奢おごって貰もらっちゃった。

　てかハル、こないだも由ゆ羽う希きさんにお礼って言って奢おごってたけどお金あるのかな!?

　derellaデレラのグッズ買い込んだりするのに大丈夫か心配だ……（嬉うれしいけど！）。

　今度あたしもわたあめとポスカのお礼ってことで何かお返ししよう──そんなことを考えつつバッグをベッドに置き、いつものようにあたしもベッドにダイブする。

「はああああああああ」

　お腹なかいっぱいだ。

　わたあめ──好きだけど、大きかったし甘いしお腹なかにたまる！

　もう何も食べられないや。晩御飯抜きにしよう。今日はレッスンお休みだし、お父さんもいらないって言ってたし。作るのやめた！

　というより。

　色々いっぱいいっぱいだ。

　あれ……絶対放課後デートだよね……!?

　以下回想。

　３人で楽しくお喋しやべりしながらわたあめのお店まで行ったあと、最初に出来上がったわたあめを受け取ったこまが──

「あ！　やっべ！　私っち、早く帰って配信見る準備しなきゃだった！　ハルっち、わたあめサンキュー！　じゃあ、お二人またのぉ！」

　と、言って風のようにピューンと帰って行ったのだった。

　あたしたちの返事も待たずして。

　いやね、めちゃくちゃありがたいですよ。あたしのことを思ってくれてるんだろうなって。

　でも、ちょっと露骨すぎないだろうか。これじゃハルだってあたしの気持ちに気付く──

「こまちゃんも推し活、大変なんだな。配信見るのに準備、めちゃくちゃ必要だもんな。気持ちとか。僕も見習わなきゃ。てか、普通に師匠レベルの人じゃない？」

　訳が無かった。

　あたしが「同じレベルだと思うよ」と苦笑いして言ったら「マジか～!?　ふふっ、僕もこまちゃんくらいのハイレベルの域に……！」とハルが嬉うれしそうにキメ顔を作って見せてくれた。

　褒めてはないんだけど、ハルのその無駄なキメ顔は好きなので良し！

　そのあと、あたしが先にわたあめを受け取ったのだけど、先に一人で食べるのもなぁとインスタ用の写真だけ撮って待っていたら、

「先に食べてていいよ」

　とハルが言ってくれる。え、優し。

　あたしは「うんん、待ってるよ」と言ったのだけどハルが一瞬考えるような素振りを見せたあと、あたしの持っているわたあめに一口かぶりついた。

「うまっ。絶対早く食べた方がいい！　てか僕、先に食べちゃったし、手て毬まりも食べなきゃ！」

「っ～～～～～～～！」
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　と、あたしは何も言えなくなってしまったのだった。

　これは色々な意見があると思う。『勝手に食べちゃうのは無し！』とか『気遣いいいね！』とか『奢おごりなんだし奢おごった人の自由』とか『自分の分待てよ』とか。

　あたしは──さ……さ……さいこう……！

　でした。

　最高だったり最幸だったり。

　あたしは照れながらコクリと頷うなずき反対側からわたあめを食べたのだけど、とても甘かった。

　たぶん砂糖の甘さだけじゃない。これがたぶん恋の甘さなんだ──なんて。

　こま～～～ありがとね～～～～!!

　あたしめっちゃ今幸せだよ～～～～!!

　こまにも今度お礼しなきゃだ。

　てか、ハル優しいな。知ってたけど。なんだそのイケメン行為（あたしはだけど）。それ他の女の子とかにやってないよね？　惚ほれちゃうからやっちゃだめだよ。

　とか。

　彼女だったら言えるのかな。

　なんて思ったりも。

　は～～～～彼女か～～～～。

　いいなぁ。わたあめ屋の周りはわりとカップルも多い。

　あたしたちも周りからはそう見えてるのかな？　それだったらいいな。

　今はそれで──

　回想終了。

　そのあとは、一緒に食べながら帰ったのだけど、わりと記憶が曖昧だ。嬉うれしすぎて。

　そんなこともあって、いっぱいいっぱい。

　とりあえず、こまにお礼のＬＩＮＥでも送ろうと思った矢先、こまからＬＩＮＥが届いた。

『いやあ、好きは難しいよね～！』『今日は珍しく積極的でしたねぇ～～～（ニヤニヤ）』『あ、手て毬まりっちのおかげでずっと食べたかったわたあめ食べれた！　サンキューです！』『ハルっちにもお礼言っといてねぇ♡』

　…………。

　積極的なのバレてたか。

　いや、でもあの時ハルに言った言葉は本心で──別に攻めた結果というわけじゃない。

　ホントに好きは難しいのだ。

　ともあれ、あの時こまも一緒に話を聞いてくれることになったけど、正直とても助かった。

　あたし一人じゃ、たぶんderellaデレラ関連のことは深く話せなかったし。

　それに、こまもあたしがderellaデレラだということは知らないから色々なことをぐいぐいツッコんで話してくれたのは本当にありがたかった。

　まあ、おじさんかも呼ばわりだけは──絶対やめて欲しいけど。

　あたしはこまにありがとうスタンプを送ってから──

『あたしの方こそ付き合ってもらってありがと！』『ハルにも言っとく！』

　と、冷やかしの文言には触れず返事をする。

　そうだ。

　気を使って貰もらったこともお礼しなくちゃと文字を打ってると、

『進展ありました？』『私っちバイバイマンになりましたけど』

　というＬＩＮＥがこまから先に来た。

　やっぱり、あれは気を使ってくれてたんだなと嬉うれしくなる。

『その件につきましては、本当にありがとうございます』『進展は特にありませんが、今度何かお礼をさせて頂けたらと』

　というめっちゃ丁重な言葉で返事することになってしまった。

　それくらいお礼の気持ちが強いということで。

　ちなみに。

　あたしがハルのことを好きだということは、こまに一度も言っていない。バレバレだったそうだ。あたしからは言ってないので誰にも言ってない『あたしだけの秘密』と一応言い張ってるのだけど、色々大丈夫かちょっと心配になってくる。

　由ゆ羽う希きさんにもすぐバレてたし……。

　どうかハルにだけは……バレてませんように……。

　そんなことを考えていると、こまから「ヤハ」と指差ししてるスタンプが来たあと、

『まじ～？　やったー！　じゃあ、またわたあめ食べたい！　うまかった！』『ハルっちも一緒でええのよ♡』『また先帰りますマンします♡』

　と、「ウラ」と湯ゆ吞のみを叩たたきつけてるスタンプが２連打できた。ウラウラ。

　……ありがたいけどね。絶対楽しんでる。いいけど。

『おっけー！　美お味いしかったよね！』『いや、ハルがいたらお礼にならないからいいや！　二人でいこ！』

　あたしがそう返すとすぐにこまからうさぎが「フゥン」と言ってるスタンプがくる。

　無駄にうさぎのスタンプの使い方が上う手まいなぁ……。

　そのあと『じゃ、また遊びいこ！』『配信始まるわ』『また明日ねー♡』と来たので、あたしは配信の邪魔しちゃ悪いと思って「しゃきぴ」と描かれた可か愛わいいスタンプだけで終わらせる。

　ふう。

　こまにもちゃんとお礼できたし、ハルもいつものハルに戻ったしこれで一段落かな。

　しかしまあ。

　ハルがかるたんの一言であそこまで深刻に悩んでいたなんて思いもよらなかった。あたしの友達がハルを悩ませたわけだし……なんとか解決できてホントによかった。

　認知か～と、あたしも考える。

　ハルだけはちゃんと認知してるよ！

　なんて絶対言えるわけがないので秘密だ。

　認知あるよって言ったらハルは絶対大喜びするだろうし、そんなハルの笑顔が見られるなら、ちょっとだけ──言いたい気持ちにもなってしまうけど。

　でも、ダメダメ。

　それはできない約束。

　決めごとだ。

　だから妄想だけで終えておく。

　…………。

　ふふふ。

　いや、うん、あたし本当に結構ヤバい人間な気がしてきた。

　んー……まあ、誰でも妄想くらいするよねと自己弁護。

　さて。

　楽しげな妄想もできたし、トレーニングでもしようかな。

　ハルはどんなderellaデレラでも好きだ、容姿で愛が変わることはないって言ってたけど──それはあたしじゃなくてderellaデレラのことだし。

　あたしはハルに好きになってもらう努力をしなきゃ。

　derellaデレラは絶対に太ることのない存在だけど──あたしは甘いもの食べたしね。

　その分のカロリーを消費しなきゃいけないのだ。

　体形維持は怠らない！

　ふんす！
















　僕はとても大事なことを忘れていた。

　あまりにも昨日は気分が晴れやかだったし、巨大レインボーわたあめは最高に美お味いしかったので（甘いものは気分をよくする！）、家に帰ってからご飯を食べたあと、『たぶつき』の曲を聴きながらすぐに寝てしまった。

　僕は朝起きて卒倒しそうになる。

　カレンダーの日付。

　今日は４月11日土曜日……つまり『たぶつき』初ライブという神イベントの１ヵ月前という記念すべき日から１日過ぎていた……………………………………………。

　………………………………。

　死にてぇ……。

　無駄に強調してしまったけど、本当なら──１ヵ月前だぁぁぁ、うわやったぁぁぁぁ、パーティーだぁぁぁ、どんどこどんどこ！　というところであったのだが、人生で初めて壁にぶち当たっていたのですっかり失念していた。

　……まあいい。僕の愛が消えたわけではない。

　寧むしろ１ヵ月前より１日過ぎてしまった今日の方が大切な日だろう。否いな、これからの日々が大切なんだよと自分に言い聞かせる。……別に虚むなしくはないよ！

　んん……いや、待てよぉ？

　悩みはderellaデレラのことだったし、僕にとってはとても大切な悩みだった。

　寧むしろ１ヵ月前記念の大切な日にちゃんと僕はderellaデレラと向き合っていた証拠だ!!

　ははは、ちゃんとしたファンじゃん、僕!!

　よかったぁ……。

　そしてその悩みも解決したわけだし。

　いや、まあ、悩みが解消されただけで、問題は実のところ全く解消されてはいないけど。昨日はそのことにも気付かないくらい浮かれちゃってたな……。てか、今気付いた。

　まあ、それはとりあえず今日のとこは置いておこう。

　それより先に絶対やらねばならぬことがある。

　本当は昨日やるつもりだったけど、仕方がない。

　別に１日過ぎても愛があれば関係ないのだ！
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　というわけで学校も終わり、放課後。

　僕はカラオケに行こうと初はつ己みを誘った。

「はつみーはつみーはっつみー♪　はつみーを誘うよ～♪　お願いします！　今日カラオケ付き合って♪」

「替え歌にすんな。てか、可か愛わいく歌って誘われても無理っす」

　真顔の即答で断られた。

　まあ、わかってはいたんだけど……。

「春はる永ながキュン。俺も春はる永ながキュンの推しのことは知ってるし、大抵のことは把握してるよ。どうせライブ１ヵ月前だからセトリ予想オンリーカラオケしよって話でしょ？」

「完璧に正解です……」

「わかる。わかるよ、俺にもその気持ち。オンリーカラオケ楽しいもんな。……なら、誘う相手、俺じゃあないでしょ？　別に俺が『DDRREEAAMMダブルドリーム』の曲も歌っていいって話ならいつも通りご一緒するけど、今日は違うんでしょ？」

「……はい。いやでも、誘える相手初はつ己みしかいなかったから……初はつ己みもたぶつきの歌は歌えるし……」

「それは素直に嬉うれしいし、俺も春はる永ながキュンとカラオケには行きたいよ。しかし、俺はね、カラオケでは『DDRREEAAMMダブルドリーム』の曲しか歌いたくない!!　春はる永ながキュンもそうだろ!?」

「……うん!!　たぶつきの歌しか歌いたくない!!」

　僕のその言葉に初はつ己みは──ほろりと一粒の涙を流した。

　僕ももらい泣きしそうになる。眼めがうるうるだ。

「わかってるじゃないか。俺たちはそういう人間だ……。なら今日は、今日という日は一人で行くんだ……もしくはファンの人と行ってくれ……すまん……」

「僕の方こそごめんね……。軽い気持ちだった……!!　でも、また一緒にカラオケ──行こうな！」

「おう！　俺の『DDRREEAAMMダブルドリーム』への愛を聞かせてやるぜ!!」

　初はつ己みと熱い抱擁を交わす僕。

　それから初はつ己みは、僕の眼めをじっと見つめる。それから、だんだんと顔が近づいて──

「じゃあ──」
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　と、言って初はつ己みは帰っていった。

　うむ。

　初はつ己みの言っていることが正しいと僕も思う。

　オンリーカラオケは仲間とやるしかない……と、僕も勿もち論ろん思ってはいた。思ってはいたのだけど──実を言えば、それでも聴き専で来てくれたりしないかなと少しだけ期待はしていたのだ。一度「俺の歌を聴くだけでいいから!!」と初はつ己みに言われて付き合ったことがあったので。

　まあ、それはそれだし、今回はライブ１ヵ月前という重い日（記憶を改ざんして１ヵ月前当日にしてるわけじゃないよ。便宜上便宜上！）でもあるから初はつ己みも慮おもんぱかってくれたのだろう。

　しかしダメ元だったとはいえ、やっぱり寂しいという気持ちは大きかった。

　こういう日は誰かと盛り上がっていたい気分ではある。

　ずっと同担拒否でやってきたツケと言えばツケだけど。

　…………。

　難しいところだ。

　ファン同士で盛り上がるのも勿もち論ろん楽しいんだろうけど──僕は……ガチ恋だ。本気で好きなんだからライバルと盛り上がるのも少し変だな……と思う。

　いや。




　僕が異常なのか？




　世のガチ恋勢はどういう気持ちでいるんだろうな──なんて、ふと思った。

　ガチ恋じゃない人と仲良くなればいいのだろうか？

　とはいえ、同じファン同士だったとしても──僕なんて絶対僕の方がファンだもんって思っちゃうだろうし、それで喧けん嘩かをするということはないだろうけど、何か失礼な態度を取ってしまうかもしれないと思ってしまうわけだ。

　僕としてもそれは不本意だし、同じファン同士リスペクトはしていたい。

　かと言って上う手まく仲良くというのも、難しい問題な気がする……愛の重さというか──世界より大切なもの。

　derellaデレラへの重い想おもい。

　それを一番にしたい。

　ファンとの交流に付き合う時間があるなら──derellaデレラのことを想いたい。

　まあ。

　単に僕が狭きよう量りようなだけかもしれないけど。

　そういえば、初はつ己みはガチ恋勢だけど同担のファンと沢山交流を持っていたりする。

　初はつ己みはどういう気持ちなのだろうか？　機会があれば話を聞いてみたいところだ。

　まあ、現状自分は同担拒否のお気持ちで、たぶつきファンの仲間がいるわけじゃないし、初はつ己みの他に誘える友達がいるわけじゃない。いつも通り一人でカラオケを楽しむとしよう。

　と。

　と、である。

　僕の眼めに手て毬まりが映り込んだ。どうやら手て毬まりはまだ帰宅する準備をしているようだけど、いつものように圓まどかさんがべったり手て毬まりにくっついていない。

　おそらく、今日もお仕事か何かで先に帰ったのだろう。

　やっぱり。

　やっぱり──僕も寂しかったのだと思う。

　僕は手て毬まりに声を掛けずにはいられなかった。

「手て毬まり、今日は一人なの？」

「あ、うん。かるたんは仕事だって。こまも配信がーって先帰っちゃった」

　僕の声に反応して、まだ席に座っている手て毬まりが僕の方を向いてくれる。

　幼おさな馴な染じみ眼アイを僕は発動した。うん、暇だな！（願望）

「じゃあよかった。よかったら、付き合ってくれない？」

「つつつつつつ付き合う!?」

　ん？

　いや、そんなに驚く程のことを僕は言ったか？　ああ、僕の言い方が悪くて「よかったら、キムチってくれない？」に聞こえたのかな？　それは驚くなぁ。

「いや、一緒にカラオケ行ってくれない？　って話なんだけど」

「いいいいいっしょにカラオケ!?」

　んん？

　いや、そんなにびっくりすることを僕は言ってるのか？　ああ、僕の言い方が悪くて「避暑地に奈良漬け持ってってくれない？」に聞こえたのかな？　それは嫌だもんなぁ。

　なんて。

　冗談はさておき。

「いやいや、何をそんな驚くことがあるのさ。久しぶりに一緒にどうかなーって」

「え、え、えっと、そうだよね……いや、でも、驚くでしょ。ハルと一緒にカラオケって……何年振りよ……！」

「たしかに。んー……３年振りくらい？」

「３年１５１日振りね」

「へー。ゲットだぜ！」

「何を!?　１５１に引っ張られないで！」

　それに今は９０５、ハルは初代で止まってるの!?　と、手て毬まりに怒られた。

　詳しいな……まあ手て毬まり好きだもんなぁ。新作が出たら絶対プレイしてるみたいだし。

　僕の知識は手て毬まりの言うとおりスマホ５台くらい持って自転車で爆走しなきゃいけないゲームだという──完全に間違っているであろう知識しかない！

　僕、あんまりゲームはしないからなぁ。

　というか普通に流したけど、手て毬まりその日数正確に覚えてるのか!?

　すごいな。

「まあ、そういうことでお暇なら一緒にどうかなって」

「あ。う～ん……まあ、遅くならなければ大丈夫、だけど……」

「何か用事？　買い物とかだったら先に手伝うけど」

「ううん、ちょっとね。……パパのお手伝い、的な？」

「あぁ、なるほど。大丈夫大丈夫、僕も夜バイトだし、そんなに遅くまでじゃないよ」

「……うーん。うん！　じゃあ、ご一緒……しようかな？」

　と手て毬まりは逡しゆん巡じゆんのあと、恥ずかしそうに一つ頷うなずく。

「おー！　やったー！　一人じゃね、ちょっと寂しいな～～～ってところだったんだよ！　ちなみに、たぶつきの曲しか歌っちゃダメなんでよろしく!!」

「えっ!?」

　ぎょっとする手て毬まり。

　さっきの驚いていた手て毬まりより数倍驚いた顔だ。

　いや、そんなに驚く程のことを僕は言ったか？

　こいつ、たぶつきしか歌わない!!　ってわかってそうなもんだけど。

　ん。

　そういえば僕がたぶつきのファンになってから手て毬まりと一緒にカラオケに行ったことは一度もないのか。なるほど、それなら驚いても仕方ないか。

「そ、それって、あたしも……？」

「うん！　ほら、あと１ヵ月で神ライブじゃん！　その日に向けてね！」

「いや、でも……じゃあ、それなら他のファンの人と……」

「いやいや、手て毬まりしか頼める人いないんだよ！　僕は同担拒否マンだし！　他のファンの友達は──いない！」

　僕は手を合わせて手て毬まりを拝む。

「……あ～……うーん……でも……ほら、ハルのderellaデレラのイメージ壊すかもだし……別の歌だったら……」

「いや手て毬まりめっちゃ上う手まいし、たぶつきの曲、完璧に歌えるでしょ!?　てか、愛があれば大丈夫！　derellaデレラのことは好き？」

「うん、それは……好き」

「じゃあ大丈夫！　行くよね？　ね？」

「かしこ……ま～～～もう！　わかった、行く！　行くからあたしを拝まないで!!」

「おぉ、やはり神！　いや、ごめん、神はderellaデレラだから、手て毬まり様！　ありがとうございます！」

　僕は姿勢を正し、２礼２拍手１礼する。

　手て毬まり様は──

「ま、まあ？　ハルが願うなら、あたしはハルのお願いをなんでも叶かなえてあげましょう」

　立ち上がって髪をかき上げ、神のように仁王立ち。

　ノリノリだった。

　僕の幼おさな馴な染じみはノリが良いい！





＊　＊　＊






　２回目の、というわけで。

　僕と手て毬まりは家の近くにあるカラオケ店に来ていた。

　２時間。延長なし。丁度いいくらいの時間だろう。

　個室に入りソファーに座ると、眼の前には手て毬まりが座っている。

　その光こう景けいを見たら。

　昔はホントよく手て毬まりとも来ていたな──と、とても懐なつかしくなった。

　お互い歌うのが好きだったし、あの頃はこんな感じでよく歌いに来てたのになぁ。

　なんであんまり一緒に来なくなったんだろ？

　やっぱりずっと一緒のクラスじゃなかったからかな。そういう意味では一緒のクラスにまたなれてよかったなと思う。

　へっへっへ、これからも寂しいときは手て毬まり、誘っちゃお。

「なんでそんなニヤついてるの？　歌わないの？」

　一人ボーっと昔を懐なつかしんでいたら、手て毬まりが訝いぶかしむような眼めで僕を見ていた。

「え、ああ、ごめんごめん。……てか、手て毬まりもなんかそわそわしてない？」

「な!?　べ、別にそわそわしてないし!?　……でも、ほら、ハルとカラオケ来るの久しぶりだから……」

「だよなー。僕もなんだかちょっと懐なつかしくてね。色々思い出してたんだよ。カラオケ点数バトル手て毬まりに勝ったことなかったなぁとか」

「……ふーん。でも、早くしないと時間なくなっちゃうよ。はい」

　と、素っ気なく手て毬まりがデンモクを手渡してくれる。

　僕はデンモクを受け取って、すぐに『たぶつき』の楽曲に眼を通す。よし、全曲あるな！

　さて、ここからはたぶつきオンリーカラオケセトリ予想大会だ。ライブ１曲目は何を唄うだろうか──ちょっと手て毬まりにも訊きいてみようかな。

「手て毬まりはライブ１曲目何を唄うと思う？」

「え？　ああ、今度のライブのセトリ予想ね。……う～ん、なんだろう。やっぱり盛り上がる曲じゃない？　『Kinki for Joy』とかじゃない？」

「おぉ！　いいねー！　たしかに最初から盛り上がるなら『Kinki for Joy』はめっちゃあり！」

　ふふ、と僕は小さく笑う。

　やっべ、すごい楽しい～～～!!

　こういう話をやっぱり僕はしたかったんだ。手て毬まりが今日来てくれてよかった。

「ハルは何予想なの？」

「いや、聞いてくれます？　めっちゃ語りますよ」

「……慣れてる」

「ですよね～～～！　いやね、ホント悩みました。初ライブですよ。たしかに手て毬まりの言う通り、最初から盛り上がる曲ということで『Kinki for Joy』は大賛成。大賛成なんだけど、初ライブだし──ということで、メジャーデビュー曲の『Girls General Galaxy』通称３Ｇが来るんじゃないかと考えました。あ、３Ｇって電波のことじゃないよ」

「それくらいわかるわ！　……でもあたしのガラケーそろそろ使えなくなると思うと悲しい」

「手て毬まりもスマホでしょ!?」

　僕がそう言うと手て毬まりはへへっと笑う。

　何故そんな小ボケを!?　いや、まず先に僕がどうでもいいことを言ってしまったからだけど、手て毬まりがボケるなんて珍しい。何かあったのかな!?　めちゃくちゃ心配になってきた。

　ここは手て毬まりから色々聴取が必要じゃないだろうか──でも、今は『たぶつき』の話。

　脱線したいけどスルーするっ……!!

　スルーするっ!!

「……いやまあ、だから３Ｇは言わば始まりの曲でもあるから──と思ったんですよ。でもね。僕は違うという結論に至りました」

「違うんかい」

「はい！　違うのです！　derellaデレラって結構お茶目なとこ、あると僕は思うんだよね。ファン想いとうか。びっくりさせたい！　みたいなとこがあると思うんですよ。だから僕の結論は──新曲です!!」

「……へ～。あぁ、ハルの推し曲だもんね『春はるは永ながく。』」

「いや、『春はるは永ながく。』は勿もち論ろん私信すぎて大好きなんだけど、そもそも大好きな曲しかないけど、この曲は最後かな？　アンコール前最終曲だと思うんだよ～！　つまり最初の曲は完全!!　新曲!!」

「……なるほどね～。ライブ用の新曲かぁ。なんだかハルが熱く語るからセトリ、あたしも気になってきちゃった」

「ふっふっふ、絶対当たってるから見てろよ見てろよ～！　というわけで、１曲目は完全新曲だから２曲目の予想になります！　手て毬まりは何予想？」

「あ～、うーん。じゃあ初期曲の『シフク*メイデン!!』とかかな？」

「手て毬まり!!　天才！　僕の予想も『シフク*メイデン!!』だ!!」

　僕はそう言って『シフク*メイデン!!』の予約を入れた。

　マイクを手に持ち立ち上がり──僕は熱唱する。

「どれがいいかな　どれがすき　シフクの時間～♪　こたえはないけど　こたえたい～♪」

　歌いながら、好きの気持ちが溢あふれ出てきた。

　いやぁ、やっぱ、たぶつき、最高、好き…………………………。

　僕の熱唱が終わると、ぱちぱちと拍手が聞こえた。

　手て毬まりの拍手。どこか驚いたご様子。

「え、いや、ハル、前からめっちゃうまかったけど、うまくなりすぎじゃない!?　あたし、普通に聴き入っちゃった……。『歌ってみた』の新しい動画全然あげてなかったからハルの歌、ちゃんと聴くの久しぶりだし……」

「マジ!?　嬉うれしいな～～～！　そういや、全然あげてないもんなぁ。手て毬まりに褒められたし、また動画あげよっかな～!?」

「……うん！　いいと思う！」

　手て毬まりにしては珍しく食いついてきた。

　自己満足のためにあげてた動画だったし、再生数とか全然だし別にいいかなと思ってはいたけど。そういえば昔、１回だけ戯たわむれに配信で『歌ってみた』やったとき一人だけめっちゃコメントくれた人いたな。あれはありがたかった。

　そういう人が一人でもいてくれるなら、ありか。

「考えとくよ！　でも最近ギターの練習は全然してないからなぁ──いや、しろよ！　って話なんですが……。まあ毎日お風ふ呂ろで一人カラオケしてる成果はあったってことだ。これもderellaデレラへの『愛』!!」

　僕はキメ顔で胸を張る。

　お風ふ呂ろカラオケ──至福の時間だ。『シフク*メイデン!!』だ。

　ちなみに『シフク*メイデン!!』のシフクは至福と私服が掛かっていて超エモい曲なんですよ。

「あはは。……なんだか、ホントに懐なつかしいね。小さい頃からよくカラオケ一緒に来てたもんね」

　手て毬まりがしみじみと話す。

「ん？　あぁ、小さい頃、光ひかるさんによく連れてきてもらったもんな」

　光ひかるさん──手て毬まりのお父さんがカラオケ大好きで、昔はほぼ毎週のように僕と手て毬まりを連れてってくれたんだよな。

　今は仕事が忙しいみたいでそういうことは無くなってしまったけど（手て毬まりと僕が大きくなったからというのもあるだろう）、楽しかった僕の思い出の一つだ。

　そのおかげで僕もずっと歌や音楽が好きだったわけだし。

　derellaデレラに出会えたのもそういう経験があったからだろうし、光ひかるさんへの感謝は尽きない。

「……あたしね、昔からずっとハルの歌が好きだったんだよ」

　手て毬まりが急に、恥ずかしそうにそんな話をした。

　続けて──

「あたしもハルみたいにうまく唄えたらなぁってずっと思ってたんだけど、やっぱりハルの方がうまいな」

　と言う。

　僕としては、手て毬まりの方が昔から僕なんかよりずっと上う手まかったんじゃないだろうかという疑問しかないのだが……？

　僕の方こそ小さい頃「いや、手て毬まり、上う手ますぎるやろ……天才か？」と、憧れていたんだけど。

「そうかな？　僕としては手て毬まりの方がずっと上う手まかったと思うけど……さっきも言ったけどカラオケ点数バトル勝ったことないし」

「歌は点数じゃないと思うけど……あはは、ごめんごめん、変な話──しちゃったね。なんかホント懐なつかしくて、つい」

「いやまあ、ホント久しぶりだもんね！　わかるわかる。まあ、上う手まい上う手まくないはどうでもいいけど、それなら久しぶりに勝負しよう！　カラオケ点数バトル！　次、手て毬まり！　勿もち論ろんたぶつきオンリーだ☆ぞ!!」

「ふぇっ!?」

「順番的には次、手て毬まりでしょ。勿もち論ろん勿もち論ろんセトリ予想もしてくださいよっ！」

「え、え～……いや、セトリ予想は参加するけど……いいよ、あたしは。ハルが歌ってるの、聴いてるだけで楽しいし」

「そんなこと言わずに歌ってくださいよ、手て毬まりさん～。わざわざコンビニでお水も買ったじゃないですか。歌う気あったんでしょ～？」

「ぐ……いやぁ、これは……フリードリンクって、ほら、ちょっと苦手で……」

「そんな～！　僕も手て毬まりの歌、久しぶりに聴きたいな～！」

　カラオケ強要パワハラみたいになってしまったが、まあいい。

　僕も手て毬まりの歌を久しぶりに聴きたいのは本音だし。

「わ、わかったから！　拝まないで！」

　そうです──途中からずっと拝んでいました。

　お願いされたので、やめる。

　はあ、と手て毬まりは深い溜ため息いきを吐つく。

「……イメージ壊したらごめんね」

「ご謙遜を！　てか、僕のderellaデレライメージが壊れることは絶対ない！　で、３曲目は何予想？」

「……う～ん、じゃあ『マシロ・ハート・ダイアリー』かな」

「うぉぉぉぉ！　ありあり！　ありありなんだけど、僕とは予想が違っちゃったな！　ちなみに僕は連続初期曲予想で『ピピ未来みらくる／ヒロインモード』予想！　いやでも手て毬まりの『マシロ・ハート・ダイアリー』聴けるのは最高なので予約入れさせて頂きましたっ！　ぽちちっとね」

　流れ始めるイントロ。

　いや、僕、この曲、ホントにダメなんですよ。イントロ聴いただけで泣きそう………………。

　泣かないために──僕はカバンからキンブレを６本取り出して手に装備した。

　バルログ持ちである。

「なんでキンブレ持ってきてるの!?　てか、この曲そんなカラフルなサイリウム振る曲じゃないでしょ!?」

「ふっ、僕はいつもこの曲、最初からＵＯウルトラオレンジ折ってるよ」

「なんで!?」

「ほらほら、歌、始まるよ！」

「て……ぇぃㇰぉㇷ～♪」

「声めっちゃ小っちゃ!?　いつもの大声どこ!?」

　歌っている途中だけど、思わずツッコんでしまった。

　失敬！

　いやでもツッコまずにはいられなかった。昔はこんな歌い方じゃなかったし。

「だ、だって……」

　珍しく緊張でもしているのだろうか？

　まあ久しぶりだもんな。

「…………仕方ない！」

　僕はそう言って、キンブレを振りまくる。

「手て毬まり～！　いっくぞぉー！　てーまりっ！　ハイ！　てーまりっ！　ハイ！」

　と、僕はコールを入れる。

　勿もち論ろんそんなコールは存在しないのだが。何度も言うが、そもそもそんな曲ではないので。

「お～！」パンパンと手拍子！　「お～！」パンパンと手拍子！　僕は踊り狂う。

　すると──

「……あはは、なにそれ」

　と、手て毬まりが笑ってくれた。

「緊張はほぐれた？　僕は手て毬まりの歌を待ってるよ！　サビからよろしく！」

　僕がそう言うと手て毬まりは小さく頷うなずいた。

「……へ、変でも……笑わないでね……？」

「おう！」

　そして。

　そのサビからの歌唱は圧巻だった。

　いや、多少「？」と思うところもあるけど。

　何な故ぜかめちゃくちゃこぶしをきかせてるし。手て毬まりさん──そんなキャラだったか？

　立ち上がっちゃってるし。眼め瞑つぶってるし。

　そんな手て毬まりを見て──このままノリでキンブレ振りまくろうと思ってたけど、僕の手は完全に止まってしまった。

　手て毬まりのキャラ変にびっくりしたというのも多少あるけど、それよりも──昔より遥はるかに手て毬まりの歌が上う手まくなっていて、僕も手て毬まり同様、聴き入ってしまったのだ。

　いやまて。

　derellaデレラくらい上う手まくない？

　声は全然違うんだけど、ブレスの仕方とか抑揚のつけ方とか似ている気がする。普通にびっくりしてしまった。

　歌が終わり、採点が表示されたけど、前半ほとんど唄ってなくて（なんなら僕の馬鹿なコールがマイクに乗って邪魔してるくらいだ！）点数は伸びなかったが、僕の心採点では１００点満点だった。ちなみにderellaデレラ歌唱の『マシロ・ハート・ダイアリー』は１００万点です。

「あはは、やっぱり点数悪いね」

「…………手て毬まりさん、手て毬まりさん」

「え？　なに……？」

「ちょっと語っていい？」

　僕がそう言うと手て毬まりはきょとんとした。

「う、うん？　うん、別にいいけど……」

「はっきり言わしてもらうけど──上手すぎるんだが!?　そりゃ小さい頃から上う手まかったけど、その時より数百倍上う手まくなってるじゃん!?　確実に僕なんかより上う手まいし──え、待って。derellaデレラくらい上う手まくね？　って普通に聴き惚ほれちゃったよ。いや、ごめん、そこは正直derellaデレラの方が上う手まいです。僕はderellaデレラ信者なので、それはね。いやでも、マジで手が止まっちゃったよ。キンブレ、ガンガン振ろうと思ってたのに。あと、derellaデレラに声は似てないけど、歌い方似てないっすか!?　あれか!?　歌い方似せる系か!?」

「……いや、全然似てないと思うけど……」

「似てる！　僕が保証する！」

「似てない！」

「似てる！」

「に、似てるかボケーっ！　あーもう、次ハルでしょ!?　唄わないの!?」

「む。それは唄います」

　引ひき際ぎわのいい僕。

　この辺はよく心得ているのだ。これ以上しつこく言うと手て毬まりは泣くので。僕は手て毬まりを泣かせはしないのだ。

「……おい。あたしは泣かない」

「僕の心の中を読みすぎでしょ」

「いや、だって『やれやれ。これ以上は泣くからやめとこ』みたいな顔したもん！　わかるもん！　てか、大昔の話じゃん。幼稚園のときの話じゃん！　もう今は泣かない！　今は日記に『ハルに虐いじめられた。もぅマヂ無理。病も』って書くくらいだから」

「……嫌すぎる」

　ありそうでない感じの絶妙なところをついてきたな。手て毬まりの成長を感じざるを得ない。ちゃんと僕に反撃のダメージを与えてくれるじゃないか。

「ふふ、冗談冗談。……ところでさ」

　手て毬まりはそこで一呼吸置いてから、笑顔で、おどけるように言う。

「derellaデレラとあたしの歌──どっちが好きだった？」

　あれ？　これまだ反撃ターンかな？

　いや、でも、手て毬まりの雰囲気からはそういう感じではない（幼おさな馴な染じみなのでそういうのは雰囲気で感じたりできるのだ！）、単純に訊きいてみたといったところだろうか。

　それなら──と、僕は正直に答えた。

「derellaデレラの歌!!」

「あはは、即答だ。……そりゃそうだよね。変なこと訊きいちゃった。ごめんごめん」

「ん～、いや手て毬まりの歌ってずっと僕の憧れなんだよね。手て毬まりみたいに上う手まく唄いてぇって昔から思ってたから。だからジャンル違いというか。勿もち論ろん好きか嫌いかって話なら大好きだけど」

「……………それはあたしもなんだけどな……」

「ん？」

「あはは！　ありがと！　あたしもハルの歌好きだよ！　てかハル唄わないの？　じゃあ、あたしが次も唄おうかなー」

「お？　急になんかやる気になったっすね！　いいねぇ！　でも!!　次は僕の番だ！　僕のセトリ４曲目予想は──『マシロ・ハート・ダイアリー』!!　ってことでぽちちっとね。それから、はい」

　と、僕は手て毬まりにキンブレを渡す。

　そしてマイクを持って立ち上がり──キメ顔で言う。

「応援よろしくっ！」

「え!?　いや、え!?　だから絶対この曲そんな曲じゃないけど!?」

　なんて。

　なんて言いながらも手て毬まりはちゃんとカラフルな色のキンブレを両手で振ってくれた。

　まあ、ホントにそういう曲ではないんだけど──昔のように楽しく、手て毬まりが楽しそうにする笑顔を見ながら唄うことが一番楽しかったことを僕は思い出す。

　それが──僕が音楽を始めたきっかけでもあるわけだし。

　音楽を好きになったきっかけだ。

　手て毬まりの歌も久しぶりに聴けてよかった。

　昔からだけど、僕より全然上う手まくて、ちょっと歌い方は変わっていたけど、やっぱり好きだし、憧れる。僕も負けてられないなと改めて思う。

　というか、たぶつきの歌だけは普通に負けたくない。

　今日、偶然ではあったけど手て毬まりを誘って本当によかった。

　図らずも、いや、やはりと言うべきか──初ライブという神イベントの１ヵ月前という記念すべき日から１日たった今日は大切な日となった。

　……ちなみに、僕の『マシロ・ハート・ダイアリー』は途中から僕が号泣しはじめたので50点というダメダメな数字を叩たたきだしたのだった。

　ちなみにちなみに。

　手て毬まりは僕の号泣に引いてた！

　やったぜ！（？）





＊　＊　＊






　３回目の、というわけで。

　僕と手て毬まりはたぶつきオンリーカラオケを２時間たっぷり楽しんだ。久しぶりのカラオケはとてもよかったので次回開催も期待される──そんな話をしながら、手て毬まりとは文字通りお互いの家の前で別れた。

　軽くご飯を済ませてからバイトに行く準備をしていたら、ＬＩＮＥが届く。

　誰からだろうと思いスマホを見ると──その名を見て、僕はその時飲んでいたお茶を盛大に吹き出してしまった。ゲホゲホとめちゃくちゃ咽むせる。

　いやいや……え……こわ……なにごと……!?

　というか、僕、ＬＩＮＥの友達には入ってなかったはずなんだけど……。僕のこと、友達だと思ってくれてるのかな……？　クラスグループを作ってるから、そこから個別に送ってきたのだと思うけど。

　登録名は『かるた』。

　そう──圓まどか歌か留る多たさん。

　勿もち論ろん、今までＬＩＮＥなどしたことがない。

　恐る恐る僕はメッセージを見ると『直接話したいことがある。明日面つらかせ』とあった。

「こっわっっっ!!」

　思わず声に出てしまった。

　えー……なんだろう……ていうか、なんて返せばいいんだろう……。

　僕は仕方なく──可か愛わいいＯＫのスタンプで返しておいた。

　可か愛わいいスタンプなら和むかなと思って。

　数秒で既読がつくとすぐに「死ね」と返ってきた。

　……仕方ないので僕はもう一度同じＯＫのスタンプで返してみた。

　…………。

　さすがに返事はこなかった。
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「はあああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　天国と地獄のような１日だった。

　トリップできちゃう。

　練習の時間まであまりないけど、あたしはベッドに倒れ込み、少し休憩する。

　休憩しないと色々身が持ちそうにない。

　はぁ、とあたしは天上を見ながら一ひと息いき吐ついた。

「楽しかったなぁ…………」

　と、あたしは声に出して呟つぶやく。

　本当にめちゃくちゃ久しぶりとなってしまったハルとのカラオケだ──楽しくないはずがなかった。いや、楽しいだけではなかったけど。天国と地獄。

　ずっとバレないかドキドキしてた。

　妙にハルが「似てる！」と食い下がってきたときはかなり焦あせってしまったけど、どうやらバレてはいないと思う……ホント地獄のような時間。

　derellaデレラの時とはめちゃくちゃ声色を変えてるし、絶対にバレないと自信を持っていたけどハルとは長い付き合いだし、もしかしたら横で唄えばバレてしまうのではないか──と、少しだけ考えてはいた。

　その時どうするかは……正直、全く考えてなかったので本当にバレなくてよかった。

　そういう意味では天国の比率が高いかもしれない。

　ハルにあたしの歌を褒めてもらえたし。

　ホントに──本当に嬉うれしかった。

　ずっとハルみたいにうまくなりたくて、いつかハルと一緒に唄いたくて、今までずっと唄ってきたけど──ハルはあたしなんかの歌よりderellaデレラの歌が絶対好きだと思っていたから。

　ほんのちょっとだけ報われたような気持ち。

　まあ──どっちの歌が好きかの問いには負けてしまったけど。

　負けたというか、はぐらかされてしまった感じではあるけど、それもハルなりの優しさから出た言葉だと思う。

　憧れ、ね。

　それは本当にあたしの方こそ──なんだ。

　小さい時からハルやパパ、友達に「手て毬まりは歌が上う手まいね」と褒められていた。そんなこともあってあたしは唄うことが好きだけど、ハルよりうまいなと思ったことは一度もない。

　ハルの歌にはいつも敵かなわないなと思わされる。

　今日もそうだった。

　ハルは自分より上う手まいと褒めてくれたけど、ハルは──ハルの歌は想おもいがたくさん伝わる。

　好きが伝わる。

　derellaデレラのことが本当に好きなんだろうなという想いが伝わる歌。

　小さい時も、その歌のことが大好きなんだと伝わる歌をハルは唄っていた。

　だからハルの歌は心に響く。これはパパもよく言っていた。

　たとえカラオケの点数が悪くても（号泣し始めたときは流石さすがに引いたけど）、心に残るのだ。

　あたしもそんな風に歌いたいとずっと願っている。

　だからハルみたいにうまくなりたくて、ハルと一緒に唄いたくて、あたしは毎日唄って──そしてderellaデレラになったことを思い出す。

　derellaデレラとして唄っているときは、そのことを大切に唄っているつもりだ。

　だからハルにも届いたのかな？　それだったら嬉うれしいな──なんて。

　久しぶりにハルの歌を聴けて改めて思う。

　正確には３年１５１日振りに聴けて改めて思う、だ。




　あたしは本当にハルの歌が好き──。




　また歌ってみたの動画もあげてくれるみたいな話もしてたし、めっちゃ楽しみっ!!

　……実は今もハルの動画の再生数を上げている犯人の一人はあたしです。

　ふぅ。

　さっきハルの歌をたくさん聴いたからかな？　今とても唄いたい。

　ハルのように唄いたい。

　ハルに──今はハルだけじゃない。たぶつきの歌を聴いてくれた人みんなに、たくさんの気持ちを届けたい。

　そう思うと──

「よぉぉぉぉしっ！　がんばろぉっ！」

　あたしはベッドから身を起こし、気合いを入れる。

　ちゃんと、たくさんの人に想おもいが届くように──練習、いってきます。
















「場合によっては──春はる永ながを殺してわたしも死ぬ」

　唐突にそんなことを言われた。

　まるで僕が浮うわ気きをしてその浮うわ気きがバレたようなシチュエーションだが……残念ながら僕は、浮うわ気きと不倫だけは絶対に許さない人間だ。

　ぜ～～～っっったい！　derellaデレラ単推し！

　昨今の『推しはいくら増えてもいい』という論調に異を唱えたいくらいだ。

　推しは増やすものじゃあない──一番の推しに全力を出すんだよッ、と。それ以外は諦あきらめるんだ。おまえの推しはハーレムを認めてるのか？　違うだろ!!　おまえの推しは自分だけを見て欲しいとホントは思ってるだろ!!　なら──それに応えろよ!!

　と、僕は唱えていきたい。

　閑話休題。

　本日もやります──今日は神ことderellaデレラが属する音楽ユニット『たぶつき』のライブまで残り28日となった４月12日。日曜日。

　本来なら部屋でたぶつきの曲を聴きながら、『認知を貰うためにどうするか』をゆっくり思案したあと、バイトに勤いそしもうと思っていたのだが、そうは問屋が卸さなかった。

　昨日、圓まどかさんから『明日面つらかせ』とＬＩＮＥが来ていたけど、それ以降追伸もなかったので月曜日学校で話すのかな、なんて思っていたら──圓まどかさんは何のアポも取らず、お昼過ぎ、僕の家に突然来た。

　たしかに可か愛わいいスタンプでＯＫはしたけど。

　マジでびっくりした。

　しかも、いつもは真顔というか、僕に対しては限りなく仏ぶつ頂ちよう面づらと言える圓まどかさんだが──今日はすでに鬼の形相をしていた。

　マジで恐怖。

　しかもしかも、うちのマンションはオートロックなので１階でインターホンを鳴らさないとマンションの中に入れないはずなのだが──何な故ぜか圓まどかさんは５階星せい地ち家のインターホンを直接鳴らし「圓まどかです。今、春はる永ながの家の前にいるの」と誰がインターホンに出るかもわからない状態でそう言うのだった。

　メリーさんかな……？　怖すぎる。

　というか、インターホン、出たのは僕なんだけど僕の親だったらどうしてたんだろう。僕がバイトに行ってたらどうしたんだろう。

　ちょっと気になる……。

　それから、僕が玄関を開けると「来た。今すぐ入れなさい。証拠隠滅は罪だから時空犯罪としてわたしのマネージャーを呼びます」と僕の部屋の掃除も許さぬご様子。

　というわけで。

　僕は何の心の準備も出来ず、圓まどかさんを僕の部屋に案内することとなってしまったのだった。

　そして圓まどかさんに冒頭の「春はる永ながを殺してわたしも死ぬ」と言われたわけなのだが。

　いやぁ……。

　殺されなくても気持ち的にはすでに死にそうなんだけど……。

　ちなみに僕の部屋に入った瞬間、圓まどかさんは「……引くわ」と言った。

　さすがに昨日みたく、やったぜという気持ちにはならなかったし、なんならそれに関しては同意するので（僕も初めて初はつ己みの部屋に行った時はちょっと引いた。でも感動した！）圓まどかさんの初手悪態も僕は華麗にスルー。

　そんな圓まどかさん──さすが人気モデル、私服がとてもオシャレだった。

　芸能人っぽい黒のキャスケット、普段はつけてない丸メガネにマスク姿を玄関で見たときは思わず「これ、文春されるんじゃ!?」と焦あせったくらいだ（相手が僕じゃ絶対されないけど）。

　ブランドとかはさすがにわからないけど──黒のショートジャケットと黒のプリーツスカートのセットアップコーデ、網目の大きい黒のタイツ、真っ黒なのにとてもオシャレだなと思いました（小学生みたいな感想）。

　ちなみに僕は普段通りジャージだ。横に並ばないでほしいですね。

　まあ、現在は対面してるわけだけど。

　僕がベッドに座り、圓まどかさんは──僕の勉強机に座っている。

「ここ、座ってもいい？」

　と、聞かれたので断る理由も見つからなかったし許可したのだけど、肝が据わっているというか、初めて来る場所の、しかも人の机の上に座るなんて……！

　机に座るのが好きなのかな？

　というか、１周回ってちょっと圓まどかさんに興味が湧いてきた。奇抜な人への好奇心といった感じ。元々苦手というだけで嫌いではないし。

　まあ、僕はそんな人に鬼の形相で無理心中を宣告されているわけだが……。

　よし。心の準備はできた。

　圓まどかさんが机に座ってから唐突に口にした「春はる永ながを殺してわたしも死ぬ」という言葉に対し、ようやく僕は反論する。

「……圓まどかさんに人殺しはさせない！　それに僕は死なない！　何な故ぜなら、この胸にderellaデレラがいる限り──この僕は無敵なんだから！」

　途中から何ど処こかで聞いたことのある台詞せりふになってしまったけど、いつも通り（？）和むかなと思って僕は言ってみた。

　まあ、この辺はお約束というか、僕的にもワンクッション無いと圓まどかさんとは喋しやべりにくいので。

　しかし、やっぱり圓まどかさんには通じなかったようで、イラついた表情でチッと舌打ちをし、

「これ、なにかわかる？」

　と言って、ずっと肩にかけていた黒くて長い筒を手に取った。

　家に圓まどかさんが訪れたときからずっと気になっていた筒だったけど、それに触れるどころではなかったので割愛していたのだが、何かは全く見当つかない。

「雑誌『KADOMATU』って名の通り、和を一応コンセプトにしてるのね。その時撮影で使ったものなんだけど、わたし気に入られちゃったみたいで。持ち主の人にあげるってもらっちゃったの」

　言って、圓まどかさんは長い筒から鞘さやに入った──おそらく日本刀を取り出した。

　えぇ……？　まじ……？

「本気の真マ剣ジよ。真剣だけにね」

　圓まどかさんは刀を少しだけ抜き、刃の部分を光らせ、僕に見せつける。

　ギャグなのか真剣なのか難しい判断だ。

　手て毬まりから聞く圓まどかさんの印象はかなりお茶目な人のはずなのだけど、僕に対しては判断がつかない。さすがに本当に切りかかってはこないと思うけど……あまり怒らせないようにしよう。

「春はる永ながは無敵らしいけど、わたしのオリジナル呼吸なら殺せる」

「えぇ……恥ずかしいからやめた方がいいですよ……」

「瓩キログラムの呼吸──」

「キログラムの呼吸!?」

「拾じゆうノ型──千せん千せん瓦が添てん」

「ちゃんと漢字の覚え方になってる！」

　いや、やっぱり面白い人なんじゃないのか、この人。

　また柄にもなくツッコんでしまった。

　面白いのでもう少し続けて欲しいところではあるけど……これ以上やってると、いつまた怒りの地雷を踏むかわからないし……。というわけで僕は恐る恐る本題に移行する。

「え、えっと……本日はどのようなご用件で……？」

　僕がそう尋ねると圓まどかさんは鬼きッと僕を睨にらんだ。

　怖すぎる。

「単刀直入に訊きくけど────単刀直入って言葉、今とても場に即してない？」

「…………」

　単刀直入じゃないじゃん！　ってツッコミ待ちなのかな……さっきはツッコんでしまったけど、僕は圓まどかさんとそこまで親しくないからわからないのでここはスルーする。スルーする！

「単刀直入されたくなかったら正直に答えること。…………春はる永なが─────手て毬まりと付き合ってる──」

　圓まどかさんは、座ったまま前に屈かがみ「──の？」と、問いながら顔を僕に近づけた。

　１歩間違えればキスとか出来ちゃうシチュエーションだけど、僕は１歩も動けない。昨今の性欲皆無かよと言われる事件に対して、またしても僕は異を唱えなければならない。

　このシチュエーションは正に蛇に睨にらまれた蛙かえる。

　……蛇に睨にらまれた蛙かえる大海を知らずで僕はいたかったな。

「あ、え、えっと、なんで？」

　と、尋ねるだけしか僕はできない。

　しかし、そこからの圓まどかさんは様子が激変した。身体からだを元の位置に戻し、顔を赤らめる。

　そして僕をもう一度睨にらんで──

「くっ…………き、き、きのう！　見たの!!　手て毬まりと一緒に、ら、ラ、ラブ、ラブラブホ街から出てくるとこ!!」

　そう圓まどかさんは声を荒らげ、はぁはぁと肩で息をする。

　しかし僕の頭は「？」マークしかなかった。

　いや、僕と手て毬まりがラブホ行くわけないじゃん……。

　そんな不思議そうな顔を僕がしていたのであろう──圓まどかさんは息を荒らげながら「どうなの!?」と言って、机から降りて刀を瞬時に抜き、構えた。
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　死。

　僕がそう覚悟したのも無理はないと思う。

　それ程に──と。

　瞬間、僕はその死線を回避するべく頭がフル回転した。

　死に直面することで得られる体験。よかった……きっと、百余年が過ぎたかのごとく変わり果てた姿にはなってないはずだ。

「あ、あ、あー！　昨日！　カラオケ！　二人でカラオケに行ったんだよ！　あ、あそこラブホの横だもんね！　ウチの近くのカラオケあそこしかなくて──あ、昨日のレシート、証拠、あるある！　ちょっと待って!!　マジでちょっと待って！」

　僕は慌ててカバンに入れていた財布からレシートを取り出す。

　よかった──昨日僕がお支払いして。

　僕がそのレシートを圓まどかさんに渡すと、圓まどかさんは眼めを見開いて凝視する。

　それから、どうやら僕の言ってることが噓うそじゃないと確認できたようで、圓まどかさんは安あん堵どの溜ため息いきを吐つき、よろよろとその場にへたりこんでしまった。

　死からの解放。刀も床に──刺さってるなぁ……（本物と確定した瞬間だった）

「あは、あはは、そう……そう。よかった……」

　圓まどかさんは涙ぐみながら続ける。

「……昨日、手て毬まりに電話したら妙に嬉うれしそうだったし、でも、こんなこと絶対手て毬まりに聞けないし……もし本当に手て毬まりとラブホに行ってたなら本当に春はる永ながを殺してわたしも死んでた……」

「……………」

　僕はどうやら本当に死にかけていたらしい。

　それ程に、圓まどかさんの言葉は真に迫るものだった。

「……まあでも誤解が解けてよかったよ。それに安心して、僕はderellaデレラ一筋だからさっ！」

　僕がそう言うと、圓まどかさんは見上げて、僕をキッと再び睨にらみつけた。

「…………手て毬まりはね、手て毬まりはわたしの大切な人なの！　わたしは別に春はる永ながが誰を好きでも構わないけど──手て毬まり、手て毬まりだけは傷つけたら絶対に許さない」

「え……いや、でも、ほら、今回手て毬まりとはカラオケに行っただけで──」

「──それが変なんじゃぁないの？　ってわたしは言ってるんだけど」

　と、圓まどかさんは僕の反論に割って入った。

　僕の反論が、心底腹が立ったのだろう──そんな風にしか思えないくらいイラ立ちを隠さず圓まどかさんは続ける。

「derellaデレラ一筋？　じゃあ一筋でいるってものが筋なんじゃぁないの？　手て毬まりと遊んでも大丈夫？」

「……いや、手て毬まりは──」

「手て毬まりは、何？　別？　特別なの？　そうやって勝手に特別扱いして、自分は一筋面づらしてるの？　それは都合がいいってもんじゃぁないの？　手て毬まりだって、可か愛わいい、可か愛わいい、可か愛わいい、可か愛わいい、可か愛わいい、可か愛わいい、可か愛わいい、可か愛わいい、可か愛わいい、可か愛わいい一人の女の子なんだけど？」

「…………」

　僕は──圓まどかさんの言葉に今度は反論すらできなかった。

　勿もち論ろん僕にそんなつもりはない。

　傍はたから見るとそう見えてしまうのかもしれないけど……。

　でも僕にとって手て毬まりは──

　そんな何も答えることができない僕を見て、

「どうせ男なんてそういうもの」

　と、圓まどかさんは小さな声で言って「これは──八つ当たり」と続けた。

　そして更に──

「春はる永なががどれだけderellaデレラのことを好きでも──ファンがいてくれるという立場から言わせてもらえばただの一人のファンでしかない。特別なファンなんていない。どれだけわたしにお金を出してくれても特別なファンではない。どれだけわたしのことを好きでいてくれても特別なファンではない。どれだけ逢あいにきてくれても特別なファンではない。どれだけ──」

　圓まどかさんはそこで話を一旦区切る。

　何か言い淀よどんだと思うけど、すぐ切り替えて話を続けた。

「──出待ちされたことはある？　急に声を掛けられたことはある？　春はる永ながみたいな暴走してストーカーになりかねない人間は──正直、怖い」

　そう言われ、僕は咄とつ嗟さに「違う！」と言おうとしたが、僕も言いい淀よどんでしまった。

　圓まどかさんの言葉には噓うそがない。

　それは──圓さんの体験談だ。

　だから──またしても、圓まどかさんの言葉は僕の心にぐさぐさと刺さる。

　でも。

　本当に違うんだ──。

　僕はそんなことない──。

　自信がある──。

　そう言わなければならない。

　しかし、そう言い切れるだけの強さが────僕には無かった。

　僕は何もしていない。絶対に暴走しないと心に誓っている。

　だけど、もしかしたら本当は──他人から見たらとても怖い人間に見えているのか。

　そう思ってしまったのだ。

　今の今まで──僕をそんな風に言う人はいなかった。

　親も。友達も。

　だから僕は大丈夫だと思っていた。変な奴扱いはされたことあるけど、逆にすごいと褒められることもあったくらいだ。

　いや、別に自分をすごいと思ったことはない。

　ただ純粋に好きで──。

　ファンで──。

　応援してるはず──。

　なのに。

「……そういうことだから。春はる永ながの行動が周りにも迷惑をかけるかもしれないの。それで、手て毬まりを泣かせたら──絶対に許さない。春はる永ながを殺してわたしも死ぬから」

「いや、僕は──」

「ちょっと待って！　話さないで！　わたしのてまりんレーダーが反応してる！　そこ!!」

　と、いきなり圓まどかさんは言いだして、眼めをキラキラ光ひからせながらベランダドアを開けた。

　圓まどかさんが部屋からベランダをのぞき込むと、

「や、やほー」

　と、手て毬まりの声だけが聞こえた。

　僕の位置からでは手て毬まりの姿は見えないけど、本当にいるらしい。

　……すごいレーダーだ。僕は全く気付かなかった。

「てまりぃぃぃん！　逢あいたかったよぉぉ！　本当はてまりんの家に行くつもりだったんだけどぉ、間違えて春はる永ながの家のチャイム押しちゃったからとりあえず成敗しとこうかなと思って成敗してたの」

「と、とりあえず成敗……？　へ、へぇ～、上様とて構わぬ！　切れ切れ！　的な……？」

「そうなの～～～！　春はる永ながが上様を名乗る痴しれ者ものだったから……暴れん坊だったよぉ」

「そうなんだ……！」

　言って、手て毬まりがベランダからひょっこり顔を出した。

　とても残念そうな表情で僕を見詰める。

「……うん、痴しれ者ものには間違いないかな？　なんでキンブレ持ってドヤ顔してるの……」

「いや、流れ的にそういう扱いされるかなと思って」

　圓まどかさんと手て毬まりの会話からいち早く次の展開を察知し、怪しい刀を瞬時に隠し、そこに置いてたキンブレを光らせて手に取り、腕を組んで仁王立ちしていた僕を褒めて欲しいくらいだけど。

　まあ、本音を言えば──先日のこともある。

　手て毬まりの前で僕の暗い顔を見せて、また心配させるのもなと思ったからではあるけど。

「さぁさぁてまりん、こんな痴しれ者ものは放っておいて、てまりんの家で遊ぼ！　今日は何する？　ムダ毛処理のしあいっこ？　それとも剃てい毛もう？　それともＶＩＯ脱毛？」

「なんで毛を剃そる一択なの!?」

　そんなことしたことないじゃん!?　と、さらに手て毬まりはツッコむ。

　いや、もっと色々ツッコむ要素あると思うけど。

「ふふふ、冗談冗談。そこの痴しれ者ものが横の部屋でドキドキしてんじゃないかと思ったら面白いじゃない？　ちょっと言ってみただけ。じゃあ、てまりんの部屋で開示請求でもしよっ♪」

「開示請求ってなに!?」

　そんな会話をしながら、手て毬まりと圓まどかさんはベランダから消えていく。

　……めちゃくちゃ話の途中だった気もするけど。

　圓まどかさん的には話は終わったってことなのかな。それならいいのだけど。

　僕の反論は──きっと反論にならなかっただろうし。

　というか、手て毬まりもなんでベランダなんかにいたんだろう。何か用事だったのかな。

　と。

　そんなことを考えていたら圓まどかさん一人が部屋に戻ってきた。

　手て毬まりに見せていた笑顔とは裏腹──いつもの真顔だ。

「わたしの話はさっきの話で終わり。手て毬まりを泣かせばわたしと心中。それだけ。……でも、八つ当たりしたことは──謝らないけど、お詫わびにさっきの真剣をあげます。大事にしてね」

　真顔のままそう言ってから、圓まどかさんは僕の返答も聞かず、またベランダから手て毬まりの部屋に向かったようだ。

「いや……いらないけど……えぇ……僕、銃刀法違反とかで捕まったりしないかな……」

　無駄な悩みが増えてしまった。

　ふう、と僕は息をつき、ベッドに腹ばいで寝そべる。

　…………。

　圓まどかさんの言葉は──いつも僕を惑わせる。

　まあ、迷ってしまうのは自分自身の弱さなんだろうけど。

　自分は、絶対に、厄介なファンじゃない──なんて言い切るのは簡単だ。

　前科もない。

　それは神に誓える、否、神であるderellaデレラに誓える。

　でも──僕のような熱狂的な過激派は、どの分野でも他人から見たら狂気でしかないのだろう。

　だから、圓まどかさんの言ってることに間違いはない。

　正直、怖い──のだろう。それに嫌味も悪意もない、ただの事実だ（……まあ、嫌味と悪意たっぷりな言い方もちょっとしてたけど）。

　だからあそこで言い返しても──きっと、意味はなかったと思う。

　いや、普通に言い返す言葉が僕にはなかった。

　そう──圓まどかさんは「手て毬まりを泣かせたら絶対に許さない」と言っていた。

　僕みたいなやつと一緒に居ると手て毬まりに迷惑が掛かる──困らせるってこと、か。

　その発想は──正直無かった。だから虚を衝つかれ、何も答えることができなかったのだと思う。だって、手て毬まりは僕にとって妹みたいなもので──いや、違う。

　手て毬まりは──僕にとって家族なのだから。

　家族と一緒に居て、遊んでいるだけで迷惑が掛かるなんて思うことは、まあないだろう。

　しかし──圓まどかさんの言うように『手て毬まりも可か愛わいい一人の女の子』ではあるのだ。

　僕以外の人から見れば、僕の家族ではなく、手て毬まりは仲の良いい幼おさな馴な染じみなのだ。

　でも、手て毬まりは。何度でも言う。

　僕にとっては家族で。

　圓まどかさんもそういえば同じようなことを言ってたな。




　僕にとっても大切な人なのだから。




　だから手て毬まりを──困らせたくはない。
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　開示請求も脱毛もしておりません。

　折角の休日なので、じゃあ喫茶店でお茶でもと思い『喫茶ヤギヒツジ』に誘ったのだけど、あたしが迂う闊かつに「ハルも働いてるんだ」という話をしてしまったから（迂う闊かつすぎる）かるたんは「じゃあ、やめよう」となってしまい、結局スタバに行くことになった。

　スタバでフラペって楽しくお喋しやべりしてからブラブラして解散し、帰宅したあたしはいつも通りベッドにダイブした。

　ん～と伸びて、あたしは瞑めい想そうする。

　かるたんにハルの話は正直しにくいので聞かなかったけど、一体何の用事があってハルの部屋にいたんだろうか……？

　まさか告白──という線は、まあ皆無かな……。

　かるたんはハルのことが嫌い──というより、敵だと思っていると思う。

　敵。好敵手なのかも。

　その辺はかるたんに聞いてみないとわからないけど。

　本当は親友と自分の好きな人が仲良くしてくれた方がいいとは思うけど……。現状、難しい感じだ。あたしのせい──でもあると思うし。

　なんとかしたいなとは思ってるけど、今のところきっかけを摑つかめずにいる。

　いや、でも、かるたんからハルの家に行くくらいだし（ハルがかるたんを呼び出すとは思えないし）何か──かるたんの中でいい傾向があったのだろうか。

　じゃあ一体部屋で何の話を……？

　謎だ……謎すぎる……。謎が深まるばかり。

　正直、ハルの部屋に遊びに行こうとしてベランダからかるたんが見えたときは、あまりにも衝撃的すぎて一瞬夢かと思ってしまったくらいだ。

　意外とこのマンションは防音が良いいので（そのおかげであたしが家で歌の練習をしててもハルは全然知らないようだ）二人の会話は全く聞きとれなかったけど、雰囲気だけは感じとれた。

　険悪な雰囲気。

　……自分で言ったけど、いい傾向なさそうだなぁ……。

　う～ん、とあたしは首を捻ひねる。

　というよりもハルが何か一方的に責められている様子だった。

　それは──見えた。

　そしてハルの暗い顔も。

　先日と同じように──また落ち込んでなければいいけど……なんて思うのは止やめにしよう。

　由ゆ羽う希きさんのアドバイス。

『別に下心があってもいい』『恋心にも下心』──そう、これは明確に下心だ。

　でも、ハルがもし落ち込んでたら力になりたい。心配だったら訊きけばいい。

　あたしにも何かできることがあるかもしれないのだ。

　それに現状あたしにはこれくらいしかできないし。

　こないだのように、一人じゃ何も力になってあげることはできないかもしれないけど。

　それでも一緒に話すくらいなら──そう思い、あたしはハルの部屋へ向かう。
















　手て毬まりは僕にとって大切な人である。

　derellaデレラとは違う──圓まどかさんが言うところの特別。

　大切な人──大事にしたい人という意味で、だけど。

　だから、手毬を困らせたくはない。

　僕は手て毬まりに悲しい涙を流してほしくない。手て毬まりのことはずっと守りたい。それはずっと思っていた。

　小さい頃の手て毬まりは今と違ってよく泣く子だった。

　転んでも、一人になっても、僕が少し揶揄からかっても（これは反省している）。

　そんな時、決まって僕が「ダイジョーブのうた」を唄って手て毬まりを泣なき止やませていたのだ。ただ「ダイジョーブ！」と連呼するだけの僕オリジナルの歌だけど、手て毬まりは何な故ぜかそれをとても喜んで聴いてくれていた。

　手て毬まりが泣くと僕が唄う。

　いつからかそれが当たり前になっていた。

　ある時、手て毬まりに聞いたことがある。

　あの歌のなにがいいの、と。なんで泣なき止やんで笑うの、と。

　すると手て毬まりは、

「ハルがうたってくれるから」

　と言った。

　まあ、それならと当時小さかった僕は思って手て毬まりが泣けば唄っていた。

　でも。

　あの日──手て毬まりの母だった人がいなくなった日。

　僕は手て毬まりを泣なき止やましてあげることができなかった。唄ってあげることもできなかった。

　否いな、あの日、手て毬まりを泣かしたのは僕にも原因があると思っている。

　だから僕はあの日から手て毬まりに唄うことを止め、手て毬まりの家族であろう──否、お兄ちゃんであろうと決めた。

　泣きやませる──ではなく。

　二度と手て毬まりに涙を流させないよう。二度と辛つらい思いをさせないように、と。

　それはまあ、贖しよく罪ざいという意味もあるのだろう──と、今になって思う。

　あの時、もし僕が何か行動していたら手て毬まりを救うことができたのかもしれないという贖しよく罪ざい。

　きっと、それはただの妄想で、現実はそう上手くいかないだろうことも今となっては理解できている。でも、どうしてもそう思ってしまうのだ。

　あの時、もし──と。

　僕は知っていたのだ。

　見てしまっていた。

　手て毬まりの母だった人が、知らない男と仲なか睦むつまじく歩いている姿を。

　それがどういうことか幼心には理解するのが難しく──単純に手て毬まりのお父さんの光ひかるさんの他にも仲が良いい男の人がいるんだなとしか思えなかったのだ。

　小さいから仕方なかったのかもしれない。

　とは、あまり言いたくない。

　あの日の手て毬まりを思い出すと、仕方ないで済ますわけにはいかないから。

　あの時、僕が糾弾していたら手て毬まりは泣くことはなかったかもしれない。あの時、僕が光ひかるさんに相談していたら何か変わったかもしれない。今も手て毬まりの母だった人は母だったかもしれない。

　あの時僕が──と、言い出したらキリがないだろう。

　そう。

　僕は何もできなかった。

　手て毬まりを泣かせてしまったのは、僕にも原因がある──と、どうしても思ってしまう。

　今も──思っている。

　だから僕は──僕のことで手て毬まりを泣かすことはしたくないのだ。悲しませることだけはしたくないのだ。

　手て毬まりは優しいから、僕がもし手て毬まりに迷惑を掛けても、きっと許してくれるだろう。

　いや、今も大なり小なり迷惑を掛けていることはある。それは自覚している。

　でもあの日から、泣かすようなことだけはしていないはずだ。

　それはこれからもずっと、それだけは絶対──と。

「いや、うるさ!?　びっくりするんだけど!?　今何時だと思ってるの？　もう日付変わってるんだけど!?」

　ベランダから手て毬まりが耳を押さえながら急に現れた。

　いや、びっくりしたのは絶対僕の方だけど。

　冷静にこんな語りをしているけど、内心びっくりしすぎて逆に冷静になったってやつだ。現に僕は何な故ぜか今、ベッドから飛び降りてダブルピース決めちゃってるもんね。

「そりゃあ、まあ──バイト終わりに月明りだけの中、大音量でたぶつきの曲を聴きたい時もあるよ。たぶん、きっと、今、月の下にいるのは僕だけだ──なんて思いながら」

「……え？　いつもじゃないの？　てか、その恰かつ好こうなに？」

「……ですね」

　僕は恥ずかしいポーズを止やめ、ベッドに座る。

　そうだった。

　いや、たしかに大体僕は大音量でたぶつきの曲を聴いてるけど、今日はまた違った意味で聴いていたのだ。今日は考えごとをしたいとき用のセトリだったし。

　そういえば最近このセトリが多いなと今になって気付く。考えごと、多いのかな、お多感なことで（オタクだけに）──なんて思いながら僕は音を小さくする。

「てか、こんな夜中に来るなんて思ってないから僕の方がびっくりしてるところだよ。びっくりしすぎて悩みごとも吹っ飛んじゃったよ」

　と、自分で言った瞬間「あ」と思った。

　基本が軽口だからこういうところですぐ言葉に出てしまう。そして露骨に「あ」という顔をしてしまったのだろう。手て毬まりも僕を見て「ん」という顔をした。

　やってしまったなあ──と僕が思ったところで、手て毬まりがふぅっと息を吐き、僕の勉強机の椅子に座った。

　手て毬まりは勉強机には座らない。

「……えっと、今日かるたんとなんかあったの？」

　と、月明りに照らされた手て毬まりが僕をじっと見た。

　じっと見て──僕に問う。

「……」

　僕は少し考える。

　手て毬まりがそう聞くということは、おそらくあのお昼の現場を見られていたのだろう。どこまで見られてたかは知らないけど、圓まどかさんが刀を構えてたらさすがの手て毬まりも止めにくると思うからその後くらい──。

　と、すると僕が何も言い返せなかった辺りだろう。

　つまり僕の情けない顔は見られていて、心配してきてくれたといったところかな。

　ありがたい話だ。

　でも、話すか迷う──手て毬まりについて悩んでいたわけだし。

　手毬を悲しませたくない。

　そのために。

　僕の悩みを手て毬まりに言えば、先述の通り手て毬まりは優しいから、きっと「迷惑じゃない。大丈夫だと」言ってくれるだろう。それでは何の解決にもならない。

　結局僕がどうしたいのか──だ。

　いや、でも、勝手に悩んで勝手に決めつけて、手て毬まりと距離を取るのもおかしいというか、それは絶対嫌だし、derellaデレラへの愛を常に叫ばない隠居ファンになるのも今更な気がするし。

　そもそも、絶対無理だし……。

　まあでも手て毬まりのためとなると……それも──う～ん……。

　なんて、うだうだ考えても仕方ないので僕は手て毬まりにちゃんと打ち明けることにする。

　そこからまた考えればいいとも思うし。

「……いやね、圓まどかさんに僕みたいなガチ恋勢はいつ暴走するかわからない怖い存在だって話をされて、それはまあ僕にも当てはまる部分はあって」

「うん、まあ、たまにちょっと暴走してるしね」

「……あ、やっぱり？　いや、だから圓まどかさんには何も言えなかったんだけど──その時、そのことで手て毬まりに迷惑を掛けたら許さないって言われて、どうしたものかなって」

「どうしたものかって？」

「あー……うん、僕としても手て毬まりを困らせたくないし、derellaデレラのガチ恋勢から降りるなんてのも無理だし……って。だからどうするのが正解かな──って」

「…………ハルはどうするつもりだったの？」

「うーん、まあ、それを悩んでたんだよ。どうしたらいいんだろうなって。選択肢としては手て毬まりと距離を置いて迷惑を掛けないようにするってのがあって、でもまあ、それは絶対嫌だなって」

「嫌なんだ。よかった、それされたら絶対キレるとこだった」

「手て毬まりがキレる!?」

　僕、付き合い長いけど手て毬まりがツッコミ以外でキレてるのみたことないんだけど。

「いや、うん、まあだからその案は絶対なしだなって。で、じゃあderellaデレラへの愛を常に叫ばない隠居ファンになるかと思ったけど、きっと無理だろうなって」

「無理なんだ。うん、でも、それはわかる。それに、それはハルじゃないとあたしも思うし」

「でしょ!?　だから、まあ、うん、悩んでました!!」

　僕は声を大にして言う。

　本人を眼の前にして話す内容なのかどうかという疑問もあるが、一人で悩んでも解決しないことは先日のことから自明の理。

　それならと思い、手て毬まりに話したが、果たして手て毬まりは──

「…………………………………………………………………………………………………………」

　長い沈黙。

　の、あと。

「……ちょっとだけ意地悪なこと言っていい？」

「ん？」

「ハル、もうあたしにめちゃくちゃ迷惑掛けてて、あたしはてまりんじゃなくこまりんだよ」

「ふぁ!?」

「昨日だってカラオケ、店員さん居るのにずっと号泣して唄ってるし。あの後、その店員さんがどれだけ変な眼めであたしたちのことを見ていたことか。あはは、思い出したら面白いけどね」

　と、手て毬まりはあっけらかんとそんなことを笑いながら言った。

　それは僕にとってかなり意外な言葉だった。ただ──優しい言葉でもあった。やはり手て毬まりは優しい。僕が傷付かないように言葉を選んでくれている。

　そして、事実だった。

　たしかにめちゃくちゃ迷惑な奴だな……僕……猛省。

「一緒にいると他にも色々あるよー。電車間に合わないから急いでるっていうのに『たぶつき』の曲が流れはじめたら立ち止まって聴き入り始めて電車乗れなかったり、街中でderellaデレラのことちょっと悪く言ってる人がいたら敵意剝むき出しで『derellaデレラ最高だよな～もう歌声が神すぎる』とか大声で言い始めるし喧けん嘩かになるんじゃって心配で、わりと困るかな～？」

「ぐ……！」

　思い当たる節しかない！

　反省します、反省します！

「ふふ、でもね──あたしはそれでいい。ううん、それがいい」

　手て毬まりは僕を見て、優しく微ほほ笑えんだ。

「だってあたしもハルに死ぬほど迷惑を掛けてるし」

「いや、そんなことないけど……」

「そんなことあるよ。いっぱいハルを困らせてること、ある。昔は毎朝起こしに来てくれてたし、あたしがしんどそうだったらすぐ薬買ってきてくれるし、こうしてハルの部屋にいつも勝手に来ちゃうし、それに最近も──」

　まあ色々──と、手て毬まりは小さく付け加えた。

「僕としては、全然それは迷惑でもないんだけど……」

　当たり前というか。それが普通というか。

「そう、それがもう当たり前で普通なんだよ。だからお互い様だし」

「あれ？　僕、声に出してた？」

「そんな顔してた」

「む」

「だからいいじゃん。これからもずっと迷惑掛けてくれれば」

「……ずっと」

「うん。あたしもたぶんこれからもずっと迷惑掛けるし────ハルならそれも許してくれるかなって」

「いや、それは勿もち論ろん許すも何も──モーマンタイ！　どんとこい！　って感じだけど」

「えへへ、ありがと。だからあたしも一緒。それで、いつも通りderellaデレラへの愛を叫んでくれたらいいし」

「いや、う～～～ん……手て毬まりがそう言ってくれるなら僕としても変わらずいられるんだけど。でも、僕、手て毬まりを泣かしたら圓まどかさんに殺されるかもしれないしなぁ」

　今日も死にかけたとは手て毬まりには言えないけど。

　いや、まあ、あれは圓まどかさんなりの威嚇だったのかもしれないけど、眼めは本気の真ま剣じだったしなぁ……真剣も持ってたし。

「もう泣かないよ、あたしは。ハルもそれは知ってるでしょ？」

「……う～ん、まあ」

　もう泣かない。

　約束したのは勿もち論ろん覚えてるけど。

「……かるたんはね、本当にあたしのことを大切に思ってくれてるの。あたしもそれはすごく嬉うれしい。でも、あたしからもちゃんと言っとくね。ハルはあたしを泣かすことだけはしないから大目に見てあげてって」

「それは正直助かる！　まあ、僕としても極力迷惑掛けないようにするし！」

「あはは、無理無理」

　と、また手て毬まりは笑う。

「どうせ号泣するし、グッズじゃらじゃらしてるし、学校にもderellaデレラＴシャツとか着てくるし、derellaデレラのことを永遠と語るし、普通の話しててもderellaデレラの話になるし、カラオケはたぶつきの曲しか歌わないし、わりと横にいるだけで迷惑だよ♪」

「ぐぬぬ……反論の余地もねぇ……なんて迷惑なやつだ僕ってやつは……！」

「…………だから、いいんだよ。迷惑で。あたしには迷惑掛けてくださいよ。あたしだけに。他の人はたぶん許してくれないよ」

「いや、うん、だろうな～とは思うけど……」

「かるたんが言ってることってたぶんそういうことだと思うし」

「そうなのかなぁ……？」

　寧むしろ逆というか。

　手て毬まり以外の人に迷惑掛ける分には関知しないけど手て毬まりだけには掛けるなって感じだ……。

「そうだよ。それに──そうだね、derellaデレラだって、ハルみたいな人がいなくなったら寂しいんじゃないかな」

「え？　寂しい？」

「derellaデレラの気持ちはわかんないけど、あたしだったらハルみたいな存在って嬉うれしいなーって。あ、こんなにも好きでいてくれているファンが一人でも居るんだと思えて。一人でもめちゃくちゃ応援してくれる人がいてくれるなら頑張れると思うし。まあ、勿もち論ろんストーカーとかは嫌だろうけど」

　と、手て毬まりは柔らかく微ほほ笑えんでそう言った。

　やっぱり──手て毬まりは本当に優しいなと思う。

　正直、手て毬まりの優しさに甘えることになってしまうけど、その手て毬まりの優しさには少し甘えてもいいのかなとも思った。

「……そうだよな！　いや、たしかにちょっとやべぇ奴って自覚はあるし、なんならそれを喜んでる部分も多少あったけど……強い気持ちを持って良いファンであり続けたらいいんだよな！」

　そう、結局は──僕がどうしたいのか、だ。

　僕は──

「うぉぉぉぉ！　そうだよ！　僕はderellaデレラのことが好き！　好きすぎてderellaデレラにも迷惑掛けたくないって思ってしまったんだよな……でも、そうだよ。僕がちゃんとファンをしていればいいんだ。僕は何を迷っていたんだ。僕は馬鹿だ。いや、そりゃ勿もち論ろんストーカーとか迷惑行為は絶対しないけど、僕はちゃんと推し続けるだけなんだ！　そして、手て毬まりに迷惑は掛けるだろうけど、手て毬まりを悲しませはしない！」

　自分に言い聞かせるように言う。

　そう──僕はこれからも推す。そして我わが儘ままを押し通す。

　どっちも諦あきらめず、いつか圓まどかさんにも「おまえは大丈夫」と認めてもらえばいい。

　僕はようやく理解できた。

　答えは堂々巡りっぽいけど、僕がやっぱり弱かっただけだった──最初から圓まどかさんにこう言える強さがあれば悩まずに済んだのだろうけど。

　今度圓まどかさんにもちゃんと伝えよう。

「もし手て毬まりを泣かしたら本当に殺してもいいよ。圓まどかさんは僕の代わりに手て毬まりと生きて」──と。

　それに、お礼も言おう。

　圓まどかさんの言葉で──悩んでよかったとも思うから。

　どちらも自分の中で大事なんだと確認できたし、手て毬まりにも迷惑掛けてること謝れて──ないな！　謝ろう！

「手て毬まり！　今まで迷惑掛けてごめん！　そして、今後ともよろしく！」

「え!?　急に何!?　あ、えっと、うん、こちらこそ！」

　手て毬まりはあたふたした後、はぁと溜ため息いきを吐ついた。

「ま、ハルの悩みが解決したみたいでよかったよかった」

「うん！　まあ、まだderellaデレラにどうやって認知貰うかは悩んでるんだけどな！」

「え……まだそれ悩んでたの……？」

「いや、真剣に考えようと思ってた矢先に色々あってね！　常にderellaデレラには真剣でありたいから」

　僕は腕を組んで大仰にうんうんと頷うなずく。

　真剣アピールです。

「はあ……Twitterとかにリプするとかは？　結構本人も見てるらしい──みたいなこと、こまが言ってたけど。本当に認知貰もらえるかはわからないけどね」

「それな！」

　と言って、僕はすっくと立ち上がる。僕のいきなりの挙動に手て毬まりが「何!?」と驚いていた。

　いや、でも、聞いて欲しい。ここに来て僕がリツイートといいねしかしない伏線回収だ。

「ちょっと語っていい？」

「…………どうぞ」

「いや、たしかにリプするってのはファンとして正解な気がする。熱心なファンの人は毎回リプして偉いなって思う。でもな～～～違うんだよ。僕は絶対クソリプするっていう自信があるし、毎回お気持ち表明長文の〆に『大好き！』とか書いてしまう人間になってしまうんだよ。いや、それが悪いってわけじゃないんだけど、僕の中では無しなんだよ。僕のクソリプが全世界に晒さらされるわけ。仮に、もし、僕のクソリプがまとめとかに晒さらされて、こんなアホなファンがいるんだと色々な人に思われてしまってはいけない……って、思ってしまうんだよ。derellaデレラに迷惑掛ける～～～……って！　いや、普通のリプしろって話なんですけどね……。でも僕は無理なんだよ……絶対ユニバーサル大回転しちゃうって……」

　僕はリスペクトしてるんですけどね、ユニバーサル大回転。大好き。

　とまあ、僕の立ち上がってのドラマチックな演説風語りに勿もち論ろん手て毬まりは引いていた。

「へ、へぇ……そんなことまで一応考えてたんだね」

「当たり前じゃん！　推しの幸せが一番！」

「…………derellaデレラのこと、そこまで大事なんだ」

「いやもう、それな！　……語っていい？」

「まだ語ることあるの!?　えぇ……うん……いいけど」

「やったー！　いやね、推しがいるってのはいいことなのよ～～～!!　推しの存在があるから自分の生を実感できるというか、あ、僕も推しのために生きようってなるわけ。ちょっとしたことでも、あ、推しのために頑張ろうとか、推しも頑張ってるし頑張ろうとか。あ、別にこれは生きてる人じゃなくてもいいと思うよ。推しキャラとかでも。推しキャラのグッズ持ってるだけでも自分のテンションってあがるじゃん!?　新しいグッズ出たら『可か愛わいい～集めよ』ってなってバイト頑張れるじゃん!?　推しがいるってのは生きてる上で、めちゃくちゃ大事だと僕は思うんだよね。まあ、好きすぎて悩んだり、迷ったり、血迷ったり、しちゃうんだけど。まさにさっきまでの僕だけど。そういえば、手て毬まりはいないの？　推しの人とか推しキャラとか」

「え!?　あたし!?　あ～……うん、あたしは──」

「ほれほれ、いるでしょ？　言ってみぃ？」

「うーん？　……ハルとか？」

「え!?　僕!?」

「あはは、冗談冗談！　うーん、好きな子なら増えたかな。図鑑ナンバーで言うと８７７！」

　手て毬まりが笑いながら話を逸そらした。そりゃ冗談だろうけど。

　というか、絶対僕にはわからないように言ってるな。たぶん可か愛わいい系のやつだな！

「そっか。いや、でもね、推しがいるってのはホントにいいよ！　手て毬まりも見つかるといいね」

「……そだね、ハルとかこまとか初はつ己みくんを見てると幸せそうだし、あたしも──見つかるといいなぁ」

「まあ推すくらいの人はわりと運命的な出会いだからね。というわけで、話を戻すと僕はTwitterにクソリプはできないってことで」

「あ、ちゃんと話戻すんだ」

「そりゃあもう切実な悩みだからね。真剣に考えたい」

「う～ん、じゃあハルはどうしたら認知が貰もらえると思うの？」

「むむ」

　手て毬まりの質問に僕は固まってしまう。ずっと考えてはいるのだが、実はいい案が全くないのだ。

　まあ、いい案があるならすでに実行しているわけだけど。

　クソリプ以外ホントに思いつかない。

　というかクソリプして認知貰うのも嫌だしな……derellaデレラに「あ、クソリプの人だ！」って絶対思われたくない。死ぬ。

　そういうとこが妙にメンタル弱いとこなのかな、僕。

　もっと傍若無人に振る舞えたら──とも思うけど、それは良いいファンなのか？　とも思うし。

　難しいとこだ。

　じゃあ──

「死ぬしかないかな……」

「なんで!?」

「いや、derellaデレラが好きすぎて心臓発作とかで死んだってならニュースになって、認知貰もらえるかなって……」

「derellaデレラもそんな認知したくないでしょ!?」

　それもそうだ。

「クソリプの人だ！」より若干マシってとこか。

「じゃあもう、僕とderellaデレラの漫画を作ってｗｅｂ漫画広告を出すしかないか。僕が『っ……!!　derellaデレラっていつもそうですよね……！』って言ってる感じの」

「ハルがそっちなの!?　てか認知と引き換えにもっと大切なもの失ってないそれ!?　いや、うん、わかった。何も案がないんだね」

「…………はい」

　項うな垂だれる僕。

　脳みその無さが露呈してる感じだ。

「んー……じゃあリプがダメならお手紙とかは？　それなら本人に直接届くだろうし、他の人の眼めも気にならないだろうし」

「…………………………手紙!!」

「ファンレターは嬉うれしい、みたいな話はよく聞くし。大量にファンレター来る人だったら読んでもらうのは中々難しいかもだけど、derellaデレラはたぶん、まだそんなに来てないんじゃないのかな？　わかんないけど」

「あ～～～～～～～～～～めちゃくちゃ盲点だったなぁ、それ!!」

　盲点というか焦点すら当てなかった、古典的技法。

　今や告白もＬＩＮＥの時代。ラブレターなど過去の遺物。

　そして、ネット社会でほとんどの人がＳＮＳをやっている時代に、気軽にリプライを送れるこの時代に──その古典的ファン活動『ファンレター』は、僕の頭の中には全くなかった。

「え、やっぱり嬉うれしいのかな!?」

「うーん……derellaデレラの気持ちまではわからないけど、あたしなら──お手紙貰もらったら嬉うれしいかな。リプって、まあ気軽にできるけど、お手紙って結構時間と手間もかかるし。気持ちも伝わるのかなって。それに手元にもずっと残るし」

「そっか～～～。そうだよな！　いや、僕もリプもらうより断然手元に残るお手紙貰もらった方が嬉うれしいわ。長文お気持ち表明、〆の大好き──なんなら冒頭から大好きって書けるもんな。しかも文字制限ないじゃん……すげぇ」

「どれだけ書く気なの……」

「しかも丁度誕生日があるじゃん！」

　僕はポンと手を叩たたく。

　そう。

　きたるライブの日、５月10日はderellaデレラの誕生日でもあるのだ。

　誕生日プレゼント──現地に行くことがないのでプレボの概念とかすっかり抜けていたし、初はつ己みも「うちの推しの事務所は色々あってプレゼント類とか禁止なんだよな」って言って、そういう類いのことはしてなかったから頭に全くなかった。

「誕生日プレゼントと一緒にお手紙を送る──これ、結構印象強くない!?」

「あー……うん、たしかに。そこまでしてくれる人は記憶に残るかも」

「だよね!?　キタなキタな！　これだよ！　これ！　これしかない！　認知を貰もらえる可能性がすごいあがるやつじゃん！　ついに答えに辿たどり着ついちゃったな！　長かった～～～!!」

　いや、ほんと此処ここまでくるのに時間が掛ってしまった。

　小説にして２００ページくらい使った気分だよ。でもようやく──納得のいく答えが出た。

「僕、認知貰もらってくるから」

「もう貰もらった気でいるの!?」

「うそうそ。いや、でも真剣にお手紙書くよ。認知貰もらえたらそれはそれで嬉うれしいけど、なんかそうじゃなくて、自分の気持ち──ちゃんと伝えたいなってずっと思ったし。だから書きたい」

「……そっか。うん、いいと思う」

「いや～でも手て毬まりに相談してよかったよ！　手て毬まりが話を聞いてくれなきゃ、きっとこの答えに辿たどり着つけなかったし」

　僕がそう言うと、手て毬まりは恥ずかしそうに頰を赤くする。

「べ、べつにあたしは何もしてないし……！　ま、認知貰もらえるか知らないけど頑張って」

「ふっ。僕の愛の重さにderellaデレラもびっくりして絶対認知しちゃうね」

「あはは、だといいね。さて、ハルの悩みも解決したみたいだし、もう遅いからあたしはそろそろ帰ろうかな。じゃあ、またね。おやすみ」

　と、椅子から立ち上がり僕の部屋から出て行こうとする。

　僕は──

「手て毬まり」

　と呼び止めると、手て毬まりが振り返る。

「さんきゅー」

　僕が言うと手て毬まりは「ん」と一言、そのままベランダから帰っていった。

　僕はそのままベッドに倒れ込む。




　──手て毬まりは僕にとって大切な人である。

　──あの日から、僕は手て毬まりの家族であろう──否、お兄ちゃんであろうと決めた。




　と。

　思っていたけど、なんだかんだいつも助けてもらってばかりいる気がする。

　僕が弟みたいだ。

　それに、ホント迷惑を掛けてばかりだ。

　もっとちゃんとお兄ちゃんじゃないと、だよな。

　お兄ちゃんらしく──か。

　お兄ちゃんらしいのかは不明だけど、手て毬まりの誕生日、今年も盛大にお祝いしてあげないと。

　そう。

　手て毬まりの誕生日も５月10日。

　今日のことも含めお礼の気持ちを込めた何か、用意しようかな。

　当然プレゼントも。

　うーん、これはでも、お兄ちゃんらしくというか、大切な日を大切にするなんて当たり前の話だし。

　お兄ちゃんらしく。

　ん。

　当面の目標はお兄ちゃんらしく──僕が号泣しないことにしておこう（無理そう）。
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　あたしはいつも通り部屋に戻ってすぐベッドになだれ込んだ。

「んん」

　と、寝転がる。

　外から入ってくる月の明かりが眩まぶしい──月を見ると色々なことを思い出す。

　だからかもしれない。

　今、少しだけ憂鬱なのも。

　普段ならハルの悩みも解決したみたいでハッピーハッピーって一人喜んでるところだけど、今はそういう気分ではなかった。

　いや、ハルの悩みが解決したのは本当によかった。

　かるたんの一言だったとしても──あたしの友達がハルを悩ませたなら、それはあたしの責任でもあると思うし。

　それに。

　あたしとderellaデレラ、どっちのこともちゃんと大切に思ってくれてたみたいだし。

　…………。

　ただ、そこが問題なのだ。

　あたしはやっぱり──derellaデレラに嫉妬してしまっている。自分に嫉しつ妬としてしまっている。

　少し意地悪なことを言ってしまった。

　あたしだってハルに沢山迷惑を掛けていることを自覚している。困らせていることがいっぱいあることを知っている。ハルの優しさに甘えている。

　それなのに、ちょっとイケずなことを言ってしまったのだ。

　それは──あたしとderellaデレラを天てん秤びんにかけたとき、ハルがあたしだけを選んでくれなかったからなのだと思う。結局ハルはあたしとderellaデレラ──どちらかを選べなかった。

　いや、これは言い方が悪い。ハルは優しい選択をしてくれた。

　あたしとderellaデレラ──二人ともを選んでくれた。

　勿もち論ろん、ハルがあたしと距離を置くという選択は絶対嫌だと言ってくれたことは──本当に嬉うれしかった。

　でも。

　ハルが悩んでいると言ったあと──あたしは馬鹿だから、少しだけ期待してしまったのだ。

　わかっていたけど──本当はハルに『あたし』を選んで欲しかった。

　あたしのことも大切だと言ってくれたのも嬉うれしい──でも、やっぱり。

　一番がいい。

　少しだけでいい。好きな人には──自分のことを一番に想おもって欲しい。

　女の子は、そういうもの、なんだよ。

　だから、答えを出してくれなかったハルに少し意地悪をしてしまって、自分でみっともなく、落ち込んだ。

　如によ実じつに態度に出てたと思うけど、ハルはそういうところはあまり気付かない鈍感さんなので（助かってる部分もあるので良いい悪いはなし！）気にしてなかったと思うけど。

　ハルは──




　あたしとderellaデレラ──どっちが大切って聞いたら、どう答えてくれるのかな？

　あたしとderellaデレラ──どちらかしか選べないならどっちを選ぶのかな？




　とか。

　いや、これはちょっと重いな……。

　うーん。

　でも、世の中の彼氏持ちは推しという存在に嫉妬しないのだろうか。

　ハルは彼氏でも何でもないけど……世の中の彼氏に推しがいる人はどういう気持ちなのだろう？

　推しは推しだよねと、割り切っているのだろうか。

　それともやっぱりみんな嫉妬してるのだろうか。

　あたしも──derellaデレラじゃなければ、割り切れるかもしれない。

　そこが余計にもどかしい。

　仮にderellaデレラがあたしではない、素顔もわかる可か愛わいい女の子だったら、そこまで嫉妬もしないだろう。

　いや、することはするけど。

　あたしは残念なことに重くて嫉妬深い人間なので……。

　ただ、諦あきらめはつく。

　あたしより可か愛わいいのだから仕方がない、と。そりゃ推すよね、と。

　でもderellaデレラはあたしなのだ。

　だから、諦めがつかないのだろう。嫉妬もしてしまうのだろう。この気持ちのやり場をどこに向けたらいいのだろうと思ってしまうのだ。

「はあ。推しかあ」

　と、あたしは大きく溜ため息いきを吐つく。

　ダメダメとあたしは強く頭を振る。

　気を抜けばそこそこネガティブな思考に陥るのはあたしの悪い所だ。

　改めていきたい。

　いいこといいこと──と、リプの話を思い出す。だから今までリプしてこなかったのかと一人で得心してたのだ。

　ふふ、と可お笑かしくもなった。ハルも変な所で可か愛わいいな、と。

　他には──と、ファンレターのことも思い出す。

　あたしも──というより、derellaデレラ宛てだけど実は貰もらったことがある。

　今のところ１０２通のファンレターが手元にある。

　どれも本当に大切なもの。

　ハルに言ったことはほとんど自分のことだった。さすがに90人全員（何回も送ってくれた人がいるので）認知があると言えば噓うそになるけど、印象的な内容の人は名前も覚えている。

　それくらい、気持ちの籠こもったお手紙は嬉うれしいものなのだ。

　本当はお返ししたいなと思うけど、derellaデレラとしてはやっぱりＮＧだし、それはパフォーマンスでお返しするしかないと思っている。

　それにしても。

　ハルからのお手紙──か。

　今までそういえば貰もらったことはなかったかな。

　まあ、あたしもあげた覚えはないけど。あげればよかったな、お手紙。他た愛わいのない内容でもなんだか恋人同士っぽいし。

　と、自分で思って少し照れた。

　違う違う。

　恋人じゃないのだ。目指せ恋人なのだ。

　あたしがあげるとしたら、ラブレターになってしまう。

　たぶん、緊張して書けないけど。

　ハルはどんなお手紙を書いてくれるのかな？

　それは想像するだけで顔がニヤついてしまいそうだ。

　いや、たぶんすでにあたしの顔はいい顔してると思う。

　別にハルからお手紙が欲しかったというわけではないけど、話の流れで出した案がハルの琴線に触れることができたのだから、それもよかったと思う。

　あと、誕生日プレゼントも送るって言ってたなぁ。

　誕生日──５月10日。

　……。

　……あたしのことも、忘れてないよね。

　……それだけは絶対忘れるはずないと思うけど。

　……ダメだ。

　……今日は不安が押し寄せる。

　……………。

　ん～～～だめだ、だめだ！

　何はともあれハルの悩みが解決してよかった！

　ハッピーハッピー！

　と、思い込む。

　そうじゃないと、今日はメンタルが不安定だ。

「derellaデレラに勝たないと、か」

　そう小さくあたしは呟つぶやいてから眼めを閉じた。

　いいこと。

　今日は──ハルから貰うお手紙の内容を妄想して寝ることにしよう。

　そうしたら今日も１日幸せに終われそうだ。
















　４月21日。火曜日。

　僕がderellaデレラにファンレターを送ろうと決意してから１週間以上が経たっていた。

　この間、正直ライブのことは忘れ、手紙のことだけを本気で考えていた（……大変申し訳ございません、大おお噓うそを吐つきました。毎日ライブが楽しみでドキドキ！）。

　いや、本当にライブのことより手紙のことに真剣だったのは事実だ。

　一日中考えていることもしばしば。

　どんなことを書こうかな。どんなことを書けばderellaデレラに想おもいが届くかな。どんなことを書けばderellaデレラが喜んでくれるかな。次のライブのこと書きたいな。曲への感想も書きたいな。derellaデレラの歌の良さのことは絶対書きたいな。僕がどれだけderellaデレラのことを好きかも書きたいな。これからも一生応援してるってことも書かなきゃな。

　認知のことはどうでもいい──derellaデレラに僕の想おもいを伝えたいとずっと考えていた（……ごめんなさい。噓うそ吐つきました。ちょっとでもいいから認知欲しいよぉぉぉ！）。

　いや、でも、まず僕のこの想おもいがderellaデレラに届いてくれたらというのは本当だ。

　ただ。

　ただ、である。

　な～～～～～～～～～～～～んて書けばいいんだ!?　正直、手紙なんて書いたことがない。ましてや、これは所いわ謂ゆるラ、ラブ、ラブラブレターなんだが!?

　書いたこと、あるはずがない。考えただけで手が震える。

　そして僕は別に達筆でもない。別に特別悪筆でもないと思うけど、僕の字がderellaデレラに見られるかもしれないと思うとこんな「字」で大丈夫かと心配になってしまう。

　緊張して震える手で書けるのかとも思えてくる。

　代筆でも頼もうかと思う程。

　手紙って敬具から？　違う、拝啓だよ、とか。そもそもそれ要る？　とか。

　どれくらい好きって書いても引かれない？　どれくらい愛を語っても引かれない？　どれくらいの量の手紙なら大丈夫？

　──どんな手紙なら大丈夫？

　なんていう心配事もいっぱい出てくる。

　ファンレター……愛を伝えたらいいだけなんて思っていたけど、思っていたより大変だ……。

　というわけで。

　まだ１文字も書けていない!!（どーん!!）

　何を書くかも決まってないし、なんなら便箋も決まってないし、封筒も決まってない。

　つまり何も進んでいないのだ。

　大丈夫か、僕？（ダメそう……）

　とはいえ、derellaデレラのライブ──誕生日の前までには絶対届けたい。僕が書き上げるまでの時間を考慮するとあまり時間がないと言えよう。

　……うん。

　思い立ったが吉日だ。僕一人では中々先に進めなさそうだし、こういう時に頼れるガチ恋先輩──初はつ己みを頼ることにする。

　やっぱり持つべきものは友達！

　僕は放課後、初はつ己みをお誘いした。

　誰もいなくなった教室。二人だけの空間。大切な相談を、僕たちは──窓まど際ぎわの机をお借りしてそれに座り、向かい合って話し合う。

「ってわけなんですよぉ……」

「春はる永ながキュン……そうか、春はる永ながキュンもついにその域まで到達したのか。知ってるかい……普通のファンはファンレターまでは送らないんだよ。まあ、ファンレター送る程度でガチ恋を名乗られても困るけど」

「いや、僕もファンレター送っちゃう系のガチ恋なんだよなぁとか全然思ってないよ。ただ、そう──好きを伝えたいなって」

「それはいいこと！　それは絶対大切なんだよなぁ……って俺は思っている……」

　初はつ己みが僕の話を聞いて涙を流してくれた。僕と同じで初はつ己みも涙腺が弱い。

　共感して涙を流してくれるなんていい友達だ。

　僕も嬉うれしくてもらい泣きしそうになるけど──男二人、放課後の教室で泣いてるのは絵え面づらもヤバいし、話が進まなさそうなので我慢する。

「だよね!?　僕は、リプは色々あって送らない制約と誓約があるから出来ないけど、ずっと応援はしてるし、本気で好きなんよぉぉぉ……」

「わかる。わかるよ、春はる永ながキュン……まあ、俺は即リプ派だけど」

「くっ……！　謎のマウントを取られた気分だ……！　で、初はつ己みはファンレター送ったことあるの？」

「いや、ないよ」

「え!?　ないの!?　絶対あると思ってた！」

「まあ、ファンレター送らなくても俺の場合直接想おもいを届けられる機会多いし」

「マウントだあぁぁぁぁ！」

　ま～～～じで羨ましいなぁ!!

　いや、でもそのために初はつ己みも努力しているわけだし（主に金銭的な）尊敬しなくては。さすがガチ恋先輩だ。ちゃんと想おもいを届けてるんだね。

「すまんな！　だから俺からあげれるアドバイスはない！　対面で何話すとかだったらアドバイスあげられるけど」

「ええんやで……うん、その機会がもし来るならその時はお願い……！」

「まあ、普通に今の自分の気持ちを伝えたらいいと思うけど」

　と、初はつ己みは急に真面目な顔で、真面目な口調で話す。

　ちゃんとアドバイスもしてくれるみたい。僕は本当にいい友達を持ったようだ。

「そうなんだけどね。書いたことある人にどんな風に書いたか聞いた方が参考にもなっていいかなっと思って」

「それもそうだなー。うーん、俺の知ってる範囲にはファンレター送ってる人はいないかなぁ。俺みたいに字下手だとか、逢あえるしとかで……意外といないんだよな。今はリプとか送れるし」

「そっかぁ……そうだよなぁ……」

　リプ、ねぇ。

　僕はもう主義として送らないと制約してるけど、主義を変えるべきなのか……（意志薄弱）。

　いや、ここは強い意志で主義を貫こう。それが僕の覚悟とderellaデレラへの愛！

「女の子は結構ファンレター送ったりしてるんじゃない？」

「む。たしかにそういう話は聞くね」

　その一言でピンときたのがこまちゃん。あと由ゆ羽う希きさん。手て毬まりは──どうだろう？　ファンレター自体は手て毬まりの案だけど、推しはいないって話だったしなさそうかな……？

　こまちゃんは配信をよく見ているって話だし、聞いてみるの──ありかも。

「心当たりあるし、ちょっと聞いてみようかな」

　僕がそう口にすると初はつ己みは深く、大きく頷うなずく。

「適材適所。俺にできるのはここまでってことで。力になれなくて……すまんな！」

「いやいや、相談に乗って貰もらっただけでも助かるよ。初はつ己みみたいに逢あえはしないけどderellaデレラにやっぱり想おもい伝えたいって改めて思えたし」

「それならよかった。力になれなくて悪いからってわけじゃないけど、春はる永ながキュンにプレゼントがあるんだ」

「ん？」

　と、初はつ己みが唐突に制服の胸ポケットから、お札くらいの紙を僕にくれた。

　そこには──

「いつでもカラオケご一緒券……？」

「ほら。こないだ、誘ってもらったのに断ったじゃん。俺も前に俺オンリーカラオケに付き合わせたことあったのに悪いことしたなって。で、まあ、だからそのお詫わび」

「エ～……結婚しよッ！」

「わァッ!?　わァッ!?」

「エ～へへ」

　僕らは見つめ合い、微ほほ笑えみ合う。

　まあ、またしてもなんか小さくてかわいいごっこしてるだけなんだけど。僕たちもちいさくて可か愛わいかったらよかったなぁっ！　絵え面づらが大変よくなるので。

「いや、でもめっちゃ嬉うれしい。ホントにありがと！」

「なぁに、お詫わびだし。それより俺と結婚する？」

「エッ!?　し、しちゃう？」

「おう。じゃあ──いつものアレな」

　そうして僕らは──
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「じゃ、ファンレター書くの頑張れ！　想おもいはきっと届く!!　届けるという気持ちが大事！」

　と、初はつ己みは優しいエールをくれる。

　それから「また明日」と、手を振って自宅の方へと帰っていった。

　一応補足しておくと、『いつものアレ』はそろそろ帰ろうの合図である。

　何もしてないよ！　勿もち論ろん！　結婚も！

　結局、初はつ己みからファンレター自体のアドバイスは貰もらえなかったけど、一番大事な気持ちを再確認することができたので、相談して本当によかった。

　気持ちの問題──想おもいを届ける気持ち。

　それに参考になりそうな人の心当たりもできたわけだし。

　ということで、最有力のこまちゃんにはＬＩＮＥを送って聞いてみることにして、まずもう一人、頼れる先輩──人生の先輩にも話を聞いてみようと思う。

　初はつ己みと長く話し込んじゃったから時間もない。

　僕は急いでバイト先に向かう。
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「ほぼ毎日会ってるはずなのになんか久しぶりな気がするね。もっと私も頼って欲しいんだが？　ちゃんと話して欲しいんだが？」

「そ、そうですか……？」

　僕は口ごもる。

　たしかに由ゆ羽う希きさんとはほぼ毎日バイトで顔を合わせているけど。

「き、気のせいですよ！　いや、僕、由ゆ羽う希きさんのことはめちゃくちゃ頼りにしてますよ！　だからこうして一番大事な悩みをですね、相談したわけです！」

「ほう。推しとの距離感とか、推しに逢あってどうしたいとかより大事と。まあファンレターを書くってのは相手もいることだし大事なことだよね。よし、相談に乗りましょう！」

　と、由ゆ羽う希きさんは得意げな顔で、今にもはち切れそうな胸を更に張る。

　てか僕のことめちゃくちゃわかってる……。

　ほぼ毎日バイトで話してるからかな……ところどころにそういう話はするけど、相談というところまではしなかったかも。……今後はちゃんと相談しておこ。

「あざっす！　それに色々な経験のある由ゆ羽う希きさんならファンレターも書いたりしたことあるかなって」

「あー、いや、さすがにファンレターは書いたことないよ。普通しないし」

　普通しないんだって。

　やったね！　特別だあ！

「あと色々な経験もない！　よかったね、私は処女だよ。彼氏も今いない。中学生のときにいた以来。私が振られたんだけど、それがね──」

「…………」

　急に暴露されても。しかも最後暈ぼかすし。反応に困る。

　いや、ここは正直な感想を言う方がいいだろう。ちょっとテンション高めで僕は返す。

「そうだったんですね！　由ゆ羽う希きさん性格いいし、美人だし絶対モテると思ってました！」

「ふふふ、モテるけどね」

　にこっと笑う由ゆ羽う希きさん。

　その笑顔は誇張なく、モテそうな笑顔してるなと思うけど。

「男の人って処女を求めるじゃない？」

「あ、その話続くんですね。まあ、そういう話はよく聞きますね」

「私も男の人に処女を求めてるわけ。当たり前じゃない？　男の人も求めてるんだから私だって、ね？　で、まあ、私に近づいてくる人は大抵私の身体からだ目的な人が多くて。それでまあ、こんな感じなわけ」

　言って、由ゆ羽う希きさんは自身の胸元に眼めを落とす。

　男の人に処女を求めるという言い回しは中々素敵だなと思った次第だけど、なんだか色々納得することはできた。その胸元全開の格好も魔ま除よけみたいなものってことなのかな。

「そう──ハル君みたいな子は胸ガン見できないから。いいよ、ほら見てくれて」

「い、いや、いいです」

「くくく、だから私はハル君好きだよ、絶対処女だもんねぇ」

「……ええ！　処女デスよ!!」

　謎の辱はずかしめを受けている！　事実だけど！

　僕の処女はderellaデレラに捧ささげるんだい！

「あはは、男の子の可か愛わいい処女宣言聞けて私は満足した！　満足したしファンレターのアドバイスしちゃおっかな！」

　そうだよね……対価を得るには代償はつきもの！　アドバイスを頂けるなら僕はいくら由ゆ羽う希きさんに揶揄からかわれても構わない！　全てはderellaデレラのため!!

「そうだね、適当に好きなだけ書いたらいいんじゃないかな♡」

　僕はズッコケた。ギャグ漫画だったら床にめり込む勢いだったけど……この世界がギャグ漫画の世界じゃなくてよかったと僕は安あん堵どする。

「えー……もっと何かあるんじゃないですか？　どこが好きとかを書いた方がいいとか」

「え？　でも全部好きでしょ？」

「発言がカッコいいですねぇ！」

　さすが人生の先輩。それはそうなんだけど。

「だから『好きなだけ好き』を書いたらいいんじゃないかな？」

「おぉ……なるほど？」

「ファンレターってラブレターでしょ？　ラブレターなんて返事がないものなんだから好きなだけ好きって書いたらいいんだよ。好きだけで５万字埋めてもいい。それはストーカーっぽいからオススメしないけど」

「……あぶなくやっちゃうとこでしたね！」

「あはは、ハル君が言うと冗談に聞こえないの草生える！」

　冗談だとわかってくれてよかった！　いやでも、１歩間違えたらやってしまいそうではあるけど、その辺りの良識は一応持ち合わせてる方だと思うので。

「まあ、だから人生の先輩から言えることは適当に書け！　好きなだけ好きを書け！　どうしたらいいとか悩んでないで書け！　そして送れ！　評価を気にするな！　字が汚くても！　文章が下手でも！　嫌なら練習しろ！　そしたらまた送れ！　だねっ！」

「……含蓄のある言葉ですね。とても勉強になります」

「ふふん、でしょ？　よっぽど気持ち悪い内容じゃなければ貰もらったらなんでも嬉うれしいよ、お手紙は。とにかくderellaデレラちゃんに書けばいいのだ。ま、相手はおじさんかもしれないけど」

「だから！　おじさんじゃないですって～～～！　derellaデレラはめちゃくちゃ美少女なんですよ……きっと、絶対」

「あはは、いや、わかってるわかってる。あの声とあの歌詞でおじさんだったら私、爆笑して死ぬわ。Twitterも可か愛わいいしね」

「僕は美少女だと確信してますけど──まあでも、仮に本当におっさんでも僕は好きなままですよ！　え、噓うそ!?　ギャップ好き～！　って。その時はそのことファンレターに書きます」

「いやぁ、そりゃ本物だ。中の人も本望だろうね、そう言って貰もらえて」

「ガチ恋なので！」

「フゥン。ヤハ！」

「ワァ～……イ」

　という、またしてもなんか小さくてかわいいごっこをした後、急にお客さんがいっぱい来たので僕の相談はそこで打ち切りとなった。

　そう──ずっとバイト中のやり取りである。

　由ゆ羽う希きさんがバイトをあがったあと、カウンターでマスターの作ったまかないを食べながら僕の相談に乗ってくれていたのだ。優しい。

　いやでも、由ゆ羽う希きさんに相談して本当によかった。

　正直色々考えて気負っていたのは否いなめない。

　でも、そうなんだよなと思うことをたくさん言って貰もらえた。好きなだけ、好き──。

　最初から勿もち論ろんそのつもりだ。それを実行に移せばいいだけ。考えすぎ。

　書かなきゃ──存在しないと一緒なのだから。伝えなきゃ、意味はない。

　そんな由ゆ羽う希きさんがご飯も食べ終わって帰る直前に、

「私にもファンレター書いてくれていいよ～！　それなら添削したげる！」

　と、優しい言葉をくれた。

　僕が「処女はderellaデレラに捧ささげます!!」と言うと由ゆ羽う希きさんが声を出して笑ってくれた。

「あはは！　いいね、じゃあ書くの頑張れ～！　まったね～！」

　言って、由ゆ羽う希きさんはダッシュで店を出て行く。某球団が勝ったのでスポーツニュースをたくさん見なきゃいけないそうだ。ある意味推し活だ。

　うん──由ゆ羽う希きさんのおかげで気持ち的に前に進めたと思う。残り数時間のお仕事も気持ちよくこなせちゃう。帰って、とにかく書こう。

　とはいえ。

　とはいえである。

　ファンレターを書いたことある人の『生の声』は欲しい。

　僕はバイトを終えてから、スマホを見たのだがこまちゃんからはまだお返事はなかった。

　こまちゃんも色々忙しいだろうし、これは仕方ない。

　あと僕が頼りにできそうなのは──手て毬まりしかいない。

　手て毬まりは推しがいないって言ってたからファンレターは送ったことないとは思うけど、手紙の案をくれたのも手て毬まりだし、手紙自体は書いたことあるのかもしれない。

　女の子って女の子同士でよく手紙を送り合ったりしてる気がするし。

　どういう内容が嬉うれしいかって言うのはやっぱり手て毬まりが一番聞きやすいのもある。

　というか、あの時色々聞いておけば良かったのか。

　まあ、あの時はファンレターなんてすぐ書けると思っていたので、今みたいに悩んでなかったけど。

　それにやっぱり手て毬まりが一番僕のことをよくわかってくれているわけだし、僕の悩み──また手て毬まりにも話を聞いて欲しいなと思った。もうかなり夜遅くだけど、大丈夫だろうか？

　ＬＩＮＥで訊きいてみる。

『手て毬まり～』『今大丈夫？』『またちょっと相談に乗って欲しいんだけど』

　と、送るとすぐに返事がきた。

『かしこま』『じゃあハルの部屋行くね』

　……まだ僕、帰ってないんだが!?

　家が近いのもたまにデメリットがあるというコトだね。

　僕はまた、急いで家に帰る。
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「なんでいきなり土下座してるの!?」

　ベランダから手て毬まりが僕の部屋に入ってきて開口一番、そうツッコんだ。

　そうなのだ──僕は今、土下座している。

「いや、いつも僕なんかの相談に乗ってくれるし申し訳ない気持ちと感謝の気持ちを表したいなって思うと自然と身体からだが土下座してましたね。あと、びっくりするかなーって」

「びっくりするに決まってるでしょ!?　……で、今日は何の相談なの」

　言いながら手て毬まりは僕のベッドに座った。

　手て毬まりの座る位置はその日の気分で決まる。今日はベッドの気分らしい。

　僕は土下座から正座に姿勢を正し、

「ファンレター！　まだ１文字も書けてなくて」

　と言うと手て毬まりは驚き、眼めを見開いた。

「え!?　まだ書いてなかったの!?」

「うん。いやあ、どんなことを書けばderellaデレラが喜んでくれるかな、とか。どんなことを書けばderellaデレラに想おもいが届くかな、とか。どんな便箋が正解なんだ、とか。僕の字って綺き麗れいかな、とか。どれくらいの量の手紙なら大丈夫だろう、とか。というか──どんな手紙なら大丈夫？　とか色々考えたら迷っちゃって」

「……なるほど、わからなくもない話だね。ハルらしいというか」

「わかってくれる!?　手て毬まりならそう言ってくれると思ったんだよ！　あ、でも今はね──とにかく恐れず、自分の気持ちを書こうって思ってるんだ。初はつ己みにも由ゆ羽う希きさんにも相談して、ようやくそこには辿たどり着つけたんだけど」

「……ふーん。それであたしに何の相談があるの？」

「手て毬まりならどういう手紙貰もらったら嬉うれしいかなって」

　僕がそう言うと手て毬まりが「なっ!?」と、顔を真っ赤にして身構えた。

　いや、顔を真っ赤にして身構えるようなとこか？

「ななな、なんであたし!?」

「いや、女の子ってどういう手紙が嬉うれしいんだろうなって単純に。derellaデレラも絶対女の子だし」

「あ～……でもそんなの由ゆ羽う希きさんに聞けばよかったんじゃ？」

「え、だって手て毬まりの方が女の子だし」

　由ゆ羽う希きさんも素晴らしい女性だけど、若干おっさん♡なんだよなぁ……。

　すぐセクハラするし。

「そ、それは、その、あたしに女性的魅力が……ってコト!?」

「ん？　いや、まあ手て毬まりの方が絶対derellaデレラに近いと思うし」

「ほ、ほう……。なるほどね、うんうん。たしかにあたしもderellaデレラは等身大の女の子かなってイメージかなぁ──なんて……」

「そうなんだよぉ!!　やっぱり手て毬まりはわかってくれるよなぁ、あの歌詞に滲にじみ出とるんですよ。まあ、だから手て毬まりの感覚は参考になるかなって」

「そ、そっか。うー……ちょっと待ってね」

　と、手て毬まりは妙に真剣な面持ちで考え込んでいた。

　そこまで僕のために──本当、僕の周りはいい人ばかりだなぁ。

「あたしなら──で、本当にいいの？」

「そりゃ勿もち論ろん」

「じゃ、じゃあ、あたしなら──『大好き』の一言でいいよ」

「え？　まじ？」

「あ、あたしならだからね。derellaデレラのことまではわからないけど……。それ一言であたしなら嬉うれしいから。たとえどれだけ好きなところを言ってもらっても──自信にはなると思うけど、大好きの一言の方が嬉うれしいというか。だって──大好きなんだよ、好きより上なんだから」

「ほほう。なるほどね」

「あはは……でも、これじゃハルの欲しい認知は難しいのかな？　あんまり目立たないかもだし。てか、ハルはめっちゃお手紙に愛を語りたいんだろうけど」

「僕のことわかりすぎだろ!?　そうなんだよ、僕はほら、急に早口全力語りオタクみたいなところあるし。それもあって何書いたらいいのかなって。でも──」

　手て毬まりの言っていることはよくわかった。

　たしかにどこが好きかを並べても結局は大好きに尽きるのだ。derellaデレラのことが大好き。それ以上でもそれ以下でもない。大好き。

　正確には世界で一番大好き。

　全部大好きだし、嫌いなところなんてない。全肯定オタクなのだ。

　勿もち論ろん書きたいことは山ほどあるし、きっと勝手に書いてしまう。でも、大好きという言葉はまず初めに書きたいなと思う。

「めっちゃ参考になった。サンコウー！」

「サンキューみたいに言うな！」

　いつものことだけど、手て毬まりと喋しやべっているとどうでもいいことを言いたくなってしまう。興が乗ってくるのだ。

　まあ、でも。

「へへへ、今──僕は最高のファンレターを書けるような気がしているよ。やっぱり手て毬まりにも相談してよかった」

　僕は改めて感謝の意を込めて土下座をする。２回目の土下座。

「ま、まあハルの参考になったならよかったけど。……でも──たぶん、derellaデレラだったら何を書いても喜んでくれるんじゃないかな。derellaデレラって、そんな感じの子だと思うし」

「それな！　いや、それはそうなんだけど！　お手紙なんて初めて書くし正解知りたいなって思っちゃって。でも今は手て毬まりやみんなのおかげで自分の中の正解が見つかった気がする」

「そっか。それならよかった」

「ん。いやでもまだ僕の相談は続く!!」

「まだあるの!?　なに!?　もう何でもあたしが全部まるっと相談乗るよ！」

「ひゃ～～～手て毬まり様！」

　３度頭を下げる僕。

　常に土下座の姿勢を僕は忘れない。

「いや、こういうのは絶対手て毬まりに聞いた方がいいなって思ってて。……可か愛わいい便箋とかってどこで売ってる？」

「……はいぃ？　そんなのどこでも……あぁもう明日一緒にみてあげる、その方が早いし」

「え!?　マジ!?　手て毬まりからデートのお誘いが!?　やったー！　助かります助かります!!」

「デ!?　っ～～～！　デートじゃない！　ハルの推し活のお手伝い！」

「いやでも、本当にありがとう。めっちゃ助かる」

　優しい手て毬まりがいてくれて本当によかった。

　初はつ己みも由ゆ羽う希きさんも僕なんかの──きっと皆にはどうでもいい相談にもちゃんと答えてくれるし、僕の周りには優しい人ばかりだな。感謝しかない！　４度目の──感謝の土下座！

「てかハル土下座しすぎなんだけど!?」

「ふふふ、そのうち音を置き去りにするから見といて！」

「……やってることが土下座だと全然かっこよくないね……」

　たしかに。

　ただの謝るのが早い人だもんな……。

「ま、カッコよくみせるさ。なにせ僕の生まれた日の星座は土下座だから！　正座だけに！」

「……どやって顔で言ってるけど、えい」

　手て毬まりがベッドから降りて──僕の足をつついた。
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「あはは、なにその顔！　声！　絶対我慢してると思ってた！　可か愛わいい～！　あははは！」

「く……修業が足りないようだ……修業せねば……」

「あはは、ホントだねー」

　言って、手て毬まりはにかっと笑う。

　それからいつもの柔らかい顔に戻し、

「ま、修業よりも──お手紙書くの、derellaデレラのために頑張って。じゃ、また明日ね」

　と言った。

「おう！　今すごくいい感じに書けそうだから、今から書き始めようかなと思う！　寝ずに書いちゃうかも！　ありがとな、手て毬まり」

「ん。でも、寝た方がいいよ。じゃ、おやすみ」

「おやすみ──手て毬まりの夢にも感謝の土下座しにいくから！」

「は、はあ!?　なに言ってんの!?　じゃあね!!」

　僕としても何言ってるんだって感じだけど、それ程手て毬まりには感謝してるということで。

　手て毬まりが僕の部屋を出て行くのを見送ってから、ようやく僕は正座を崩した。

　そう──僕は手て毬まりの攻撃を受けても正座だけは崩さなかったのだ。

「[image: に゛][image: ゃ゛][image: ッ゛][image: !!?]」とは叫んでしまったが。

　これが感謝の土下座……少しだけ褒めて欲しい。

　さて。

　今とても気分がいい。

　今のうちに筆を進めよう。


[image: ]



　はあはあ……。

　あたしは部屋に戻ると同時に動どう悸きを抑えるので精いっぱいだった。

　色々ありすぎてハルの部屋から急いで撤退したけど──てかハル、いきなり何を言い出すんだ!?

　夢にも逢あいに行くって……（いや、そうは言ってなかったけど──とセルフツッコミ）。

　うぅ……嬉うれしい……好きぃ……。

　だって。

　夢でも逢いたいってハルも想ってくれてるってことでしょ？

　あたしなんて毎日想ってる。

　全然出てきてくれないけど。

　もし今日本当に夢で逢えたら──あたしが夢で土下座してしまいそう。嬉しすぎて。お互い土下座してる夢かぁ。それはそれで楽しそうな夢かも。

　なんて──今日の夢の妄想は尽きない。

　じゃなくてじゃなくて！

　それも大事だけど!!

　つい話の流れで一緒に便箋を見に行くなんて言ってしまったけどハルの認識ではデートってことなのかな!?

　デート……デートなんだぁ。

　嬉しい……。

　ハルと初めてのデート。




　夢でハルに逢いたいけど──

　今日あたしも眠れる気がしない──
















　初めてのファンレター──まだ完成したわけではないけど。

　あのあと、驚く程すんなり下書きが書き進んだ。

　あれほど悩んでいたのに──すらすらと。

　溢あふれ出る気持ちと溢あふれ出る言葉をまとめるのは苦労したけど、今の自分の気持ちを素直に書けたと思う。

　大好きという気持ちを。

　とはいえ、もう少し時間があるし、じっくり推すい敲こうしたい。

　それに──何かもっと書くべきことがあるような気もするし。

　いやあ、また悩んじゃいそうだ！　いいよ！　derellaデレラのためならずっと悩んでいたい！

　だって大好きなんだもん！　絶対最高のお手紙にするんだ！

　よっしゃあああッッ！　ＴＨＥ ＥＮＤォオ!!

　という謎のハイテンションで学校まで来た。

　徹夜明けなのである。結局一睡もせずお手紙を書いていた。

　やる気、元気、眠気マックスだったので、このままでは寝てしまいそうだったから、とりあえず登校したのだが──早い時間もあってまだ教室には誰もいない。

　丁度いい──少しだけ寝ようと僕が席につくと、

「お！　おはーハルっち！」

　朝から僕よりハイテンションなこまちゃんが教室に入ってきて、僕の所まで来てくれた。

　結構早い時間だけど、こまちゃんはいつもこの時間に登校してるのだろうか。尊敬する。なんとなくイメージ通りではあるけど。

「あぁ、こまちゃん。おはよー」

「いやぁ昨日ごめんね！　ＬＩＮＥ届いてたの知ってたんだけど、配信見てたら返すの忘れてた！」

　こまちゃんの配信への本気度がすごすぎる。

　その気持ちがわかりすぎるし、寧むしろ『僕のＬＩＮＥ如ごときで邪魔してすまん！』と、なったのでこまちゃんには何も気にしないで欲しい。

「全然大丈夫！　僕もいきなり変な相談送っちゃってごめんごめん。こまちゃんならファンレター書いたことあるかなって──ちょっと書いたことある人の話、聞いてみたいと思ってね」

　ちなみに僕は『こまちゃんってファンレター書いたことある？　あるならご教授お願いしたいんだけど！』という内容を送っていたのだが。

「てかハルっち書いたことなかったんだね」

「うん。僕も今まで何で書いてなかったんだ……って少し後悔してる」

「まあ、書くってなると色々大変だもんね。わかるわかる！」

　こまちゃんは腕を組んで２度深く首肯する。

「だよね!?　あ、じゃあ、こまちゃんはやっぱり書いたことある感じ!?」

　僕が前のめりになって話に食いつくと、こまちゃんが「どん！」と言った感じに僕の机にわりと沢山の手紙を置いた。

「めんどいから私っちの書いた下書き持ってきた！　これでよかったら参考にして！　しゃーなしですよ、しゃーなし」

「マジ!?」

　し、師匠～～～!!　あ、ありがて～～～!!

「てか、そんな大切なものほいほい僕なんかに見せて大丈夫!?」

「人に見られて恥ずかしいものは書いてないからね！」

　……かっけぇ！

　僕にはまだ言えない台詞せりふだった。

「マジで助かります！　今、書きかけなんだけど、参考にさせてもらうね！　このお礼もまた是非！」

「お？　やったー！　じゃあ、またこの前のわたあめ一緒に食べにいくのがええなぁ！　あれ最高だった！　また手て毬まりっちと一緒にいこー！」

「おけまる！　あれ、美う味まかったよねぇ。それじゃあ、今日とかどう？　丁度放課後、手て毬まりと一緒にファンレター用の便箋を探しに行くんだけど」

「ほぉ？」

　僕がそう誘うと、こまちゃんはにやりと笑った。

　意味深な微ほほ笑えみで気になるんだけど。

「いやぁ今日も推しぴの配信があってねぇ……すまんねぇ」

「あ、そうなんだ。それじゃ、二人が時間合う時いつでも」

「いやぁ申し訳ないねぇ。今日のおデートは二人で楽しんでくださいよぉ。あ、便箋とペンは予備も買っておくのがオススメですよぉ。下書きに予備で書いてると字のバランスとか見れるのでぇ。ペンもインクが詰まったりすると困るのでぇ」

「あ、なるほど。たしかに。さっすが師匠！　ためになります」

「いえいえぇ。では私っちはちょっと用事がありますゆぇ」

　こまちゃんはそう言ってニコニコ笑いながら、教室から出ていった。

　この朝から一体どんな用事があるのかとても気になるところではあるけど──こまちゃんから預かった大切な手紙を僕は大事にカバンにしまう。

　こまちゃんは『人に見られて恥ずかしいものは書いてない』と、めちゃくちゃカッコいいことを言っていたけど、こまちゃんの推しへのファンレターである。

　謂いわばラブレター……誰も彼も見ていい代物ではないはずだ。

　僕ですら本当に見て大丈夫なのだろうかと心配になってしまう程。それを参考にしていいと預かったのだから、大事にしなくては。

　ここで見ていて誰か他の人に見られるなんて以もつての外──帰ってから少し参考にさせてもらおうと思う。

　あとは便箋を選んで、残りを書き終えればderellaデレラへの初めてのファンレターは完成する。

　昨日まであれほど悩んでたのが本当に噓うそのようだ。

　そう考えたら、少し安心してまた眠気がきた。

　ほんの……ちょっと……寝るとしよう。
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　気付いたら放課後だった。

　ということはなく、１限目が始まる前に手て毬まりが僕を起こしてくれた。助かる。起こしてくれた手て毬まりも何な故ぜか眠そうだった気がするけど、僕が寝ね惚ぼけていただけなのかもしれない。

　授業中──永遠に（僕が言いたいのは永遠）眠かったけど、なんとか居眠りせず全ての授業を過ごすことができた。

　頑張った！

　そう、ここで僕が眠ってしまうとderellaデレラのせいで授業をサボったんじゃと神様に（この場合の神もderellaデレラだ！）思われてしまうのではないかという謎思考が僕にはある。

　わりとそれで頑張れることは多い。

　というわけで、放課後。

　帰宅準備も終わったので、予定通り手て毬まりとお買い物に向かうとしよう。

　僕は後ろの席にいる手て毬まりの方へ振り向く──圓まどかさんはもういないことを確認済み。さっき手て毬まりに「また明日」と挨拶してたからね。

　なので、僕は安心して手て毬まりに喋しやべりかけることができる（なんとなくこの話を聞かれるとマズイ気がするのだ）。

「手て毬まり様、さあ行きましょう！　そうだ、今日は他にご予定──何もないの？」

「え？　あー……夜遅くならなければ大丈夫だよ」

「そっか。僕も夜、バイトだけど……てか、手て毬まりも最近忙しそうだけど──なんか疲れてない？　大丈夫？」

　付き合いが長いとそういうのは結構わかったりする。

　ここ最近ずっとお疲れの様子の手て毬まり。まあ、僕の相談とかに乗ってると疲れちゃうのかもしれないけど。

　あれ、もしかして僕のせいかな？

「あはは、大丈夫大丈夫。昨日はちょっと、あれからオヤブンをいっぱい捕まえようと頑張ってたら寝るのが遅くなっちゃった」

「そっか。まあ、なんか僕にできることがあれば言ってくれれば」

　それも本当だろうけど、それだけじゃないくらいは僕もわかる。

　心配ではあるけど、昔から手て毬まりはわりと自分のことを隠したがる傾向にある。しつこく聞くと煙たがられるので、ここはそっとしておこう。

　本当に何かあればその時は手て毬まりから言ってくれるだろうし。

「じゃ、今日はよろしくお願いします!!　で、何ど処こに行くの？」

　そう尋ねると手て毬まりは自信たっぷりに、

「まあまあ。あたしに任せてついてきなさい」

　と、ふふんと鼻を鳴らし言うのだった。

　これは期待できそうだ。
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　いつもは席が後ろなこともあり、手て毬まりとは結構他た愛わいない会話をしてるのだけど（その更に後ろからくる謎の圧を感じながら）、今日は僕が放課後までほぼ眠気と戦っていたのであまり話す機会がなかった。

　ファンレターの件、お世話になった手て毬まりには話しておこうかなと思い、目的地への道中（まあ、どこに向かってるのか僕は知らないのだけど）僕は進捗をご報告することにした。

「手て毬まり、【ご報告】があるんだけど」

「……待って!?　意味深な【】をつけないで！　それがあると結婚するのかと思うから！」

「何な故ぜわかった。僕は別にかっこまで言ってないのに」

　するどすぎるでしょ。いやまあ、ニュアンスはそんな感じで喋しやべってたけど。

　というか、僕がいきなり結婚するわけないと思うのだが……。

「な、なに？　心の準備はできたけど……」

「手て毬まりは一体僕がどんな報告をすると思ってるんだ……？　いや、derellaデレラへのお手紙、昨日話を聞いてもらったおかげで進んだよ、ありがとうって話なんだけど」

　僕がそう言うと手て毬まりは眼めを見開いてから、大仰に溜ため息いきを吐ついた。

「はああああああ、びっくりするじゃん、急に……。てか、そのご報告……なに……。いや、うん、そうなんだー・」

「興味なさそうな、そうなんだやめて！」

　そうなんだ手て毬まりって呼ばれちゃうよ！

　！　マークで興味ありそうに見せてるけど！　長音符と中点であんまり興味持ててないことばれてるよ！

「あはは、ごめんごめん。なんか大おお袈げ裟さに言うからどんなご報告されるか身構えちゃっただけだよ」

「……僕にそんな大層なご報告があると思ってくれるのか!?」

「んー……そう言われたらないね、あはは」

「でしょ!?」

　僕は自信満々に胸を張って言う。

　全く胸を張るところではないが。実際、ご立派な報告ができるようなものはないのだから仕方ない。唯一誇れることなんてderellaデレラへの愛くらいだし。

　それは一生誇っていきたい所存。

　そんな他た愛わいない会話をしているうちにどうやら目的地に到着したらしい。

「ここかい」

　と、僕は眼の前の大きなショッピングモールを見上げた。僕はキュズモと呼んでいる。

　敢あえて言おう──ほぼ毎日来る場所！

　家から５分の場所だ。買い物は大体ここに来る。

　道理でいつもの帰り道を歩いてるなって思ってたけど。

　そのショッピングモールに手て毬まりと入りながら、僕はぼやく。

「ここが東京だったら原宿とか渋谷に、なんかすっごいイイ感じのお店があるのかな……」

「ここも１０９あるし渋谷みたいなものじゃない？　いいの。レターセットは可か愛わいいものがいいと思うし、ここだと文具屋、雑貨屋色々あるし」

「そっかあ。たしかderellaデレラ作詞の『ジグソーガール』の歌詞に『埋めたいピースは　可か愛わいい　近くにないかな　どこにでもあるはずなのに　可か愛わいいピース』ってあったもんな。近くの可か愛わいいが大事と」

「深読みしすぎじゃない!?」

　いや、全然浅い考えな気がする。僕は歌詞にも真剣オタクなのだ。derellaデレラはもっと絶対色々考えてこの歌詞を描いたと思うのだけど、今はそれを語る時ではない。

　目的を果たそう。

　というわけで。

　僕と手て毬まりはモールのショップを色々見て回った。

　オシャレな雑貨屋・文具屋──などなど。

　さすが手て毬まりというか、よく知っている。普段気にもしてないから「こんなの売ってるんだ！」と無駄に僕がときめいてしまった。

　たくさんの可か愛わいいレターセット。便箋。封筒。シール。マステ。目移りしてしまう。てか、全部欲しい。

　マジで悩む──むむむ。

　そんな時。

　ふと。

　ずっと手て毬まりと一緒にお店を見て回ってからだろうか──思ったことがあった。




　どうしてここまでしてくれるんだろう──と。




　本当にありがたい。

　まあ、僕がすぐ頼ってしまうからだろうけど。でも、勝手な僕のガチ恋なことだ。無視して放っておくことだってできる。それなのに手て毬まりは──。

　僕は悩んだりもするけど、基本気になったらすぐ訊きいてしまうところがある。

　だから、手て毬まりに率直に訊きいてみた。

「どうする？　ハル？　もう決めた？　あれとかめっちゃ可か愛わいいよ」

　その手て毬まりの言葉を無視して、

「手て毬まり──どうしてそこまでしてくれるんだ？」

　僕は真面目な顔で、真っすぐ、訊きいてみる。

　手て毬まりはとても不思議そうに僕をみた。

「え、ハルだってあたしと同じ立場だったらこれくらいしてくれるでしょ？」

「そりゃ勿もち論ろん！　いや、それもあるんだけど──」

「だってハルが便箋どうしたらいいかって悩んでたし。まあ、derellaデレラも可か愛わいいお手紙の方が嬉うれしいんじゃないかなって思うしね。可か愛わいいもの送って貰もらえたら、その方がderellaデレラもいい誕生日になるかなってあたしも思うしね」

「……いい誕生日」

　その言葉で──僕の中の疑問が一瞬で氷解した。

　誰かのお誕生日を少しでも良いいものにしたいってのは──当たり前のことじゃないか。そうだ、僕でもそうする。

　だから僕も悩んでいたわけだし。

　そう。

　これはファンレターでもあり、ラブレターでもあり、バースデーカードでもあるのだ。

　そうだよな誕生日は──いい誕生日、最高の誕生日になって欲しいよな。

　お手紙。

　今、たくさん書きたいことができてしまった。まず、もう一度お手紙に真剣に向き合ってからレターセットは選ぼうかなと思う。どれでもよくはない。今、可か愛わいいだけで選んじゃいけない気がしたのだ。自分の書いたお手紙に一番合うものを、自分で選びたいなと思った。

　だからもう少し考えて──

「で、どうするの？　決まった？」

「手て毬まり、悪い。折角一緒に選んでもらったけど、やっぱりちょっと考える」

「え？」

　手て毬まりはきょとんとする。

　まあ、それはそうだろうな。ここに来て急な心変わり──方針転換だ。

　驚くのも無理はない。

「なんで？　あんまりいいのなかった？」

「いや、手て毬まりのおかげでめちゃくちゃ助かったよ。手て毬まりのオススメしてくれたのが基準かなって思ってる」

「じゃあなんで？」

「んー。いや、いい誕生日になればって僕も思って」

「…………いい誕生日」

　嚙かみしめるように手て毬まりは言う。

「うん、だからもう一度自分自身と向き合ってから決めようかなって」

「……そっか。真剣だね」

　手て毬まりはぼそっとそう言った。

　あまり納得はしてくれていない様子ではある。まあ、あれだけ僕から色々頼んでおいて、いきなり反ほ故ごにされたら不服な気持ちになるのも無理もない。

　でも、申し訳ないけど──僕の中で決めてしまったから。

「いやもう本当に手て毬まりには感謝してる！　そして本当に助かった！　ありがとう～!!　お礼とお詫わびに、今から時間が許す限りフードコートでいくらでも奢おごるから！」

　謝罪の土下座をしても構わないけど、さすがに人目もあるので更に手て毬まりに迷惑をかけるだろう。ここでは自重。

　代わりに手を合わせて謝る。

「……むぅ。めっちゃ頼むよ？」

　唇を尖とがらせる手て毬まり。

「ふっ、僕の財布には今、万札が入ってる。それを使いきることはできまい！」

「果たしてどうかな？」

　なんて手て毬まりは言ったけど。

　フードコートではパフェ一つしか頼まなかった。きっと僕の財布のことまで心配してくれている。本当に頭があがらない。そのパフェ一つではあったけど──手て毬まりの顔は笑顔に戻ったので、それだけは本当によかったと思う。
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　あたしは家に入り、部屋の明かりもつけず、いつものようにベッドに倒れ込んだ。

「あーあ……」

　今から練習なのに、ちょっと起き上がれそうにない。

　心が──弱っている。

「……いい誕生日、ね」

　あたしは意味もなくぼやいた。

　ハルがderellaデレラのことばっかりなんてわかりきっていることだ。

　もうそれは慣れていたはずだ。

　あたしが──デートだって浮かれすぎていたのかな。

　一人でハルと初めてのデートだって浮かれて、喜びすぎてたんだろうな。

　そう。

　元々あたしとのデートじゃなくて──ただのハルのお買い物の付き添いだ。それはわかっていたのに。それでもハルとデートだと思ったら嬉うれしくて、嬉うれしくて……また嫉妬してしまったのだ。

　ハルの「いい誕生日になればって僕も思って」という言葉が頭の中でリフレインされる。

「あたしの誕生日……やっぱり──忘れてそうだよね」

　そう思ってしまうと、また心が苦しくなる。

　だって。

　あたしだって誕生日なのだ。




　それにその日は──あたしにとっても世界で一番大切な日なんだ。




　だから、さっきのハルの言葉が、びっくりして、悲しくて、辛つらくて、苦しくて、泣きそうになってしまった。

　唯一褒められるところは我慢して、泣かなかったことかな……？

　それは──約束でもあるし。

　自分との約束。

　もうあたしは泣かないと決めている。

　泣かないと決めた日──それもあの誕生日のことだ。

　あの日の記憶が流れるように蘇よみがえってくる。

　あたしの10歳の誕生日のこと。

　その日は──母がいなくなった日だった。そうなるだろうとパパからは言われていた。子ども心にそんなことはないだろうと、どこかで思っていた。

　でも、その日から母はいなくなった。

　家には母の影は一切なくなっていた。母の服。母の使っていた食器。母の使っていたもの全てが今までそこには無かったように消えていた。

　あたしが学校に行っている間に、全て。

　母は──あたしを捨てたのだ。今だから言える。母は男を選んだ。それは──そういう人生があってもいいと今は思える。

　母は寂しかったのだろう。パパは仕事で帰りも遅いし、帰らない日も多かった。それが、耐えられなかったのだと思う。本当のことは何も知らないけど。

　あたしは。

　今は──本当に何も思わない。

　母の人生だ。親の幸せを願わない子はいない。たぶん今はあたしの知らないところで幸せな人生を送っている、そう思っている。

　でも。

　当時10歳になったばかりのあたしはその事実を──現実を受け入れることができなかった。

　母のいない空間。

　母のいない──誕生日。

　その現実に耐えきれなくて、辛つらくて、悲しくて、ずっと一人で泣いていた。

　パパもいない。一人で、ずっと。延々と。

　どれくらいの時間泣いていたのかも思い出せないくらい、その日あたしはずっと泣いていた。

　本当にずっと泣いていて、あたしはインターホンのチャイムが鳴る音すら聞こえていなかったのだ。何度も鳴ったらしい。鳴らされたらしい。

　でも、知らない。

　唯一聞こえた音が──あたしの部屋のベランダドアを叩たたく音。

　今でも本当に鮮明に思い出せる。

　ドンドン、と必死の形相でドアを叩たたくハルの姿を。

　泣きながら、あたしがドアを開けるとハルがすぐ「一緒に誕生日祝おうぜ！　だから泣かないで、一緒に笑おう」と真剣な顔で言ってくれたことを。

　いつもなら──ハルは唄うところだったんだろうけど。

　真剣に。言葉で。あたしを救おうとしてくれた。

　だから鮮明に覚えている。

　あたしは何でハルがそこにいるのかもわからず困惑したということも。

　全部全部覚えている。

　だって、入れないはずのあたしの部屋のベランダなんだもん。

　あとからそれは知ったのだけど、ハルはベランダの隔離壁を体当たりでぶち破ってあたしの家のベランダまで来てくれたのだった。

　その隔離壁は今も穴が開いていて、あたしがハルの部屋に行くときに活用している。

　あたしが、それは直さないで欲しいと頼み込んだ隔離壁だ。

　たぶん、この日がなければ今のあたしはいないだろう。

　そして。

　ハルがいなければ今のあたしはいないだろう。

　この日、あたしは──たぶん、ハルに恋をした。いや。わからない。実はもっと前から好きだったかもしれないけど。だって、ずっと隣にいてくれたのだから。

　でも、たぶん、この日だ。

　そして、この日があったからハルに『もう泣かないよ』と誓うことができたのだ。

　ハルが、あたしを泣かせないように、笑顔にしてくれようと頑張ってくれたから──あたしはもう泣かないと誓うことができた。

　ハルのためにもあたしは泣きたくない。

　そう決めた。

　そんな、とても大切な日。

　いや──本当にあたしにとって。

　世界で一番大切な日なんだ。

　だから──ハルがderellaデレラのことばっかりで、あたしの誕生日を忘れていることが本当に辛つらかった。

　あんな風に。だから。顔に出してしまった。

　後悔。

　ふう、とあたしは息を吐く。

　こんなことなら──と、もう一つ後悔してまう。

　世界で一番大切な日だからって──derellaデレラの誕生日にも──初ライブの日にもしなければよかった。

　そしたらハルはあたしの誕生日を忘れなかったのかな……？

　あの誕生日からずっと毎年、絶対にハルと一緒にお祝いしてきたあたしの誕生日。笑顔をくれる誕生日。幸せな誕生日。




　ハルの『ハッピーバースデー』が聴ける誕生日。




　それも、ライブがあるから今年は叶かなわなさそうだ。

　それが本当に辛つらい。

　でも、仕方ないと諦あきらめるしかない。

　あたしが、そうしてしまったのだから。

　でも──くよくよばかりしていてはダメだ。

　ハルが大好きなderellaデレラのためにもあたしは頑張らないと。

　それに、ハルのためだけじゃない。

『たぶつき』を、derellaデレラのことを好きでいてくれるたくさんの人のために──頑張るんだ。

　頑張れ、あたし。




　立ち直れ──
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　４月29日。水曜日。祝日──昭和の日。

　あれから更に１週間以上が経過した今日──ようやく僕の初めてのファンレターは完成した。

　書こうと決意してから17日。

　色々なことがあったけど、完成させることができて本当によかった。たくさんの人の力添えがあってこそ完成したこのファンレター……本当にいいファンレターを書くことができたと心からそう思える。

　特にこまちゃんから借りていた「推しへの手紙下書き」は大変参考になった。

　こまちゃんの字はお世辞にも綺き麗れいとは言えなかったけど（可か愛わいい丸文字だ。ある意味では綺き麗れい）、それでも丁重で綺き麗れいに見せるんだという『気持ち』が伝わるものだった。下書きなのに。

　僕はそれを感じ取ったとき、別に僕への手紙じゃなかったのに、嬉うれしさと喜びを味わってしまった。こんな『気持ち』の籠こもったものをもらうことができるんだ──と。

　手て毬まりが言っていた──大好きだけでいいよという言葉。

　まさかその意味を人の手紙で感じることになるとは思わなかったけど。

　こまちゃんも推しへの愛を惜しみなく手紙には書いていたが（こまちゃんのことなので内容は割愛）、たった一言、一番気持ちの伝わる『ずっと応援してる』という言葉を目にしたとき、僕は感動して泣いてしまった。何度も言うけど僕への手紙じゃないのに。

　もうなんか──僕にも手紙書いて欲しいと願ってしまうところだった。

　それだけで頑張れそうな気がしたし。

　まあ、僕へは『推しへの愛』みたいなものがないから『気持ち』は込められないだろうけど。

　だから僕もこまちゃんを見習って僕の『気持ち』だけはこの初めてのファンレターに全力で込めた。何度も何度も推すい敲こうして。伝わって欲しいと願って。

　字も僕だって全然綺き麗れいじゃないけど、読んで貰もらいやすいように、全力で綺き麗れいに書いた。

　大好きも。

　ずっと応援してることも。

　曲のことも。歌のことも。たぶつきのことも。お誕生日のことも。おめでたいことも。初ライブのことも。またお手紙を送りたいということも。

　あと、やっぱりたくさんの好きも結局書いてしまったけど。

　そして──悩んだけど、書きたいことも書けた。

　それらを──自分で選んだ便箋に書くことができた。あの時、踏みとどまってよかったと思う。手て毬まりのオススメも勿もち論ろん可か愛わいくて、それでもいいと思えるものだった。

　でも、最後は自分で選んだものにしてよかったと今になって思う。

　それが『気持ち』でもあると思えたし。

　可か愛わいい封筒も選んで。シールも選んで飾り付けて。

　僕の初めてのファンレターは完成した。

　最初は認知が欲しくて書き始めたファンレターだったけど、今はその気持ちはない。本当に。ちょっと前までこの手紙でも認知貰もらえたら嬉うれしいなと思っていたのが噓うそのようだ。

　今は単純に、自分の気持ちを届ける手紙を送れることが嬉うれしい。

　この手紙で認知はいらないけど──この手紙は読んで欲しいなと思った。

　読んでくれたらそれだけで嬉うれしい。それが僕の書いたものだと認識してもらわなくても構わない。ただ、derellaデレラのことを大好きな人がいる──それを知ってくれたらいいなって。

　でも！　認知を貰うことは諦めたわけじゃないよ！

　継続は力なりという。お師匠様も何通も送っていると言っていた。そのおかげで私っちも推しぴから認知があると自慢してくれたので僕も何かある度にファンレターを送れたらいいなと思う。

　というわけで。

　完成したファンレターとお誕生日プレゼントを所属事務所宛てに、本日、送って参りました。

　これでderellaデレラのお誕生日の前には届くはずだ。

　どうか、お誕生日の前にはお手紙を読んで欲しいところだけど。

　そうそう。

　お誕生日プレゼント──これも、めちゃくちゃ悩みました。

　何をあげたら喜ばれるんだ──と。正直それも皆に相談しようかなと思ったけど、お手紙を書いてるときに、これも『気持ち』かなっと思い、自分だけで考えることにしたのだ。

　まず、derellaデレラの好きなもの──となると、インタビュー記事で『春巻き・オムライス』というのを見たけど（さすがに春巻きを私信だとは僕も思わなかったぞ☆）冷凍春巻きとか送っても捨てられそうだし却下。

　アクセサリも好みがあるからプレゼントに不向きという情報を、以前由ゆ羽う希きさんから聞いていたので却下。可か愛わいいコスメなんていいかなとか、今まで手て毬まりの誕生日に送っていた可か愛わいい小物とかもありかなとか色々考えた結果。

　結局──喉にも良いい色々なフレーバーの紅茶にした。

　やっぱり歌手は喉にも気を使うし、茶葉は賞味期限長めだし──なんて色々考えた結果だ。

　それに紅茶にはリラックス効果もあるし、休日、部屋で安らかに紅茶を飲むderellaデレラの姿、眼めに浮かぶようだ～～～!!　とか、まあ、そんなことも思ったりもしたので。

　そういうわけで、僕の初めてのファンレター＆お誕生日プレゼントを贈るというミッションは完遂した。

　そんな報告はいらないだろうけど、お世話になった人にどうしてもお礼がしたく、僕はお礼を込めた達成報告を４人に送った。

　初はつ己み、由ゆ羽う希きさん、お師匠様、手て毬まり。

　反応はまちまちだったけど。

　本当にありがとう。みんなのおかげで自分の気持ちを大好きな人に伝えることができました。

　ありがとう、ありがとう、ありがとう、ありがとう。


[image: ]



　ライブへ向けて練習中。

　ハルからお礼の文言とファンレターを送れたという内容のＬＩＮＥが届いた。

　その文面を見て、また少しモヤモヤした気持ちになってしまう。

　あたしの誕生日のことは忘れてるのに、とか。derellaデレラばっかり、とか。

　そんなこと──思っちゃいけないのに。

　いつもだったら、練習が終わってから「ちゃんと送れてよかったね」と、ハルの幸せそうな顔を拝みにいくとこだけど、今はできそうにない。

　そのメンタルが今のあたしにはない。

　だから、ハルのその報告にあたしはスタンプで返すしかできなかった。




　ハルはderellaデレラにどんな手紙を送ったのかな？

　今は──その手紙を見るのが怖いや──
















　５月９日。土曜日。午後11時55分。

　もうすぐ世界平和デー、否いな、大事な人のお誕生日である。つまり世界で一番大切な日!!

　そして明日は──




　たぶつきのライブがある日だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああああああああああああああああああああっ!!




　申し訳ございません。

　つい声が大きくなってしまいました。

　いや、それくらい楽しみだったので。

　もう楽しみすぎて、僕はすでに自室をライブ用に改造しているくらいなんだけど──詳細はあとで語るとして、そろそろカウントダウンを始めなければ。

　５・４・３・２・１・０──と、同時に予あらかじめ用意していた『お誕生日おめでとう』のＬＩＮＥとツイートを同時に行う。スマホ・タブレット２台持ちだ!!

　勿もち論ろんＬＩＮＥは手て毬まりに。

　ツイートは#derellaデレラ生誕祭のタグをつけて。

　ツイートの方は僕も神絵師だったらよかったんだけど、残念なことに絵は全然ダメなので１４０文字に収まらない長文お気持ち生誕への愛の言葉と今日のライブが楽しみすぎて仕方がないというお気持ち表明を添付して投稿してる（こういうのは何な故ぜかいくらでも書けちゃうんだよな～～～!!）。

　手て毬まりへのＬＩＮＥはというと──お、返事がきた。ありがとう♡という可か愛わいいスタンプ。

　ふむ。いつもは何かしら軽くお礼のコメントもあるけど。

　まあ全然いいんだけどね。

　圓まどかさんあたりからきっとおめでとうのＬＩＮＥが届いているに違いないだろうし、そのお返事かな。あと勘だけど、圓まどかさんは絶対長文だと思うし手て毬まりも長文で返してるのだろう。

　というか。

　家も隣なんだし直接言いに行けば早いと思うだろう──しかし、僕には悲しき過去があるのだ。実は昔、そのサプライズを敢行したことがある。

　あるんだけど──僕は手て毬まりが友達の家で誕生日パーティをするからお泊まりに行くなんて知らなかったんだ。手て毬まりの家にお邪魔したら光ひかるさんしかいなくて、僕は何故か手て毬まりへのバースデーケーキを光ひかるさんと二人きりで食べることになるという謎エピソードの悲しき過去……！

　でも、あの時二人で食べたケーキのことは絶対忘れない。優しかったんだ、光ひかるさん。

　言い直す！　優しき過去!!

　とまあ、それ以来、僕のことだから騒いじゃうし、深夜に迷惑を掛けるわけにもいかないので０時丁度のお祝いはＬＩＮＥでお届けすることにしているというわけだ。

　勿もち論ろん明日──もう今日か。

　直接お祝いするつもりだけど──その準備もしなければ、だ。

　そうか、もう今日か。







　たぶつきのライブがある日だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああああああああああああああああああああっ!!




　うおおおおおぉぉぉぉぉぉぉっしゃぁぁぁぁぁぁああああああああああああああああああ!!

　ついにキタ、この日が!!　待ちに待ったこの日が!!

　やったぁぁぁあああああああ!!

　derellaデレラぁぁぁぁぁあああああ、僕だぁぁぁああああああああ結婚してくれぇぇえええ!!

　はあはあ……過呼吸。

　テンションがあがりすぎておかしくなりそう！

　あ。大変申し訳ございません。

　心の大きな声がどうしても漏れてしまうのです。あとテンドンは基本なので……。

　いやあ──でも、配信ライブでよかったとちょっと安あん堵どする。

　現地ライブならライブ前に絶命していたかもしれないし（いや、死んでも死なないけど）。

　それに朝に備えてそろそろ寝なきゃいけなかっただろう（いや、緊張して寝られないけど）。

　現地なら物販があっただろうし。僕のことだ。何が何でも朝一で並んでいたと思うので。

　通販で助かったぁ……！

　実際通販の方が楽だと思うし、どのライブグッズも全部通販で売るようにしたらいいと僕は思う。今後ともたぶつき運営様には是非そうしてもらいたいところ。

　まあ、現地で並ぶのも乙と言えば乙なのだろうけど（初はつ己みの手伝いで『DDRREEAAMMダブルドリーム』の物販にはよく一緒に並んでいるのだけど、並んでいるとき初はつ己みのワクワクがよく伝わってくる。ランダムグッズの推し以外を僕が引いたときに「愛が足りない」と言って僕のせいにするのはやめて欲しいけど。だって僕の愛はderellaデレラへしかないし）。

　ということでグッズは届いているので心配もなし。心配なのは僕の財布だけ。

　……初ライブだということもあり、いっぱい買っちゃった♡

　あとは明日、もとい今日のライブ本番を待つのみ。

　ライブの開始予定時刻は──18時。つまりあと約18時間。このまま寝ずにドキドキしながら待つのもいいだろうけど、ライブに向けて体調を整えた方がいいとも言える。

　どうするか──僕は逡しゆん巡じゆんのあと、ライブを全力で楽しむため『たぶつき』の音楽を聴きながら一旦寝ることを決意する。ちゃんと寝ることができるかは不明だけど。

　ああ、明日、もとい今日のライブ──楽しみだな。

　…………。

　楽しみすぎる!!　寝れねぇ!!
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　ハルとかるたんから０時丁度にお祝いのＬＩＮＥが届いた。

　ハルからちゃんと届いた……。よかった……忘れてなかったんだ……。

　その事実はあたしを安あん堵どさせる。安あん堵どさせるのだけど、心が晴れない。なんでかな……？

　なんでだろう……わからない。わからないよ。

　こんな大切な日なのに──あたしはダメだダメだと頭を振る。

　とにかく「ありがとう」だけはちゃんと返しておこうと思い、ハルには「ありがとう」とスタンプで返事をした。それしか──できなかったけど。

　かるたんにも返事、と思ったけど──届いたＬＩＮＥを見ると、去年は仲良くなってすぐくらいだったから軽い「おめでとう」という感じだったけど、今年は超長文だった。

　嬉うれしい──本当に嬉うれしいんだけど、普通にびっくりする。

　今までそういう経験がなかったので。

　お誕生日おめでとうの一言だけであたしは嬉うれしいのだけど、可か愛わいい絵文字いっぱいに、あたしなんかを褒める言葉をいっぱい並べてくれて、更にはスタバギフト付きでそこにもおめでとうの言葉。更には今日お誕生日プレゼントも持っていくね──という話。

　あたしはここまで尽くして貰もらえる存在なの？　と逆に不安になるほどだ。相変わらず自己評価が低いとかるたんには怒られそうだけど。

　ここまでしてもらってお返事しない訳にはいかないと思ったけど、今、あまり上う手まく文字を打てる気がしなかったのであたしはかるたんに電話することにした。

　通話開始ボタンを押した──と思ったらもう繫つながっていた。

「てまりん、お誕生日おめでとう」

　しかも、かるたんから先におめでとうを言われてしまった。

「え!?　え!?　は、早すぎない!?」

「そう？　普通だと思うけど」

「……全然普通じゃないよ？」

「じゃあ、特別ってことかな」

「…………」

　その思考はハルに似ているなと思ったけど──言うと怒られそうだし黙っておこう。

「あはは、ありがとね、かるたん。め～～～っちゃ嬉うれしかった！　また改めてお返事もするね」

「てまりんが喜んでくれたなら本当によかった。わたし、こういうの苦手でよくわからなかったから」

「そうなの？　こんな素敵なおめでとうＬＩＮＥ届いたら誰でも嬉うれしいと思うよ」

「てまりん──わたしはお誕生日おめでとうのＬＩＮＥはてまりんにしか送らないの。ううん、わたしの全ての言葉はてまりんにしか送ってない」

「……重いね!?」

　そう、かるたんは急に重い話をぶち込んでくる。あたしより重い感じだ。

　まあ──そこが面白いと思うし、かるたんの好きなところだ。

「ところで」

　かるたんはそこで一旦言葉を強く区切った。それからもう一度「ところで」と言って、

「どうしたの？　嫌なことでもあった？」

　と、心から心配するように言ってくれた。

　電話越しなのに、よくわかる。かるたんの誠実さが伝わる声。優しさ。

　やっぱり──するどいなぁ。

　かるたんのその言葉で、あたしはどうしようか迷ってしまった。

　話すつもりなんて毛頭なかった。何を話せばいいのかわからないし。それに、お礼を言いたくてかるたんに電話したのだ。

　あたしの話をしたかったわけじゃない。

　でも。でも、かるたんの優しさに──甘えてしまった。

　弱音を吐いてしまった。

「あはは、かるたんはするどいね。ちょっとね、今日他に大事な用事があるんだけど、大丈夫かなって」

　これは本音だ。

　ライブのことは──どれだけ練習しても不安ではある。

「……そうなんだ。大丈夫、てまりんには何があってもわたしがずっとついてる。それに、そのてまりんの不安はわたしが絶対消し去ってあげる」

「えへへ、ありがと。かるたんならホントにそうしてくれそう──だからかな、だからかな？　そう言ってもらって大丈夫かなって気がめっちゃしてきた！」

「よかった──今日大事な用事があるんでしょ？　早く寝なくて大丈夫？」

「あ、そうだね！　かるたんも夜中にごめんね、本当にありがとう。返事は朝起きてまたするね！」

「気にしないで。電話くれたしＬＩＮＥは無視してくれていいから。電話くれなかったら心配して気が狂ってたと思うけど。そのかわり、もう今はゆっくり休んで欲しいかな」

「うん、そうしようかな。ありがとね、かるたん」

「おやすみ、てまりん。また明日ね」

　と温かい声で言って、かるたんは通話を閉じた。

　ずっと晴れなかった心が少しだけ軽くなった気がする。

　本当にありがとう──かるたん。

　かるたんの言う通り大事な用事──ライブのためにあたしも早く寝た方がいいだろう。まだ不安は残ってるけど、明日のために眼めを閉じた。

　ライブ──絶対に成功させると誓って。
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　僕がベッドに入って２時間程経たった頃である。

　本日のライブ予想セトリを流していたスマホも無音となり、僕もようやくウトウトしてきた頃だった。

　ガラリ──と。

　僕の部屋のベランダドアが開く音がした。

　手て毬まりか？　こんな時間に何か用だろうか？　こんな時間？　何かあったのか？

　と、僕が半身を起こしたとき。

「動くな。声も出すな」

　と。

　カチャリと僕の額に何か冷たいものが押し付けられた。

　よく見れば──それは、拳銃で──その拳銃の持ち主、そして声の主は──。

　圓まどかさんだった。

　いやいやいやいや。声を出すなとかの問題じゃなく。

　え!?　マジでどうやって入ってきたの!?　てか、その拳銃なに!?　こっっっわ！

　眼めも完全に殺し屋の眼めだ。アニメとかでよく見るやつだ。暗がりなのに眼めだけオーラが出たように光って見える！

　さすがの僕も（？）動揺する。いや、誰でも動揺するよ。

「手て毬まりに何をした」

　圓まどかさんはドスのきいた声でそう言った。

「返答によってはお前を殺してわたしも死ぬ」

「……お、落ち着いてください。僕は何もしておりません」

　敬語だった。僕はまだ死ぬわけにはいかないので。

　どうしても──今日だけは。

「じゃあ、どうして手て毬まりが悲しんでいる」

「…………」

「悔しいけど──手て毬まりが悲しむのは春はる永ながのことばかり」

「それは──」

　僕は答えにつまる。

　手て毬まりが悲しんでいる──心当たりは、勿論ある。

　あの日のこと。手て毬まりと一緒に便箋を選びに行ってもらった日、たしかに僕は手て毬まりに悪いことをした。

　でも、それは──一番大切なことは何か考えて、選んだ結果だ。

　それは言わなければいけない。

　それに圓まどかさんには言わなきゃいけないこともあったんだ。

　僕は──圓まどかさんにちゃんと伝える。

「……もし僕が本当に手て毬まりを悲しませていたら──手て毬まりを泣かすことがあったなら、僕を殺してもいいよ。圓まどかさんは僕の代わりに手て毬まりとずっと生きて欲しい」

　加えて、

「僕は誰よりも手て毬まりが喜ぶことを考えてる。手て毬まりは──大切な家族だから。だから、明日以降手て毬まりが泣いていたら僕を殺してくれていい」

　覚悟を決めてそう言った。

　明日が僕の命日かもしれない……。

　圓まどかさんは──

「……そういうことを言う春はる永ながが本当に嫌い。わたしが本気で殺せないと思ってるみたいで。でも、わたしは本気──。あと指図しないで。春はる永ながに言われなくてもわたしは手て毬まりとずっと一緒に生きていくから」

「……」

　ですよね……。

　いや僕の意図としては僕を殺してもいいけど、圓まどかさんは死なないで欲しいという意味なんだけど──とは口に出せない。色々怖くて。

「それに、手て毬まりは今悲しんでいるの」

「…………」

　それに関しては僕に言い返す言葉はない。

「……わからない。春はる永ながの言ってることは１ミリもわからないけど、手て毬まりは今泣いてるの！」

　なぜ、なぜ言い直した!?

　本気で喧けん嘩かしたら、僕が敵かなうはずないってことの暗示か!?

「明日以降」

　圓まどかさんは言葉を区切る。そして改めて──

「明日以降なにかあるということ？」

「……今日は手て毬まりの誕生日だから。それは──ちゃんとお祝いしたい」

「………………………………………………………………………………」

　圓まどかさんは長い沈黙のあと小さく「そう」と言った。

「手て毬まりの誕生日だものね。わたしも手て毬まりの誕生日はちゃんとお祝いしたいし、今日死ぬのは嫌」

「………」

「……わかった。明日以降──ね。でも、わたしは本気。手て毬まりが泣いていたら絶対に殺す」

　そう言って圓まどかさんはゆっくり拳銃を下ろしてくれた。どうやら僕の覚悟がちょっとは伝わったようだ。死ぬかと思ったぁ……。

　一旦圓まどかさんも落ち着いたようだし、色々聞きたいことがあるけど、とりあえず一番気になることを訊きいてみる。

「えっと……どうやってここに？」

　僕の問いに圓まどかさんはしれっとした顔で「見ればわからないの？」と言った。

　わ、わからねぇ……！　どこでもドアか!?

「春はる永ながの部屋のベランダドアが常に開けっ放しなのは先日のことで学習していたし、そこから入ろうって」

「いや、だから」

「これ」

　と、見せてくれたのが家の鍵だった。

「手て毬まりの家の合鍵。手て毬まりには秘密にしておいてね。言ったら本当に殺す。手て毬まりに何かあったとき怖いなって思って作っておいたんだけど、こんなことで役に立つなんて思わなかった」

「…………」

「手て毬まりの寝顔を確認してからここに来たの。とても可か愛わいかった」

「めちゃくちゃ私的利用してるじゃん!?」

　カチャ、と──黙れと言わんばかりにまた拳銃を構えられる。

　いやいや、偽にせ物ものですよね……？　それ。

「今、わたしが本気なら春はる永ながは死んだ。よかったね、今、わたしが本気じゃなくて。わかったら──手て毬まりには絶対何も言うな」

「ええ……本物なの……？」

「偽にせ物ものに決まってるでしょ。銃刀法違反知らないの？　でも、そこまで疑うなら私も別にいらないし──はい、じゃあ、あげる」

　と、言って圓まどかさんはその拳銃を僕のお腹なかの方に投げた。

　僕のお腹なかに乗ったそのブツは──えぇ……めちゃくちゃ重いんですが。

　偽にせ物ものとは思えない重さなんですがぁ……。

「雑誌『KADOMATU』って名の通り、和を──」

「その振りをしたら本物を持ってもいいってことにならないけど!?」

「騒がないでくれる？　手て毬まりが起きたらどうするの？」

「む」

　それもそうだ。手て毬まりには健やかに眠ってもらいたい。てか全部圓まどかさんのせいなんだけど──なんて僕に言えるはずもなく黙るしかない。

「偽にせ物ものだって。ちょっと素材がオリハルコンなの」

「……不吉を届けに!?」

　やはり僕を掃除しにきたのか!?

　圓まどかさんの底が見えなくて本当に怖いんだが。いや、でも偽にせ物ものだと信じよう。調べる勇気も撃つ勇気もないので。てか返却したい。

「いらないから返さないで。そのハーディスはもう春はる永ながのもの」

「やっぱり僕を時の番人にするつもりか!?」

　時空犯罪といい、僕が時の関係者だとでも思っているのだろうか……。

　圓まどかさんと話すとホント柄にもなくツッコんでばかりになるな……。

　いけないいけない。本題に戻ろう。本題が何かも思い出せないくらい混乱してるけど。

「えっと……その手て毬まりには絶対言わないから、そろそろ──」

　怖いし帰って欲しい──とは怖くて言えなかったけど。

　圓まどかさんは僕の意図を理解してくれたようで、

「春はる永ながも手て毬まりのお誕生日ＬＩＮＥかなにかは送ったんでしょ？　手て毬まりからお返事はきた？」

　全然理解してくれてなかった。

「ああ、うん。ありがとうってスタンプ付きで来てるけど……」

　僕がそう言うと、圓まどかさんはいつもと違い──暗がりでもはっきりわかる程、にっこりと、さすがモデルと思うような、美しいスマイルを決めた。

「そう。ふふふ、春はる永ながはスタンプでのお返事。ざぁこ♡」

「…………」

「わたしなんて通話でお礼してもらっちゃった。『かるたん、本当にありがと』って。え？　春はる永ながは？　わたしの勝ちぃ♡」

「何な故ぜそんな嬉うれしそうに……いや、まあ、そうだけど」

「──春はる永なが。わたしは春はる永ながに負けないから。今のところ１勝１敗ね」

　突然、真面目な顔で真面目な口調に戻して圓まどかさんは言う。

「……なんの勝負で僕はいつ圓まどかさんに勝ったんだ!?」

　思い当たる節がなさすぎる。

　圓まどかさんの１勝は今だろうけど、僕の勝利はいつだ。常に負けている気しかしない。僕の心の中では通算１００敗してるよ。面白さとか色々。

「さて。春はる永ながにマウントも取れたし、とても気分がよくなったからわたしは帰ります。あと忠告。春はる永なが──その拳銃、本当に撃たない方がいいよ。じゃ」

　圓まどかさんは真顔でそう言って去ろうとする。何な故ぜそんな怖いことを真顔で言える。

　僕は──圓まどかさんを呼び止めた。

「圓まどかさんに言いたいことがあったんだ。この前──圓まどかさんに色々忠告してもらってよかったと思ってる。だから──ありがとう」

　僕が言うと圓まどかさんは心底興味無さそうに「あっそ」と言ってから、

「それが遺言にならなければいいね」

　と、圓まどかさんにしては珍しく──それは先ほど見せたモデル用のスマイルではなく──笑顔でそう言ったように見えた。

　そして僕の家の玄関から帰っていく。ちゃんと「お邪魔しました」と言い残して。

　帰りはこっちなんだ……まあ手て毬まり起きちゃうかもだしね──それはいいんだけど……。

　いやそれよりも──マジか……えぇ……どうするのこれ。

　僕はとりあえず一旦そのブツ（拳銃と呼称するのも怖い）をこんなこともあろうかと（いや、普通にderellaデレラ秘宝でも出来たときに隠そうと思って作った場所だ）絶対誰にもバレないよう作った机の中の隠し引き出しの中にしまった。

　余計それっぽくなってしまったが。

　しかしまあ、完全に眼めが覚めてしまった。

　もしかすると圓まどかさんの狙いはそれなのかもしれない。あれだけ僕が騒いでたし、今日ライブがあることくらいは圓まどかさんも知ってるだろうし……一番僕にダメージのある嫌がらせだ。

　ふむ。

　なんだか眠れそうにないし、ライブとお誕生日の準備でも進めておこうかな。
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　夢にかるたんが出てきた気がする。じっと、あたしを優しく見守ってくれてるような夢。

　寝る前に話したからかな。

　そんな夢のおかげもあって、とても目覚めはよかった。

　それに──ちゃんと起きることができた！

　あたしはスマホのアラームを止めてから「ん───」と思いっきり身体からだを伸ばす。

　と、あたしの枕元に大きな袋が置いてあるのに気付く。

　なんだろう──あ、パパが誕生日プレゼント置いていってくれたのかな。あたしは袋についてるメッセージカードを手に取り、読んでみる。

『お誕生日おめでとう♡　今日は忙しいって言ってたから、てまりんが大丈夫な日にわたしの家でお誕生日会、絶対しようね。プレゼント、大切にしてくれたら嬉うれしいな──　　かるた』

「かるたん!?」

　なんで!?　どうやって届けたの!?　かるたんはサンタか何かなの!?

　いや、まあ……朝、パパに渡してくれたのかな？　大分早い朝だけど。

　袋の中身は──あたしがあたらしく好きになった子の大きなぬいぐるみだった。まんぷく──か、可か愛わいい～！　思いがけずゲットしちゃった。嬉しい……ありがとう、かるたん。

　絶対大切にするね！

　お礼もしなきゃ──と、思ったけど時刻は午前７時前。10時から確認のリハーサルだ。あまり時間に余裕もないし、移動中にお礼はしよう。

　リビングに移動して朝食の準備をしようと思ったら、すでに用意がされていた。

　パパがやってくれたようだ──助かります。

　でも、どうやらパパはもう家にはいないみたい。先に現場に向かっているのだろう。

　かるたんが来てくれてたんだし、あたしが朝弱いの知ってるんだから起こしてくれたらいいのにとも思うけど、大事な日くらい自分でちゃんとしろってことかな。

　あたしは用意してくれた朝食を頂き（パンと野菜だけだけど）、出掛ける準備を進める。

　準備を進めながら、あたしは今日のことを考える。

　正直。正直まだ気持ちに暗い部分は残っている。心残り。ハルのこと。誕生日のこと。ハルのファンレターのこと。

　そういえばまだ受け取ってないけど……。

　でも、そんなことをもう言っている暇はないのだ。

　本番は今日──あと11時間後。

　気合いを入れ直さなくちゃ。あたしは眼めをギュっと瞑つぶってパンパンと顔を叩たたく。

　よし、行こう！　魔法を掛けて──。

　あたしは今から──derellaデレラだ。





＊　＊　＊






　あたしが家を出てちょっとした所で後ろから声が掛かった。

「手て毬まり～～～！　はあはあ……」

　急いで走ってきたのであろうハルが手を膝について身体からだで息をしていた。

「……ハル？　って何、その恰かつ好こう!?」

「ん？　あ、ホントだ。急いできたから脱ぐの忘れてた」

　ハルの格好は──以前あたしも着せてもらったことのあるderellaデレラ♡Loveとデカデカ背中に書かれた法はつ被ぴ。それにキンブレ所持。朝からなんて恰かつ好こうを……恥ずかしすぎる。

「いや、そんなことはどうでもいい！　え、どこか行くの!?」

「あ～……」

　と、あたしは答えに困ってしまった。

　まさか今からリハーサルだよ──なんて言えるはずもなく。

　どうしようと迷ったけど。

「──今日は友達と誕生日パーティするんだ」

「え、それってずっと!?　今日──たぶつきのライブ観れない!?」

「あー……どうだろ？　どのくらい遊ぶかわからないけど、観る時間はあるかな……？」

「よかった！　絶対今日観て!!」

「え？」

　ハルがいつにも増して熱を込めて言うものだから驚いてしまった。ハルがderellaデレラのことを観てくれなんて言うのはいつものことなのに。

　その勢いに何故かあたしは押されてしまい、

「う、うん、わかった」

　と、つい言ってしまった。

　するとハルは安あん堵どの溜ため息いきを吐つく。

「は～～～よかったぁぁぁあああ。いや、絶対超いいライブだからさ!!　リアタイしなきゃ、絶対ダメだ☆ぞ」

「ダメだ☆ぞって」

　謎のキメ顔のハル。やっぱりいつものハルかもしれない。あたしの勘違いかも──って、ここで悠長に時間を使ってはいられない。

　遅刻しちゃマズイので少し名残おしいけど（おい）ハルとはここで──

「ん。じゃあ、ちゃんと観るね」

　観るというより、ちゃんとやるね──だけど。

　うん。ハルのためにもちゃんとやる──ちゃんとやるね。今ここでハルと逢あえてよかった。ハルが今日のライブを絶対観てくれることなんてわかりきってることだけど、やっぱりライブを楽しみにしてる人を眼めの前まえにしたら改めて──頑張ろうと思えるから。

「ありがと！　じゃあ、お誕生日会楽しんできて！　絶対、観てね!!」

「うん」

　あたしはハルが帰っていくのを少し見送ってから会場へと足を向けた。

　よし。あたしはもう一度魔法を掛けなおす。魔法を掛けて──。

　あたしは今から──今度こそ本当のderellaデレラだ。
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　順調にリハーサルを終えることができた。

　そんなリハーサル後──お昼の休憩中のこと。

　あたしの控え室に１通の手紙が置いてあった。朝来たときには無かったのに。マネージャーさんが置いてくれたのかな、と思って訊きこうと思ったけど周りに誰もいない。

　ふと、その手紙を見ると──あたしは一目でわかってしまった。

　その封筒に書かれた『derellaデレラ様へ』という文字で。

　あたしは──それがハルからのものだと認識した瞬間、反射的に手にとっていた。

　ハルからのファンレター。

　derellaデレラへのファンレター。

　あたし──有あり真さだ手て毬まり宛てではない、derellaデレラへのお手紙。

　本音を言えば見るのは怖い。だって、それはderellaデレラへのお手紙だから。好きな人の好きな人への『好き』なんて──本当は見たくない。本当は──こわいよ。

　でも、今は──あたしはderellaデレラだ。

　だからこの手紙は絶対に見なくちゃいけない。

　絶対に──。

　今、読んで大丈夫かな？　でも、たぶん、ハルはすぐに読んで欲しいと願っているよね。

　あたしは勇気を出して、封を開ける。

　ハルの書き出しの言葉は『derellaデレラ大好き』だった。

　その言葉に色々な気持ちが溢あふれ出でるけど──あたしは先を読み進める。

　読み──




　読み──




　読み続けることができなかった。




　そっか。そっかぁ……それ以上の言葉がでない。

　ハルの想おもいはちゃんと受け取れたよ。ごめんね、今は、これ以上読み進めることができない。

　あとで絶対にちゃんと読むから。

　あたしはそう誓って──ハルからの手紙を封筒に戻し、大切に自分のカバンへとしまう。

　ライブまでもう少し──ハルのことになっちゃうと、やっぱり魔法が解けてしまう。でも、ハルからのお手紙は──あたしを、いや、derellaデレラをライブ会場に運んでくれる魔法のかぼちゃの馬車だった。ハルが最後に魔法を掛けてくれたんだね。

　その魔法が解けないよう、あたしも呪文を唱える。

「──たぶん、きっと、月の下で」

　ライブまで──あと30分。
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　ライブ開始30分前。

　僕はこの日のために貯ためていたバイトのお金をほぼ使いきり、プロジェクターを購入していた。そして、この日のために購入していたスクリーンに配信の映像を映す。

　……っ！　わあ、大画面だぁ♡

　あまりにも嬉うれしくて♡がついてしまった。

　すでに配信の準備が始まっているようでＣＭ映像と『たぶつき』の曲が流れている。

　正直。正直大画面で見る必要性はさほどない。

　どういう形態で配信するのか実は知らされていないし、derellaデレラが顔出しするわけじゃないだろうし。噂うわさでは３Ｄモデルで出てくるのではと言われているくらいだ。

　それはそれでめちゃくちゃありだけど。

　絶対・超絶・究極・最上に可か愛わいいと思うし!!　一言で言えば神降臨だ!!

　でも、どうなるかはわからないし、それなら音響設備を整えた方が良かったかもしれないが、僕はどんな形であれderellaデレラを大きく見たかったのだ。

　だから今、この画面に映るderellaデレラのイメージ映像を見れただけで──わりと感無量だった。

　大画面のderellaデレラ──好き。

　derellaデレラ──手紙読んでくれたかな。読んでくれてたら嬉うれしいな。derellaデレラのことだから読んでくれてるよね。僕は謎の確信があるんだ。derellaデレラは、きっと、手紙を──

　ん……危ない危ない、そんなことを妄想していたら危うく暴走してスクリーンに抱きつくとこだった。

　ふう、好きすぎて困ったものだぜ。

　なんて、バカをしている間にも刻々と時間は進み──開演の時間がきた。

　定刻通り18時ジャスト。画面が暗転し──derellaデレラが映る。




　derellaデレラが映る。




　ああん!?　ジャストモーメント!!　ちょっと待った!!

　実物の──derellaデレラが映ってる!?

　そこには──その配信映像には。

　本物のderellaデレラと思わしき人の後ろ姿が映し出されていた。

　なるほど後ろ姿でライブするのか！　最高!!

　そして間もなく、曲が始まる。

「お待たせしました！　１曲目、新曲です!!　『Hopeful Dreamer』!!」

　その、僕の眼めの前まえに映り出された人は──紛まがうことなきderellaデレラの声でそう叫んだ。

　そして歌が始まり、僕は、絶句した。

　瞬間──ほろり、と。

　僕の眼めからは自然と涙がこぼれた。

　眼めの前まえに本物のderellaデレラがいるとか。実在してるとか。いきなり本当に新曲から攻めてくるとか。僕のセトリ予想が当たったとか。その綺き麗れいな後ろ姿とか。髪、長いんだとか。derellaデレラの歌声とか。歌が上う手まいとか。声が綺き麗れいとか。僕はやっぱりderellaデレラのことが好きなんだとか。

　色々な感情が一気に溢あふれ──僕は崩れ落ちそうになった。

　こんな体験は初めてだ。

　今まで散々泣いてきたけど──この感情になったことはない。

　それ程に、僕は心を動かされている。

　本当は、ああああああああああと泣き叫び、すぐにでも崩れ落ちたい。

　でも僕は──それだけは我慢した。眼めの前まえでderellaデレラが歌ってくれているのだから。一瞬でも眼めを離したくなかった。かなり涙で視界はぼやけているけど。

　加えて申し訳ないことこの上ないけど、新曲の歌詞も全然頭に入ってこない。

　それ以上に、derellaデレラの存在が神こう々ごうしくて──それしか頭に入ってこなかったのだ。

　ただ最高にハイテンションになる曲だ。自然と身体からだは揺れる。

　アーカイブあるから……それで後で、死ぬ程見るんだと、今はderellaデレラの姿だけを見詰めた。

　そうして、１曲目はいつの間にか終わってしまった。

　すぐに次の曲がはじまる。

　２曲目も僕の予想通りで『シフク*メイデン!!』、これまたテンションの上がる曲だ──自分の予想が完璧すぎて逆に怖くなってきた。

　しかし、僕はここで切り替える。気持ちを──切り替える。

　このまま泣き続けるのか？　歌に真剣オタクするか？　それとも後方彼氏面づらオタクするか？

　答えはＮＯだ。

　楽しもう!!　全力で!!




　だから僕は──跳んだ、否いな、翔とんだ。




　推しジャンだ。

　推し、一人しかいないからずっと跳んでなくちゃいけない。身体からだぴょんぴょんマジ、だ！

　跳ぶ！　跳ぶ！　跳ぶ！　──え!?　めっちゃ楽しい!?

　眼の前で推しが歌っているのを見ながら跳んでるだけなのに!?

　これが推しを見ながら跳ぶということか!?

　初体験──僕はこんな幸せでいいのか!?　明日死ぬかもしれない……いや、もう死んでもいいや。とにかく、跳べぇぇぇええええ!!　キンブレ振れぇぇぇええええええ!!

　勿もち論ろんderellaデレラに全力注視だ。ずっと後ろ姿だけど!!

　よかったな、配信ライブで。

　今、僕は確実に誰よりも高く跳んでる自信がある。跳べる現場だったら確実に後ろの席の人から「すみません、ステージ見えないので」と言われるところだ。

　しかし、僕は心の中で言うだろう。

「好きなら僕より高く跳んでください!!」と。

　なんなら「最前にいない自分を呪うしかないですね！」と言っちゃうかもしれない（僕は絶対に最前を引いてる自信がある!!　そして最前でも跳ぶ!!）。

　実際は「あ、すみません」になると思うが!!

　まあ、跳べる現場に限ってだけど。ライブはマナー良く、だ。

　でも配信なので関係ない。下の階の人はちょっとドンドンうるせぇなと思うかもしれないが、今日だけはごめんなさい！　僕は、最後まで跳ぶ!!

　そして。

　全力で跳んで楽しんだ『シフク*メイデン!!』が終わる。

　すぐに次の曲『マシロ・ハート・ダイアリー』が始まった。

　いやいやいやいや。僕の予想セトリ完璧じゃん。もう僕絶対、真のファンじゃん。僕よりファンの人なんていねぇ！　と思いながらＵＯウルトラオレンジを折った。

　そうです、始まった途端ＵＯを全力で回すのです。

　回さないと、また涙が溢あふれるから。

　噓うそ吐つきました。もう溢あふれてる。だって『マシロ・ハート・ダイアリー』だもん！

　それでも僕はＵＯを全力で回す。

　よかった、配信ライブで!!　現場ならすでに死んでいたに違いねぇ！

「うぇぇぁぁ！　言いたいことがあるんだよぉ！（なーに？）やっぱりderellaデレラは可か愛わいいよ！（ありがとー）好き好き大好きやっぱ好き！　やっと見つけたお姫様！　僕が生まれてきた理由！　それはderellaデレラに出会うため！　僕と一緒に人生歩もう！　世界で一番愛してるっ！　ア・イ・シ・テ・ル～～～～～～～～～～!!」

　なんて、一人でガチ恋口上を決める。泣きながら。ちなみに。なーにもありがとーも自分で言ってる。虚むなしくはない!!

　いやあ、よかった、今日は家に僕一人で！

　実はこんなこともあろうかと、両親には小旅行をプレゼントしておいたのだ。きっと今頃二人で楽しんでいるに違いない。僕は家で一人最高に楽しんでるからウィンウィンだ！

　これだけ一人で騒いでいたら流石さすがに親がいたらうるさいと怒鳴られそうだし。まあ、仮に親がいようが僕は大声でガチ恋口上決めていただろうけど。

　だってそれくらい好きなんだもん！

　しかし、僕の体力がそろそろ限界だった。初しよっ端ぱなから飛ばし過ぎた。もう回せない──というところで丁度曲が終わる。

　当面の課題ができた瞬間だった。

　跳ぶ力と体力──つけないと。僕は筋トレと走り込みをすることを決意する。

　それにしても。さいっっっこうに楽しい!!

　配信でもこれだけ楽しいのだ。生だったらもっと楽しいだろうなと、どうしても思ってしまう。顔出しＮＧだから難しいのかもしれないけど、いつか現地ライブやってくれたらいいなという気持ちが強くなる。

　そして──もっとderellaデレラに逢あいたくなった。

　好きの加速が止まらない。

　いつか──絶対derellaデレラに、と。

「……はあはあ──どうでしたか？」

　derellaデレラのＭＣがはじまったようだ。

　その声と吐息を聴いた瞬間。

　ふと、何な故ぜか手て毬まりのことを思い出した。手て毬まりの声とは全然違うのに。

　手て毬まり。ちゃんと見てくれてるだろうか。

　見ていてくれ──そしたらきっと。

「えへへ、配信だと声が聴けないのはちょっと寂しいね」

　derellaデレラは息を切らしながら──給水したりしながら、汗を拭いたりしながら、ＭＣを続ける。

「でもね、いっぱい声が届いてるんだよ」「本当にありがとうございます」「Twitterのリプもね、全部読んでるよ」「頂いたお手紙も」「本当に本当にありがとうございます」

　derellaデレラは背中を見せたままだけど、そこで深々とお辞儀をしていた。

「あはは、ちょっと泣けてきちゃった。ごめんなさい」「えっとー……ほら、今日私も誕生日なんですよね。おめでとうの言葉もいっぱい届いてたの見ました、ありがとう」「それでね、私もお誕生日だし」

　そこでderellaデレラは一旦天を見上げて──
















　そう言った。

　その言葉は──僕がderellaデレラに送ったファンレターに書いた文言と一緒のものだった。

　derellaデレラは。

「えへへ、今日がお誕生日の人よかったですね！　そう、皆さんですよ～！」

　と照れ隠しのように言葉を続けた。

　いや、まあ、そうだよね、当たり前だ、ファンに向けて唄うんだ。

　でも──心臓が一瞬止まるかと思った。

　普段だったら「今の僕の送った手紙じゃね？　え？　絶対僕のだよね？　マジ？　うおおおいいい!?　ま、マジか!?　ひっ、ひぃぇえええええええ!?　え!?　ガチ私信貰もらった!?　やばいやばいやばい。マジ!?　え!?　こわっ!?」ってなる所だっただろうけど。それよりも僕の書いたファンレターを読んで貰もらえてるかもしれない──と、思うだけで嬉うれしかった。

　そして──たまたまかもしれないけど、僕の想おもいを叶かなえてくれて本当に嬉うれしかった。

「あ、皆さんも一緒に唄ってくれたら嬉うれしいです！　私も誕生日なので！」

　derellaデレラが盛り上げようと頑張っている。僕はその声に応えたい！

「じゃあ、いっくよ～！」

　と、derellaデレラの掛け声のあと僕は画面の前で一人『ハッピーバースデーの歌』を熱唱した。

　さっきのコールなんて比じゃない馬鹿デカい声で。

　derellaデレラに届くように──手て毬まりに届くように。

「ありがと～！　みんなの声が届いた！　今度は私がもう一度みんなに届ける番だね！　じゃあ、後半戦！　楽しんでください！」

　そこでＭＣは終わったようで『ジグソーガール』のイントロが流れ始める。

　ここからは僕の予想セトリ通りとならなかったが、最高のライブが続いた。

　僕の体力は前半だけで使い切っていたので、後半はあまり跳べなかったが（それでも全力で跳んで振ったよ！）後半もずっと楽しくライブを堪たん能のうすることができた。

　やはり──たぶつきは神。derellaデレラも神!!

　ラストに『春はるは永ながく。』をやってライブは終わる。

　最後に私信ソングをやってくれるなんて本当に神ライブだ。もはや僕だけのためにあったライブだと言っても過言ではないだろう。過言すぎるけど。

　というわけで、１時間半と決して長くはない時間だったけど。

　人生初の推しのライブ──『たぶつき』配信生ライブは僕の中の最高のライブとして心に刻まれ、幕を閉じた。
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　ライブが終わっても僕のテンションは中々収まらなかった。未いまだに興奮状態。

　神ライブだったんだから仕方ない。

　あまりにも神ライブだったから、かなり動いちゃったしお腹なかがすいてきた。旅行中の両親からは、帰りが少し遅くなるからと連絡があったので晩御飯を調達しに行かねばならなかったが、ちょっと休憩してから行くとしよう。

　僕は少し落ち着くためにベランダに出る。風が涼しくて熱を冷ますには丁度良い。

　スマホの時計を見ると19時45分。辺りも大分暗い。

　ふと、手て毬まりの家の方を覗のぞいてみた。明かりは無く──どうやら誰もいない様子だった。

　まだ帰ってきてないのかな。

　手て毬まりは『たぶつき』のライブを見てくれただろうか。

　derellaデレラはね、手て毬まりのために『ハッピーバースデーの歌』を唄ってくれたかもしれないんだよ、って教えてあげたい。

　手て毬まりにいい誕生日を過ごしてほしくて、どうしても書かずにはいられなかった──一番大切な人のお誕生日のこと。

　僕は隔離壁の穴に眼を落とす。ぼっかりと穴の開いた隔離壁。

　久しぶりに見た気がする。そもそも僕はそんなにベランダに出ることはないし。

　僕が通ることはもうほとんどないけど──手て毬まりはいつもここを通ってきてるんだよな、と思うとなんだか面白い。不思議な穴だ。

　そのぽっかり開いた穴を見て、僕は昔のことを思い出した。

　あの手て毬まりが泣いていた日のことを。

　僕の両親は聞かされていたのだろう。

　あの日、手て毬まりの母だった人がいなくなるということを。だからきっと、手て毬まりを呼んで一緒に誕生日会をしようと言ってくれたのだと思う。

　何度チャイムを鳴らしても手て毬まりが出てこなかった、あの時の焦燥感は今も忘れられない。

　そのあとの僕の奇行は正直よく覚えていない。

　無我夢中だった。いつの間にか隔離壁をぶっ壊して、手て毬まりの家に行っていた。

　そこで見た手て毬まりの姿だけは、切り取った写真のように覚えている。

　小さい頃からずっと一緒だった手て毬まり。

　手て毬まりはよく泣く子だったけど──いつも元気で、笑顔の似合う女の子だった。それは今もそうだと思う。

　でも、あの日だけは違った──あの日は泣なき止やむことがなかった。

　忘れるはずがない。その時の僕の気持ちも。

　僕は、ずっと手て毬まりに笑っていて欲しかった。

　自分のせいで手て毬まりを泣かせてしまったのだとも思ったけど──それ以上に手て毬まりには笑顔でいて欲しかったのだ。

　だからあの日、僕は手て毬まりの笑顔を僕が守ると決めた──とても大事で、大切な日。

　そうだ。一番大切な日は──僕が手毬の誕生日を祝って完結する。

　手て毬まりの誕生日を祝わなければ、今日は何の意味もない日だ。

　たとえたぶつきの神ライブがあったとしても。derellaデレラのお誕生日をお祝いできたとしても。

　手て毬まりの誕生日があるから５月10日は僕にとって、一番大切な日なのだ。

　僕はリビングの机に飾っているケーキを見る。毎年手て毬まりのお誕生日ケーキは僕が作るということもあり、ケーキ作りだけ達者になってしまった。予定が変わってしまって、深夜から作り始めたこともあり、異様に気合いの入ってしまった２段のケーキ。

　喜んでくれるだろうか。

　さすがに今日帰ってこないということはないと思うけど、少し気になって僕は手て毬まりに電話を掛けてみる。応答はなし。繫つながらない。

　まあ、もうすぐ帰ってくるだろう。

　もう一度時計を見ると──時刻は20時ジャスト。

　手て毬まりの帰りを逃さないように──僕は家を出た。帰ってきたら、まず「お誕生日おめでとう」と伝えなきゃ。

　僕は手て毬まりを待つ──
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「ふう」

　と、あたしは帰りのタクシーの中で一ひと息いき吐ついた。

　ライブが終わり、色々挨拶が終わって帰る途中。

　あたしは眼めを瞑つぶりながら今日のことを思い返す。

　ライブのこと。ＭＣのこと。歌のこと──どうだったかな……？

　その感想は怖くてまだ見れていないけど。

　でも、いつも自己評価の低いあたしだけど──今日はやりきることができたと思う。

　ちゃんとderellaデレラとしてライブを成功させることができた──と、自信を持って言える。

　世界で一番楽しみにしてくれている人のためになら頑張れる。

　それは、ハルだけじゃない。

『たぶつき』のことを好きでいてくれるファンにとって、今日がとても大切な日だったのは間違いないと思う。あたしも『たぶつき』の一人として、とっても大切な日だったし。

　だから、そのファンのみんなのことを思うと本当に頑張れた。

　それに──一番大切な人のために『ハッピーバースデーの歌』を唄ってあげることもできた。

　あたし──いや、私にとっても大切な人。その子は喜んでたよ。

　よかったね──手て毬まり。

　だからもう一度ちゃんと言う。私は頑張った。

　ちゃんと自分を褒めてあげることができる。

　ちゃんとファンに、パフォーマンスで返すことができたと思う。それはいつも自信のないあたしだけど、自信を持って言える。最高のライブだった。




　だから今日は最高の日。




　と、本当は言いたかった。

　そしてまた思い出す。自分の誕生日のことを。今までずっとハルと一緒に過ごしてきた誕生日。大好きな誕生日。それも今年は叶かなわないのだと思うと──泣きたくなる。

　でも、泣き言を言っても仕方がない。

　自分で選んだこと……だしね。もう今日は終わってしまうのだ。

　そんなことを考えていたら、タクシーが丁度自宅マンションに到着する。

　運転手さんにお金を払い、時刻を見れば23時50分。

　明日逢あったとき、ハルからお祝いの言葉があるかな──なんて考えながらあたしはマンションのオートロックを解除する。

　そうだ、誕生日プレゼント、今年もくれるのかな、何をくれるのかな──なんて妄想しながらエレベーターに乗る。

　derellaデレラにお金全部使っちゃってあたしの分なくなっちゃったとかあるかも？

　まあでも、誕生日プレゼントが欲しいわけじゃないんだよね。ハルがお祝いしてくれて、ハルが一緒にいてくれて、ハルが歌を唄ってくれたら──あたしはそれで──

　なんて思いながら５階に到着。エレベーターを出たら。

　……あ。ああ。

　そこには。なんでだろう。

　あたしの眼めの前まえに、ハルが居た。

　違う。

　ハルが──居てくれた。

　あたしの家の前でハルが待っていてくれた。

　なんで？　なんでいるのだろう？　ハルがあたしの眼めの前まえに居るのだろう。そんなこと全然期待もしてなかったよ。……だからかな？　だからだよ。

　ああ。ダメだ。泣かないとあたしは決めている。だから泣かない。あたしは涙を堪こらえ──

「ハル……待っててくれたの……？」

　と、声を掛けた。

　ハルがこちらを振り向く。大好きなハルの顔だ。

「おかえり。手て毬まり。お誕生日おめでとう」

　と、言ってくれた。続けて──

「てか、そりゃ、待つよ。帰ってこないのか心配しちゃった」

　と言った。

「いつから？」

　あたしは問う。

「……さあ？」

「──いつから？」

「んー……ライブが終わって、色々してから──だから、さっきくらいだよ」

　噓うそだ。わかる。あたしはハルのことが好きなんだ。ハルが噓うそを吐ついたらすぐわかるよ。

　長い間、待っててくれたんだね。

「……ふーん。バカだよ。待たなくていいのに」

「ふっ。僕が馬鹿なのは手て毬まりが一番知ってるだろ」

「……バカ」

　バカしか言えないあたしもバカだ。嬉しいのに。もっと言いたいこと──あるのに。ホントにあたしはバカだ。

「いや、手て毬まりのお誕生日祝わなきゃ、今日は終われないでしょ」

　急に真面目なトーンでハルが話す。話し続ける。

「いい誕生日になればって僕が言ったの覚えてる？」

「……それは覚えてるけど」

　──それが一番あたしの心を曇らせた言葉だったから。

　──あたしの誕生日のこと忘れてるんだと思ったから。

　──もう、それはあたしの勘違いだったってわかっているけど。

「だから手て毬まりに『たぶつき』のライブを観てって頼んだんだ。観てくれた？」

「……うん」

「derellaデレラはね手て毬まりのために『ハッピーバースデーの歌』を唄ってくれたかもしれないんだよ！」

「……そんなことあるわけないじゃん」

「いやいや、きっと手て毬まりのためなんだって！」

　と、ハルは真剣な顔で言った。続けて──

「手て毬まり、僕からも──」

　言って。

　ハルは唄い始めた。あたしの大好きなハルの笑顔で。あたしの大好きなハルの歌。あたしが一番欲しかったプレゼント。ハルの『ハッピーバースデーの歌』。

　ああ。

　ああ、あ。

　泣かないって決めたのに。

　無理だ。それは無理だ。

　あたしが──今日、一番欲しかったものなんだから。

　あたしは。もう泣かないと決めたのに。

　ポロポロと。涙を零こぼした。
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「ちょちょちょ!?　手て毬まりさん!?　な、泣かないで!?　僕が殺されるけど!?」

　ハルが露骨にアタフタする。

　殺されるの？　誰に？　面白いジョークだ。大丈夫だよ、あたしがそれは守るもの。なんて言えたらいいけどあたしの涙は止まらなかった。でも言わなきゃ。

「ハル……ごめんね、ありがとう……」

　ここで、ハルのこと、好きだよって言えたらいいのだろうけど。

　あたしは言えない。あたしが言えるのは──

「もう泣かないよ。ありがとう」

「おう。手て毬まりは笑ってるのが一番」

　だって。

　だから──あたしは泣くのをやめる。まだ笑顔にはなれないけど。涙を拭く。

　でも、本当はずっと泣いていたいんだよ。ハルの前で。

　それくらいに──今、眼めの前まえにハルがいてくれることが嬉うれしい。

「ハル──お願い。続き、最後まで唄って」

　あたしはそんなお願いをした。

　ハルはあたしのお願いに「おう」と屈託のない笑顔で応えてくれた。

　ハルの歌。やっぱり大好きだな──大好きだよ、ハル。

　そんなことを考えながらハルの歌を聴く。『ハッピーバースデーの歌』はちょっと短い。

　もっとずっと聴いていたかったけど──もう終わり。

「改めてお誕生日おめでと～手て毬まり！　いやあでも、やっぱりderellaデレラの歌には劣るよな……」

「ありがと。ううん、そんなことないよ。あたしはハルの歌の方が──……好きだよ」

「マジ!?　いや、どう考えてもそれはderellaデレラが上だわ。確定！」

「あはは、ハル的にはそうだろうね。でも！　あたしはハル！　確定！」

「そう言って貰もらえるのは嬉うれしいね。でも僕の神は絶対derellaデレラ!」

　ハルはキメ顔でそう言ってからスマホで時間を確認しているようだった。

「23時59分！　ギリギリセーフ！　まだ誕生日パーティーができる！　すっごいケーキを作ったんだ！　さっき僕の親が買ってきてくれた手て毬まりへのケーキもあるから今ならケーキ食べ放題！　早速始めよう！　今、ここで！」

「ここで!?　いや、家でやろうよ」

「それもそうだね。ノリで喋しやべってました。あ、でも、僕の親はもう寝てるし騒げないから──あれ？　てか光ひかるさんは？」

「え？」

「いや、二人とも家にいないし、手て毬まりも帰りが遅いからお誕生日会のあと、てっきり光ひかるさんとご飯でも行ってるのかなって思ってたんだけど」

「あ、ああ！　ずっと一緒だったんだけど、急な飲み会がーってあたしだけ先に帰ってきたの」

「じゃあ、光さんもいないしめちゃくちゃ騒げるな！　ということで手て毬まりの家でいい？」

「めちゃくちゃ騒ぐんだ……」

　あたしは笑ってしまう。

　普通、人の誕生日で騒がないと思うけど。でも、ハルらしくて可お笑かしい。

「てか！　いいに決まってるじゃん。ハル、全然来ないけど、いつでもあたしの家に来てくれていいんだからね」

「いやぁ中々機会がなくてね。そういうことなら──って、あ、しまった０時になってしまった！　大丈夫、寝るまでがお誕生日！」

　０時──鐘が鳴ると魔法は解ける。

　あたしの魔法も解けたということだ。ずっと頑張ってくれたderellaデレラに変わる魔法。

　そうだ、あたしも言ってなかったね。

　ありがとうderellaデレラ。

　derellaデレラもお誕生日──おめでとう。これからもよろしくね。

　そんなことを想いながらあたしは──

「あはは、寝るまでがお誕生日だよね。うん、今日はまだ５月10日！　あたしと──derellaデレラのお誕生日！」

　言って、あたしは家の鍵を開ける。そういえば久しぶりにハルを家に招く気がする。

　昔はよく一緒に遊んでたのに──とても懐かしい気持ちになる。あたしの大切な思い出たち。

　それをもっと更新したいなとも思った。今日をきっかけに、またこうしてハルがあたしの家に来て、一緒に過ごせたらいいな。

「じゃ、もう一回一緒にお誕生日──お祝いして！」





＊　＊　＊






　ホントにすごいケーキがあたしの部屋のテーブルに展開された。

　ハルが箱から取り出したケーキは、ケーキ入刀出来そうなくらいの２段もあるケーキ。

　え、え!?　まさか!?　そういうコト!?

「昨日の深夜から作り始めたら何な故ぜかこんなことになってしまったのだ」

　どうやら違うらしい。がっくり肩を落とすあたし。

「え!?　嫌だった!?」

「違う違う！　絶対食べきれないなーって。てか相変わらずハル、ケーキ作るの上う手まいね」

「ケーキだけな。他のお菓子は全然。で、どうです、このケーキ？」

「うん！　最高！」

　あたしは満面の笑みで返す。それを見て、ホッとしたようにハルも笑みをこぼした。

　ケーキの形も、大きさも関係ない──ハルが、あたしのためにと思って頑張って作ってくれている事実が嬉うれしいのだ。それがなによりあたしの心を満たしてくれる。

　いつもはハルのご両親とも一緒だけど、今日は初めて二人きりの誕生日会。

　その現実もたまらなく嬉しい。




　やっぱり今日は──世界で一番大切で、最高な日となった。




「今日はね、たくさんの人に祝ってもらったの。でも、やっぱりこうしてハルに祝ってもらうのが一番嬉うれしい。ありがとう、ハル」

　だから──あたしは今の想おもいをハルに伝える。

　ここまでしかあたしはハルに伝えることができないけど、今の気持ちが届いて欲しい。

「そっか。そりゃ重畳。でも、僕もちゃんと５月10日にお祝いできてよかったよ」

「……あたしの帰りが遅くて０時過ぎたらどうしたの？」

　０時を過ぎたら──本当にシンデレラのお話みたいだ。あたしに掛かっていたderellaデレラの魔法はもう解けたけど。あたしが残したのは──ガラスのヒールじゃなくて想いの詰まった歌詞。

　ハル王子はderellaデレラを探し出してくれるかな？　なんて。

「ん？　知らないのか？　僕は時空犯罪者なんだぜ。時空の扉は僕が管理している。時間移動も時間停止も可能だ」

「セーラー戦士だったの!?」

　しかも普通に禁忌破ろうとしてるし。そしてそれは絶対ダメなやつ。

「開け！　時空の扉！」

「急に中二病にならないで！」

　ふふ、と、あたしはつい笑ってしまう。

　そんな馬鹿なやり取りをしていると、ハルがこっそり持ってきていた（見え見えだったのは内緒）可か愛わいい袋をあたしに手渡してくれる。

「ちょっと遅くはなってしまったけど──これ誕生日プレゼントね！」

　受け取ると同時にちゃんとあたしにも買っててくれたんだ──と、とても安堵した。

　ずっとderellaデレラのことで頭がいっぱいそうだったから忘れてるんじゃないかなって、ちょっと疑ってたので。ごめんねハル。

　プレゼントが欲しいわけじゃない──なんて、さっき見栄を張ったことを思ったりもしたけど、やっぱりプレゼントも欲しいし嬉しい。ハルから貰えるなら、それは何でもいいけど。

「あけてもいい？」

「うん」

　その袋に入っていたのは──あたしが新しく好きになった子の大きなぬいぐるみだった。まさかのかるたんとの被かぶりだ。かるたんとはフォルム違いだけど。はらぺこ。

　二人ともあたしの好きなものを選んでくれたんだ。嬉しいな。

　でもハルはあたしのことをよく知ってる──普通だったらこっちのフォルムを選ばないと思うけど、ハルが選んだのはこっちなんだね。

　嬉しい。ホントに。ああ、また泣いてしまいそうだ。でも、ダメだと我慢する。

　もう泣かない。大丈夫だ。ハルとは一緒に笑っていたい。

「──ありがとう。嬉しい──可か愛わいい。大事にするね！」

「気に入って貰もらえたならよかった！」

「…………ちなみに、derellaデレラには何を贈ったの？」

　ハルがちょっと困った顔をした。ふふ、いつもderellaデレラの話ばかりする罰だよー。

「ええ……言わなきゃダメ？」

「そりゃあ、散々あたしだってハルの相談に乗ったんだし？」

「たしかに。それもそうだよね。んっと、喉労いたわって欲しいから美お味いしい紅茶にした」

「へー！　めっちゃ、ちゃんと考えてる！」

　意外というか。てか、それもあたしが貰もらえるのか。

　にへへ、そうだった。好きな人から誕生日プレゼント二つも貰もらえるんだ。嬉うれし～～～!!

「derellaデレラもそれ、絶対喜んでくれるよ」

「え!?　マジ!?　やったー！　珍しく手て毬まりからのお墨付きだ！」

「そうだ。ライブ、どうだった？」

　あたしがその話を振ると──ハルは本当に、嬉うれしそうに笑った。満面の笑みだ。破顔一笑だ。

　ホントに、子どもみたいだ。まあ、あたしはその顔が一番好きなのだけど。

「いやー聞いてくれます？　もうね、最高のライブだった!!　神ライブ!!　それについにderellaデレラの後ろ姿を解禁！　ぎゃー!!　絶対美人じゃんって僕はなりましたよ。あの後ろ姿でおじさん説をね今後一蹴できますよ。やったね！　しかも生歌めちゃくちゃ上う手まいんだ！　ライブに合うよね～derellaデレラの声って。セトリもか～み！　まず新曲を持ってくると予想した僕だったけど、まさか本当に持ってきてくれるなんてね！　手て毬まりを待ってる間にアーカイブ見まくってたんだけど、歌詞もエモエモのエモ！　絶対derellaデレラ作詞だよね～天才だよ。世の中にはこんな天才いるんだ～って感動しちゃった」

「あ、あの、ハル？　まだ語る？」

　ちょっと褒められすぎてあたしが照れちゃった。

　いや、褒めすぎだよ。

「か、語らせてくださいよ～手て毬まりさん！　てか聞いて!!　これだけは聞いて!!　今日ねＭＣでお手紙の話もしてたでしょ!?　聞いた!?　あれね、やっぱり僕のやつ絶対読んでくれてると思うんだよね！　これ、認知されちゃったんじゃ!?　しっかもー！　最後は『春はるは永ながく♡』って言ってたの♡♡♡　めっちゃ高速で再生したら『はるながくん♡』って聞こえたし!?　絶対あれ僕のことだよね!?」

「derellaデレラは『♡』なんてつけないと思うけど……」

「つけたんだもん♡」

　だもん♡って。てか勝手に高速再生して脳内再生しないで欲しい。

　まあ。あたしもそんなハルを見てニヤけてしまう。よかったね、ハル。

　それと──ありがとうね、ファンレター。

　ちゃんと『気持ち』届いたよ。

　だからあのライブでハルに──『気持ち』を伝えることができたと思うし。

　でも。それはやっぱりderellaデレラからの『気持ち』で。

「──やっぱり推しの認知欲しいの？」

　あたしが訊きくと、ハルは「勿もち論ろん!!」と即答も即答、あたしが認知と言った辺りですでに「勿もち論ろん!!」と力強く答えていた。

　あたしは──




　あげないっ！

　絶対derellaデレラじゃなくてあたしを見てもらうんだから！




　と、心の中でそっと誓う。
















　世界で一番大切な日の翌日。

　つまりゴールデンウィーク明け。今日からまた学校だ。

「「あ」」

　登校しようと家を出た瞬間、手て毬まりと出くわした。珍しい、手て毬まりが朝早いなんて。

　それに──

「おはよ。なんかめっちゃ元気じゃん」

　僕が知る手て毬まりの朝の姿なんて、他の人に知られたらマズイんじゃと心配になるレベルなんだけど。それが今は噓のようにハイテンションだ。

「えへへ。おはよ。うん、めっちゃ元気だよ！」

「元気なのはいいことだね！」

　昨日『たぶつき』のライブ見たからかな？

　僕も今日は一層元気な気がする！

「てか、珍しく早いけど何かあるの？」

　僕がそう尋ねると、手て毬まりはふふんとポーズを取った。

「あたし、お誕生日を迎えたので。お姉さんになったので」

「お、お姉さん？」

「そ。あたしの方がハルより歳とし上うえ、だよ？　と・し・う・え。だからお姉さん。なので、歳とし上うえだし、朝、ハル君起きれるかな～って心配だからお迎えしてあげようかな～と思ったんだけど、ちょっと遅かったみたい」

　少し前に僕が妹扱いしたことを余程根に持っていたのか、やたらと姉アピールをしてくる手て毬まり。たしかに誕生日は僕の方が後だが……。

「あ、お姉ちゃんがよかった？　いいよ、お姉ちゃんって呼んでも」

「手て毬まりお姉ちゃん！」

　ちょっと乗っかる僕。

　本物のお姉ちゃんがいないと、お姉ちゃんって存在──憧れちゃうものなんですよ。

　それに手て毬まりもまんざらではなさそうだ。

　しかし、その理論で言えば歳とし上うえの期間は数週間しかないけど、いいのだろうか。

　まあ、その数週間を楽しみたいのかもしれない。

「ふふ、よろしい。じゃ、いこっか、ハル君」

　と、手て毬まりがとても幸せそうに微ほほ笑えむ。

　手て毬まりが笑うなら──僕も幸せだ。

　それにまあ。

　推しの認知はまだもらえてないけど。

　幼おさな馴な染じみに姉弟きようだいだと認知してもらっているのは──悪くない。







あとがき←全身全霊オールボデイオールゴースト




　はじめましての方もおひさしぶりの方もごきげんよう──虎とら虎こです！

　次の機会がもしあればマドカルちゃんに代わっていると思います。こまちゃんかも！

『推しの認知欲しいの？　←あげない』は如何いかがだったでしょうか？

　読んでくださった方の心の中に少しでも残ってくれたり、自分の推しについて熱く語りたくなっちゃったり（語っていけ～！）、推しをもっと応援したくなったり、推しにお手紙書いてみたくなったりしたら嬉うれしいです！

　ところで皆さまは推し、いますか？

　ハルや手て毬まりもいつか皆さまの推し仲間入りできたらいいなと思いながら──

　すでに私は全員推しです！　こうましろ様のめちゃ可か愛わいい神イラストのおかげですね！

　か、神……みんな可か愛わいい～～～!!　ありがとうございます～～～!!

　Twitterもされておりますよ、皆さますぐフォローしましょう～！

　というわけで！　沢山のありがたいご縁がありましてこの作品をお届けすることができました！　ひとえに読者の皆様、作品を担当してくだった皆様、こうましろ様、書店様、出版社様、この作品に関わってくださっている全ての皆様、たくさんの人のおかげです。心から感謝しております。本当にありがとうございます！　BIGLOVE♡








電子書籍特典　書き下ろし短編

『閑話「derellaデレラの素顔は？　前世は？　経歴は？　年収は？　彼氏は？　調べてみました！」』









「う～～～～～～ん」

　僕はスマホを睨みつける。

　5月15日。金曜日。

　今日はバイトもお休みなので自室で正座しながら（修行中）、いつも通り『たぶつき』の曲を聴きつつネットサーフィンを楽しんでいると──こんな記事に行きついてしまった。

『derellaデレラの素顔は？　前世は？　経歴は？　年収は？　彼氏は？　調べてみました！』

　…………。

　いや、derellaデレラがメジャーデビューしたあとから、こういう記事が存在しているのは知っているけど、この記事は昨日の記事だ。

　つまり──『たぶつき』の配信ライブでderellaデレラの後ろ姿が映し出されたあとの記事というわけだ。後ろ姿が映し出されたということは──後ろ姿が映し出されたということだ。

　そこから得られる情報は多い。もしかしてderellaデレラの素顔を知る人なら検討がついちゃっているのかもしれない。しかも、わざわざ新しく記事にしているとなると……新情報があるかもしれない。

　正直、素顔とか、前世があろうと、経歴がどうだろうと、年収がいくらだろうと、彼氏がいようと関係はない。僕はどんなderellaデレラも大好きだ。だから見なくてもいいんだけど……。

　いや、でもderellaデレラのことをより深く知るならこういう記事も眼にした方がいいんじゃないかと葛藤してしまう。むむっ。

　と。

「なにそんな難しい顔してるの？　てか、なんで正座？」

　僕の部屋のベランダドアを開けた手て毬まりが、不思議そうに僕を見てそう言った。

　そのままの表情で僕を見詰めながらベッドに座る手て毬まり。

　お風呂あがりなのだろうか──髪が少し濡れている気がする。それにいい香りだし。いつでも寝られそうな部屋着だし。

　というか。

　恥ずかしい顔を見られてしまったな。

「いや……いつもこっちが恥ずかしくなるくらいの幸せそうな顔してるよ……。だから気にしないで」

「なにそれ、僕、ハッピー星の人なのかな。てかナチュラルに僕の心読みすぎだよ」

　僕は手て毬まりの方を向いて座り直し、言う。

「ハルの顔はわかりやすすぎるからね」

「む。じゃあこの顔は？」

　僕はキメ顔を作る。

　すると手て毬まりはとても呆れた顔をした。

「…………derellaデレラちゅきちゅきだいちゅき！　ほーんとちゅき！　って顔」

「完璧すぎて怖いな!?」

『好き』じゃなくてちゃんと『ちゅき』と表現したあたりも完璧すぎて怖い。もうこれ僕がわかりやすいとかじゃなくて手て毬まりが実は能力者なんじゃないのかと疑ってしまう。

　僕、もう手て毬まりの前でつまらないこと考えられないじゃん。

「で、なんで難しい顔してたの？」

「あ、それね。これこれ」

　と、僕は手て毬まりにスマホの画面を見せた。

　手て毬まりが眼を凝らして僕のスマホを見たあと──わりと面白い反応を見せた。

「ななななな!?　なにこれ!?　なんの記事!?」

　手て毬まりが僕のスマホを奪い取り、更にその画面を凝視していた。

　普段、derellaデレラのことを僕が熱心に話しても「そうなんだ」という感じだけど（そうなんだ手て毬まりって呼ばれるよ！）今日は妙に食いついてきた。

　手て毬まりもこないだのライブでderellaデレラへの関心が増したのかな？　それはいいことだね！

「いやね、僕もこないだの『たぶつき』ライブの感想とか漁ってたらたまたま行きついて、記事読むか悩んでたとこなんだけど」

「へ、へー。てか、こんなの絶対デマ記事じゃない……？　経歴はまだしも、年収とか絶対わかるはずないじゃん……あと彼氏とか……素顔とか……」

「僕も別にそういうの知りたいってわけじゃないし、大抵はデマだと思ってるから全く気にしてないんだけど、一ファンとして眼を通して記事について間違っていたら訂正して欲しいとか声をあげた方がいいのかな、とか考えて」

「な、なるほど。たしかに、それは正しいファンだと思うよ！　絶対こんなのderellaデレラも迷惑だもん！」

「う、うん。てか、なんで今日はそんなにderellaデレラの肩を持つ感じなの？」

「え!?　いや、あたしもderellaデレラのこと……応援してるし……デマとか……可哀想だもん……」

　手て毬まりが辛そうに、消え入りそうな声で言う。

　……わかるよ、その気持ち！

「だよね！　じゃあ、ちょっとチェックしようかな。手て毬まり、スマホ返してぴょん」

　僕がそう言ってから手を差し出すと、手て毬まりは僕のスマホを手で包み隠した。

　僕のスマホが何故か人質に！

「え……えっと……？　そ、その、一緒に見てもいい……？」

「？　いやまあ、それはいいけど」

　一つのスマホで一緒に見る必要があるのかという疑問はあるけど、手て毬まりがここまで熱心なのも珍しいので僕はそれに応える形を取った。

　手て毬まりの横に移動して、スマホを返して貰おうと思ったら、

「ひゃ!?」

　と、手て毬まりに何故か驚かれた。

「あ、ごめん、当たった？」

「いや!?　違うくて！　そ、そういう感じで見るの!?」

「え？　こうやって一緒にいつも見てるじゃん……」

「や！　そ、そうだよねー！　ごめんごめん！　いや、あはは、あの大きいスクリーンに映すのかなって思って……てか、あのスクリーンなにっ!?」

　手て毬まりが僕の部屋にあるスクリーンを指差し、眼を見開く。

「ふっ、あれはderellaデレラを大きく見るため専用のスクリーンさ！　それ以外には使用しない！」

「………そ」

　今度はあからさまに呆れる手て毬まり。

　驚いたり呆れたり大変そうだね、手て毬まりは。

　そんな手て毬まりからスマホを受け取り、僕は当該の記事を開いた。

　本当に珍しく、手て毬まりが熱心に僕のスマホを覗き込む。

　あまりにも熱心だったからだろう──僕のことは一切気にしてない感じで、完全に僕の肩に乗りかかってきた。

　それは別に構わないんだけど……記事、全然見えねぇ……。

「あの……手て毬まりさん、見えないんですが」

「え!?」

　と、手て毬まりは驚愕してバッと僕から離れる。

「あ、ご、ごめん！　その、そういうつもりはなくて……！」

「いやいや、僕は手て毬まりがderellaデレラに熱心で嬉しいよ。ささ、derellaデレラのこと一緒に知っていこ！」

　言って、僕は手て毬まりとの距離をもう一度詰めた。

「う……！　うん！　そう！　あたしもderellaデレラのこと！　いっぱい！　知りたいからね！」

「それはいいこと！」

　ということで、僕らは一緒に記事を見る。

『derellaデレラの素顔は？　──derellaデレラさんは顔出しＮＧ歌手です。編集部も色々調査してみましたが一切その素顔を晒したことはない模様。derellaデレラさんの素顔はわかりませんでした！』

　いや、まあそうだろうと思ったけど。

　しかし手て毬まりは──

「はあああああああ、何それ!?　わからないなら記事にしないで欲しいんだけど！」

　と、何故かderellaデレラの素顔に興味津々のご様子。

「手て毬まりそんなにderellaデレラの素顔とか知りたかった感じ？」

「え!?　違う違う!!　その、だって、判明しましたみたいな感じだったから……その騙されたというか……derellaデレラだって隠してるだろうからバレたら嫌だろうなっていう……」

「ああ、なるほどね。中には知り合いが写真売ったりとかあるもんね……。僕もそりゃderellaデレラの素顔、どんな素敵な人なんだろうって気にはなるけど、隠してるんだから知らなくてもいいかなという気持ち」

「…………素敵じゃないかもだよ……？」

「ふっ。どんなお顔でも素敵さ！」

　僕がキメ顔を作ると、手て毬まりが頰を赤くしてはにかんだ。僕の心の中を読んだ結果かな？

　そう──僕は今derellaデレラにプロポーズするくらいの気持ちでいたからね！

「……derellaデレラもそう言ってくれる人がたくさんいたら嬉しくて顔出しＯＫになっちゃうかもね。わかんないけど」

「なるほど！　そういうところも声をあげていく必要があるのかも！　今書いてるお手紙に書いちゃお！」

「それより続き続き」

　と。

　手て毬まりは僕のスマホの画面を勝手に指でスクロールしていた。

『derellaデレラの前世は？　──derellaデレラさんは声も特徴的で歌も上手く、以前から活動されていたのではと噂される存在。似た声質の歌動画を色々検証してみた結果──非常に似た声質の持ち主は何名か居たものの、確定した情報は得られませんでした！』

　いや、まあそうだろうと思ったけど。

　しかし手て毬まりは──

「なにもわかってないじゃん!?」

　と、何故かderellaデレラの前世にも興味津々のご様子。

「え、手て毬まり、derellaデレラの前世に興味あるの？」

「え!?　いや、違う違う！　過去とか勝手に捏造されてたら嫌だなって……あ、derellaデレラだったらそう思うんじゃないかなって意味だよ……？」

「なるほどね。わかるわかる。なんか噂になるのもちょっとモヤるよね。あの人かも？　って話はみんな好きみたいだけど、今のderellaデレラに真剣でいたいというか」

「うんうん！　そうだよね！」

　手て毬まりが深く首肯する。急に熱くなるものだから、僕がびっくりしてるくらいだけど、手て毬まりのderellaデレラへの想いを少し感じれて僕も嬉しくなる。

　そんな風に一人喜びを嚙みしめていたら、また手て毬まりが勝手に画面をスクロールしていた。

『derellaデレラの経歴は？　──derellaデレラさんは年齢も非公表。性別に関しても非公表だったが初の配信ライブでその後ろ姿を晒し、女性だと確定させました。張りのある澄んだ声からもかなり若い女性だと推察されます。それ以外の情報は中々発見することができませんでしたが、配信の姿から推測すると身長は１５４センチで瘦せ型の女性だと言えるでしょう！』

　ああ、なるほど。機材とかの縮尺から大体わかるのか。考えなかったな。画面の中だと意外と大きく見えちゃうというか。まあ、僕の中で存在が大きすぎるというのもあるけど。

　１５４センチというと──

「手て毬まりと同じくらいか」

「え!?」

「いや、derellaデレラの身長が手て毬まりくらいなんだと思って。なんか意外というか、小柄なんだと思ってさ。僕の中では偉大すぎて『デカ過ぎんだろ……』って感じだったけど」

「……イメージ変わった？　やっぱりハルもかるたんみたいな身長も高くてモデルさんみたいな方がよかったりするの……？」

「いや、寧ろ親近感湧いたかな。手て毬まりくらいなんだーって思ったら、可愛いなって思うし」

「可愛い!?」

「あ、いや、小さいってイメージ全然なかったからね。derellaデレラのイラストも大人な感じのイラスト多いし。身長も僕と同じくらいなイメージだったからギャップで小さいの可愛いなって」

　神に対して可愛いと言うのもおこがましい気がするけど。

　いや、derellaデレラは可愛いし神！

「そ、そっかぁ……。あたしも同じくらいの身長って親近感すごく湧く──なんて」

　言って、手て毬まりはとても嬉しそうに微笑んだ。

　わかるよ、推しと何か一緒ってなったら嬉しくなっちゃうもんね！

「……ハル的には小さいのと大きいのはどっちが好みなの？」

「ん？」

　急に舌切り雀の話かな？　それとも玉手箱の話？　なんて顔を僕がしたら──ちゃんと手て毬まりに「昔話じゃないよ……身長だよ」とツッコまれた。さすが！

「いやぁ別に身長は気にしたことないなぁ。derellaデレラが超巨人でも大好き！　って背中に張り付いちゃうし、それこそ手て毬まりくらいでもお姫様だっこできるじゃん！　って喜ぶくらいの感じ」

「お、お、お姫様だっこ!?　derellaデレラを!?」

「いやいや、例えばね！　そんな！　僕が！　derellaデレラをお姫様だっこなんて恐れ多いですし、神罰がありますよ……！」

「そ、そうだよねー……あ、でもderellaデレラも女の子だしお姫様だっことかやっぱり憧れかもね」

「マジ!?　鍛えます！」

　わりと鍛えてはいる方だと思うけど、更に頑張らなきゃ！

　だってderellaデレラにいつ筋肉見せてって言われるかわからないもんね！（絶対にないとわかってるけど、そう思うと筋トレもやる気が出るので）

　そんな風に自分の腕の筋肉を確認していたら、また手て毬まりが僕のスマホを以下略。

　手て毬まり──記事に夢中すぎる。これは配信ライブでかなり『たぶつき』にハマったに違いない、よかった布教し続けて！　もっとＣＤとか無配しよ！

『derellaデレラの年収は？　──derellaデレラさんは作詞もされています。曲の配信も好調なのでかなりの額を稼いでると思われます。これは勝手な推測ですが、年収は１０００万程あるのではないでしょうか！』

「適当な推測すぎない!?　そんなに貰ってるわけないじゃん!?」

　僕が何か思う前に手て毬まりがツッコんでた。

　まあ、手て毬まりの言う通りめちゃくちゃ適当な記事だなと僕も思う。てか、そんなに貰ってるわけないじゃんって手て毬まり業界のこと詳しいのかな？

　光さんに聞いたりするんだろうか。

「はぁはぁ……ごめん……思わず大声出しちゃった……」

「いや、それはいつもだと思うけど」

　てか、さっきからずっとそうだけど。

「うぐ……ごめん……」

「いやいや、僕は手て毬まりが元気に大声出してるの好きだよ」

　僕がそう言うと、手て毬まりは顔を真っ赤にした。真紅。ああ、こういうコンプレックスな部分とかって辱めに感じるのかな。

　僕も思ったことはすぐ言うタイプだから──反省して謝罪しようとしたら、

「そ、その、ハルは相手の年収とか気にするの？　ほら、相手がお金持ちだと……」

　と、神妙な面持ちで話を元に戻してきた。

　ガールズトーク的なやつだろうか……あんまり考えたことないけど。

「まあ、うん、僕はderellaデレラの年収とか全く気にしないかな……だって確実に僕よりお金持ちだし……あ、それなのにプレゼント送るの変だよねって話？」

　それはちょっとだけ考えたことはある。

　絶対自分で買えるじゃんって話だろうけど──『気持ち』を大事にしたいなって僕は思うので何かのときは今後もプレゼント送れたらいいなと思うけど。

「いや、それは変じゃないよ。プレゼントはやっぱり『気持ち』だと思うし……。だって、それじゃあたし、今度ハルの誕生日にプレゼント渡すの変になるじゃん。あたし、バイトはしてないし……」

「変じゃないよ！　楽しみ！　ありがと！　だよね！　プレゼントは気持ち！」

「………………ちなみに、なにか欲しいものあったりする？」

　ちらっと僕の顔を伺うように聞く手て毬まり。さては本題はそっちだな？

　僕はニヤリとして答える。

「たぶつき、derellaデレラ関連！　被ってもいいから何でも欲しい！」

「……絶対言うと思った」

「というか毎年僕に聞いてくれるけど、ホントに手て毬まりがくれるなら何でも嬉しいよ。毎年手て毬まり使い勝手のいいものくれるし。カバンとか手て毬まりがくれたやつずっと使ってるもん」

「そ、そっか……ハルがずっと使っててくれてあたしも嬉しい。うん、今年も頑張って選ぶね。derellaデレラ関連以外！」

「く……！　いや、まあ、それは自分で集めるよ……」

　僕がそんな感じで項垂れていると、手て毬まりが以下略。

『derellaデレラの彼氏は？　──derellaデレラさんの彼氏について調べてみました！』

　と、僕がそこまで読んだところで手て毬まりが突然その記事を閉じた。

　何故急に!?

「derellaデレラの彼氏とかハル、一番興味ないでしょ？　だからいいかなーって」

　謎の圧の強い笑顔で僕を見る手て毬まり。

　いや、うん、別に興味ないけどさ……なんなら正直全部興味はなかったけど……素顔はまあ、知れたら嬉しいかもしれないけど（気にはなる！）。

　しかし、彼氏が一番デマ情報として困る部分だし（アンチがうるさくなるイメージなので）ここは確認した方がいいんじゃないかと手て毬まりに提案してみる。

「その、彼氏がいるかもなんてデマ記事がderellaデレラ一番困る気はするけど。もし匂わせ的なこと書かれてたら抗議した方がいいかなって」

「む」

　手て毬まりが真面目な顔で固まる。

「そ、そうだよね……うん、確認しよう」

　言って手て毬まりが僕のスマホを器用に操り、さっきの記事に戻していた。素早い！

『derellaデレラの彼氏は？　──derellaデレラさんの彼氏について調べてみました！　顔出しＮＧとは言え、その後ろ姿も美しく、とても美人だと予想されるderellaデレラさん。確実に彼氏は存在すると思われます──

「なんでそうなるの!?」

　手て毬まりがまた急にツッコミはじめた。

　適格なツッコミだとは思うけど。続きを読むとしよう。

──しかし、まだ未成年との噂も。歌詞からも恋愛というより片想いを詠う傾向が強いので、まだ彼氏はいないのかもしれません──

「どっちなの!?」

　どっちなんだろうね。

　元気だなぁ、手て毬まり。

──今、大人気のderellaデレラさん。これは今後、週刊誌などの報道が一気に過熱するかもしれません！　色々な情報に眼が離せませんね！　最後までお読み頂きありがとうございました！』

「なんで最後他力本願ーーー!?」

「そういうもんだよ、こういう記事って」

　まあ、だから特に僕からの感想はないけど。寧ろデマがなくてよかったと思うくらい。

　はあはあと、また息を荒げてる手て毬まり。大丈夫だろうか……。

「いや、でも、うん。何もわからないことがわかってあたしもよかった……」

　謎の納得を見せる手て毬まり。そして何故か嬉しそうだった。

　言うと怒られそうだから言わないけど、この手の記事でここまで一喜一憂できるのは逆に羨ましいくらいなんだけど。

　こういう記事ってアクセス数稼ぎなんだろうし。

　名前入れただけで出てくるくらいだしね。手て毬まりは今までこういった記事を見てこなかったんだろうな。

「ま、derellaデレラはそういう神秘的なとこも素敵だよねと僕も思うよ！」

「う、うん！　そうだよね、derellaデレラのいいとこ！」

「いえー！」

「い、いえー！」

　お互い両手を天に突き上げ、謎の盛り上がりを見せる二人。

　仲の良い幼馴染だった。

「……ふぅ。なんだか大声いっぱい出したからスッキリしちゃった。ありがと」

「ん、ん？　いや、うん、どういたしまして？」

「は～～～。スッキリした今のうちに宿題でもしよっかなー。よし！　じゃ、またね、ハル」

　と。

　手て毬まりはニカっと笑い、そのとてもよい笑顔で手を振りながら僕の部屋から出て行った。

　一体何しに来たのか一切言わなかったけど。

　まあ、手て毬まりがスッキリして、よい笑顔になってくれたのなら僕もそれで満足だ。


[image: ]



　あたしは自室に戻ってすぐベッドに飛び込み、枕に顔を埋めて足をバタバタさせた。

「わひゃぁぁぁぁぁぁああああああ！」

　距離距離！

　ずっと距離近かったぁぁぁあああ……！

　いや……思わず自分でも近づいてしまったけど、あれは……うう……思い返せばなんて恥ずかしい……。

　最近──余計意識しすぎて、ちょっと、自我を保つのに苦労する。たぶん、好きがずっと増してるんだ。以前より。ずっと。好き。

　昔は全然普通だったのにな。本当にいつからだろう？

　いつからか、わからないけど──こないだのライブのあと、あのお誕生日のあと、好きが増したのは間違いない。

　たぶつきのファンのために頑張ったライブだったけど──ハルにも想いを届けられたライブだったし、誕生日も──。

　あんなお誕生日のお祝いしてもらっちゃったら──嬉しくて──好きが増すに決まってる。

　あまりにも好きが増し過ぎて、なぜかちょっと恥ずかしくて、今日までハルの部屋に全然行けてなかったけど。

　今日、ちょっと勇気を出してハルの部屋を訪ねて本当によかった。

　…………。

　ハルと、ずっと肩が触れる距離だった。

　とても幸せな時間──けど、ちょっと舞い上がりすぎて、いつもの３倍くらい声がおっきくなってしまったけど……反省。ごめんね、ハル。

　てか大きくもなるよ。

　なんだ、あの記事。書いた人もちょっと反省してほしい。

　あ。

　でもあの記事のおかげで幸せな時間を過ごせたわけだし、感謝しなくちゃいけないのか。

　ありがとうございます、記事を書いてくれた人！

　今、とても気分がいい。

　宿題しようなんて言ったけど──今、眠ると、とても幸せな気持ちで眠れそう。

　そういうわけで。

　かるたんから貰ったぬいぐるみを撫でて。

　ハルから貰ったぬいぐるみを抱いて。




　寝ます！

　おやすみなさい！
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